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スパンャキ西 至JR国立駅

至JR谷保駅

東京駅・新宿駅から
JR中央線（下り：高尾方面行き）で国立駅下車。
国立駅には快速電車しか停車しないので、特別快速に乗車した場合は、国分寺
駅で快速電車に乗り換え。
所要時間は、東京駅から約1時間、新宿駅から約40分。

羽田空港から
リムジンバス☆☆
立川駅北口もしくはパレスホテル立川で下車（1時間に1本程度の運行）。
JR立川駅から中央線（上り：東京方面）に乗車し、国立駅で下車（1駅）。
所要時間は約2時間。

東京モノレール☆
浜松町駅で下車。
JR山手線（内回り：東京方面）で東京駅にて中央線に乗り換え、国立駅で下車。
所要時間は約1.5時間。

一橋大学
JR中央線 国立駅南口から徒歩約10分
JR南武線 谷保駅北口から徒歩約20分または 
バス約6分（国立駅行き、一橋大学下車）

成田空港から
リムジンバス☆☆
パレスホテル立川下車（午前3便、午後6便）。
立川駅から中央線（上り：東京方面）に乗車し、国立駅で下車（1駅）。
所要時間は約3時間。

京成バス☆
東京駅八重洲口下車。中央線に乗車し、国立駅で下車。
所要時間は約2.5時間（バス1.5時間、電車1時間）。

成田エクスプレス☆
東京駅もしくは新宿駅にて中央線（下り：高尾方面）に乗り換え、国立
駅で下車。
所要時間は約2時間。

☆印は推薦経路です。
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Ұڮେֶࡁܦ研究所
所長

খ…Ԙɹོ…࢜

経済研究ॴɺ70ۙいྺ࢙をތる研究ॴͰすɻ

19404݄1日に౦ژ科大学౦ѥ経済研究ॴとしͯ

ઃ͞Εɺ1949にҰڮ大学経済研究ॴとしͯ新たな

スタートをΓ·したɻઃཱ的に「日本及び世界の

経済の総合研究」を行͏͜と͕͛ܝらΕɺ本研究ॴ͜

Ε·Ͱ多くの༏Εた研究成Ռを͖ͯ͛ڍ·したɻとΓ

わけɺ経済社会に関するܼग़したデータϕース܈の構

築ɺ統計データと݁した高度なཧ・実証分析及

び策研究໘においͯɺ本研究ॴ国Ͱओಋ的な

ׂをՌたしͯい·すɻ

Ұڮ大学ݱ在ɺ「ୈ3期中期計ը」（201�ʙ21度）

をਪਐ中Ͱすɻ͜ の計ըͰɺ研究水準及び研究成Ռ

に関する標としͯɺᶃ国際社会の࣋ଓ的発లにࢿす

るたΊɺ世界࠷高水準の研究成ՌをҰ生Έग़すɺᶄ

学ज़情報基൫をඋするととにɺ研究成Ռの国֎

へのਝな発৴を行͏ɺᶅ世界及び日本͕໘する՝

題にରしͯɺ社会科学高研究Ӄを中֩としͯॏ点ྖ

Ҭ研究プロジェクトをਪਐするʕʕの3ͭをͯ͛ܝい·

すɻ

本研究ॴɺҰڮ大学による͜の標ٻにおいͯ

中৺的なׂを୲ͬͯい·すɻ組織໘Ͱɺ研究機能を

ҰڧԽするたΊɺ2015に研究ମ制を「経済・統

計ཧ研究部門」「経済計測研究部門」「ൺֱ経済・世

界経済研究部門」「経済制度・経済策研究部門」「新

学ज़ྖҬ研究部門」とい͏5部門ମ制に࠶ฤ成しɺ研究

行能力をڧԽしたと͜ΖͰすɻ͜ の5部門にՃ͑ɺ「社

会科学統計情報研究センター」「経済制度研究セン

ター」「世代間問題研究機構」「経済社会リスク研究機

構」とい͏4ͭの附属研究ࢪઃ͕本研究ॴの研究をਪ

ਐしͯい·すɻ

本研究ॴͰɺ研究スタッフによる個人的な研究の

΄かɺ基൫研究（S）なͲ大ܕの科学研究費に基ͮく共

同研究プロジェクトをੵۃ的にల開しͯい·すɻテーマ

多ذにわたͬͯい·す͕ɺ統計データに基ͮく実証

分析そΕに基ͮくཧ分析ɺ策研究͕その中৺に

なͬͯい·すɻ͞ らにɺ19�0ʙ�0代にץ行͞Εたh 長

期経済統計（ɦશ14ר）ɺそΕをܧঝするܗͰ199�Ҏ

行をਐΊͯいるhץ߱ アジア長期経済統計（ɦશ12ר予

定）なͲɺ経済学会શମの的ࡒ産と͏ݴ͖長期統

計のඋ本研究ॴのॏ要な業Ͱすɻ

本研究ॴ長ɺ科学研究費の高い࠾択をͯͬތ

い·す͕ɺそΕ͜Ε·Ͱの͜͏した研究成Ռ͕高くධ

価͞Εͯいる͜とをҙຯし·すɻそしͯɺ֫ ಘしたڝ૪

的ࢿ金によͬͯ༏Εた研究成Ռ͕新たに生Έग़͞Εる

とい͏॥ܗ͕成͞Εͯい·すɻ

本研究ॴのׂとしͯ͏Ұͭಛචす͖なのɺ

2010度Ҏ߱ɺจ部科学লの共同利用・共同研究拠

点制度のԼͰ「日本および世界経済の高度実証分析」

の拠点としͯ機能しͯいる͜とͰすɻ統計のミクロ

データのඋ・ఏڙを͡Ίとしͯɺ͞ ·͟·な統計を

国֎の研究ऀに利用Մ能にするととにɺそΕらを

用いた共同研究のਪਐを௨ͯ͡研究ऀコミϡχティに

Ͱɺ国֎の研究ऀによる共同研ۙ࠷しͯい·すɻݙߩ

究へのࢀՃ͕ඈ༂的に高·ͬͯおΓɺ国際的な共同研

究活動のϋϒとしͯの本研究ॴのׂ͕高·ͬͯい·

すɻ

͜͏した活発な研究活動にରするݻڧなサポートମ

制をඋしͯいる点ɺ本研究ॴの大͖なಛͰすɻ۩

ମ的にɺᶃ研究成Ռのץ行をサポートする学ज़ग़൛・

ൿॻࣨɺᶄデータのೖ力උɺ分析ิॿインターネッ

トのセΩϡリティなͲにର応する大規模データ分析ࢧ

ԉࣨɺᶅਤॻ機能を୲͏ࢿྉ ・ࣨ社会科学統計情報研

究センターɺをඋしͯい·すɻそしͯɺ科学研究費

のਃ業にରするサポート予ࣥࢉ行ɺ会計ॲཧを

事͕ࣨ֨ݫにཧしͯい·すɻ͜ ͏したサポートମ制

ɺ本研究ॴの研究ਪਐ機能の基൫となͬͯい·すɻ

ⴺ�ॴѫࡰ
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しかしɺࢲたͪݱঢ়にΜͣ͡ɺ͞ らなる発లを

指しͯいかなけΕなΓ·ͤΜɻとΓわけɺ本研究ॴ͕

औΓ組Ή͖ॏ点՝題としͯɺ次の̏点͕指ఠͰ͖·

すɻୈ̍ɺવな͕らɺ༏Εた研究成Ռの発৴に͜Ε

·ͰҎ上に力をೖΕる͜とͰすɻ実証研究なͲ本研究

ॴの統的なڧΈを࠷大ݶに生かしな͕らɺ世界࠷高

水準の研究成ՌをҰ生Έग़す͜と͕ٻΊらΕ·すɻ

社会科学の分Ͱɺࠪ ಡ͖จのץ行インパ

クト・ファクターの高͕͞パフΥーマンスのධ価としͯ

ҰൠԽしͭͭ͋Γ·すɻそ͏した向に問題͕·ͬたく

ないわけͰ͋Γ·ͤΜɻしかしɺ研究成Ռの発৴によ

る的ݙߩの度合い͕ɺ本研究ॴの社会的ҙٛをධ価

する࠷ॏ要なई度Ͱ͋る͜と൱定Ͱ͖·ͤΜɻ

ୈ̎にɺจ୯行本のץ行とい͏ڱいҙຯͰの研

究成Ռの発৴ͩけͰなくɺ֎の研究ऀコミϡχティ

にରする「ެ共ࡒ」のڅڙ機能をڧԽする͜とॏ要Ͱ

すɻその中৺的なׂを୲͏の͕ɺ共同利用・共同研究

拠点としͯの機能Ͱすɻデータ・アーΧイϒのඋ・֦

ॆと統計分析ख๏の開発を中৺としͯɺ日本及び世界

経済の高度実証分析のたΊのインフラをඋする͜と

͕本研究ॴにٻΊらΕͯい·すɻ本研究ॴと同༷ɺ共

同利用・共同研究拠点となͬͯいるژ大学経済研究

ॴɺ大ࡕ大学経済社会研究ॴとの࿈ܞڧԽするඞ

要͕͋Γ·すɻ

ୈ̏ɺ研究の策ఏݴ機能をڧԽする͜とͰすɻ

Ͱɺ策ධ価策ཱҊに際しͯɺ実際の統計ۙ࠷

データに基ͮくݕ౼をॏࢹするɺleW JEeOce�CaTeE…

QolJcZ…makJOHzのඞ要性͕ڧく指ఠ͞Εるよ͏になͬ

ͯい·すɻ前ड़のよ͏にɺ本研究ॴ統的に実証分

析にڧΈ͕͋Γɺ͜ の分Ͱの͕ݙߩ社会的に期

͞Εͯい·すɻ実際ɺ本研究ॴۙɺ・日ۜ

ܥ及びຽ間の研究機関との研究࿈ܞ・人事ަྲྀをਫ਼

力的にਐΊͯい·すɻ͜ ͏したऔΓ組Έを֦ॆしɺ策

χーζをөした研究のਪਐɺ研究の策ఏݴ力のڧ

Խɺ͞ らに高度な統計分析能力をඋ͑た人ࡐҭ成を

ਐΊɺ社会にݙߩする͜と͕ٻΊらΕ·すɻ

本研究ॴの研究ऀと事・研究ิॿ৬員ɺ͜ Εらの

՝題にҰؙとなͬͯऔΓ組Έɺ研究活動を௨ͯ͡社会

にݙߩする͜とにΊͯ·いΓ·すɻ
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ຊɾΞδΞͷ౷ܭσʔλ構ஙڌɺࡍࠃతڞಉڀݚͷ

ϋϒͱ͠ ͯͷڀݚࡁܦॴͷྺ࢙

Ұڮ大学経済研究ॴɺྺ 的にզ͕国の経済統計࢙

のデータϕース構築・利用の共同研究拠点としͯの

ׂを୲͖ͬͯ·したɻ日本のh 長期経済統計 のɦץ行を

͡Ίとしͯh アジア長期経済統計 のɦਪ計・作成なͲɺ

統計ࢿྉのऩ集උ・データ構築におけるݙߩଞॴ

にྨをݟないのͰすɻ·た1990代後からɺ経

済学分ͰそΕ·Ͱ͋·Γなかͬた国֎の研究ऀ

共同研究プロジェクトのਪਐܕըする大ࢀ的にۃੵ͕

にɺਫ਼力的に関わ͖ͬͯ·したɻ

ͱ͠ڌڀݚಉڞಉར༻ɾڞ ͯͷڀݚࡁܦॴ

͜のよ͏な経Ңをഎܠとしͯɺ研究ॴ2009�

݄にɺจ部科学লの共同利用・共同研究拠点にೝ定͞

Ε·したɻ͜ Εをܖ機としͯɺ͜ Ε·Ͱの実をとに

データ・アーΧイϒのඋと統計分析ख๏の開発をਐ

లͤ͞ɺ日本及び世界経済に関わる高度実証分析の国

際的な共同利用・共同研究拠点としͯɺҰの発లを

指しͯい·すɻ

͜の͏ͪ共同利用事業に関する活動部分としͯɺ附

属社会科学統計情報研究センターを૭口としͯɺಠཱ

行๏人統計センターとのີな࿈ڠ・ܞ力のとɺ

統計ミクロデータの利用境をඋ・֦ ॆしɺ日本࠷

ॳの統計ミクロデータ・センターの構築を指しͯ…

い·すɻ֎の研究ऀに統計ಗ໊データへの༰қ

なアクセスखஈをఏڙしɺզ͕国におけるಗ໊データ

のਖ਼しい利用をଅਐしͯい·すɻ同࣌にɺಗ໊データの

ఏํڙ๏に関する研究ऀコミϡχティのध要・رを

֤関機関にフィーυόックしͯいく͜とによΓɺզ͕

国のミクロデータを用いた実証分析をよΓීว的Ͱɺ

ٕज़的に༰қなのとしͯいく͜ とͰɺその発లにد༩

する͜とを指しͯい·すɻ

共同研究事業としͯɺάローόル$O&プロάラϜ

「社会科学の高度統計・実証分析拠点構築」ɺ科学研

究費ิॿ金ಛ定ྖҬ研究「世代間利ௐプロジェク

ト」ɺ科学研究費ิॿ金学ज़成研究「日本経済の物

価ม動ダイナミクスのղ໌」なͲの大ܕ研究プロジェク

トͰഓわΕた研究成Ռを基൫としな͕らɺ量的な分

析に基ͮく制度・策研究をਪਐしͯい·すɻ͜ Ε·Ͱ

の研究プロジェクトとの成ՌのৄࡉにͭいͯɺҎԼ

の8eCϖージを͝ཡくͩ͞い�httQ���XXX�Jer�hJt�u�

ac�KQ�kZoEo�rJZou�+aQaOeTe�XorkT�JOEeY�htmlɻ

͜Εらの共同研究事業のͭزかɺその後のよΓ大

͖な共同研究プロジェクトのల開大ܕ研究ࢿ金の֫

ಘへとͭな͕ͬͯい·すɻ

ʮ͔֬ͳʯ 政策ఏݴ

• ϛクϩσータʹ基͍ͮͨ実証研究
࿑ಇ・ܭՈ・ۀا
ۚ・੫੍ɺগࢠԽ

• ੜੑ࢈ͷ国際ൺֱʢۀا・ۀ࢈Ϩ
ϕルʣ

• 高සσータΛ用͍ͨՁ・࢈ࢿ
Ձ֨ͷมಈͱۚ༥政策ͷ分析

実証研究 ౷ܭ分析ख๏・
経済理論ͷ開発

• σータʹଈͨ͠経済理論Ϟσルͷ
ஙߏ

• σータΛ分析͢ΔͨΊͷྔܭख๏
ͷ開発

• 学際తͳ分析ख๏
ʢ౷ܭ理άループͱͷ共同研究ʣ

•政౷ܭϛクϩσータ
•ຊͱアδアͷྻܥ࣌ظσータϕース
•ओཁ国ͷۀ࢈ੜੑ࢈σータϕース
•Ո経済ௐࠪݸථσータϕース
•Ձ・࢈ࢿՁ֨ͷ高සσータ

σータ・アーカΠϒ

ଞؔػͱͷ࿈ܞ

基ຊߏ σータʹ݁ͨ͠実証・理論研究

ⴼ׆ڀݚ�ಈ

http://www.ier.hit-u.ac.jp/kyodo-riyou/
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औΓೖΕͯɺΑΓҰ͘ΛݟίϛϡχςΟͷҙऀڀݚ

ͷڌۀࣄͷൃలΛ目͢ࢦ

本研究ॴɺ༷ ʑな֎部の組織・研究ऀάループと

ີな関に͋Γɺ拠点事業のӡӦͰɺ൴らとの共

同研究を௨ͯ͡࠷新の学ज़動向を把握するととにɺ

֎部の研究ऀコミϡχティの経済研究ॴにରするҙ

の把握にΊͯい·すɻਖ਼ࣜҕ員会としͯɺر・ݟ

「日本及び世界経済の高度実証分析」拠点のӡӦҕ

員会および共同利用・共同研究ҕ員会を置͖ɺ前ऀ

拠点のӡӦશମに関わる問題をɺ後ऀɺ共同利用・

共同研究の՝題のެืɺ実ࢪに関わる問題を৹ٞ

しͯい·すɻ྆ ҕ員会とにɺ֎の研究ऀコミϡχ

ティのҙݟ・要をくௌऔしɺӡӦにөͤ͞るた

Ίɺҕ員のա研究ॴ֎の研究ऀから構成͞

Εͯい·す	ҕ員会ϝンόーにͭいͯɺ本要ཡのୈ

5ষ「研究ॴの紹介」を͝ࢀরԼ͞い
ɻ·た2012度

にɺ「共同利用・共同研究拠点としͯのҰڮ大学経

済研究ॴ」にͭいͯの֎部ධ価をडけ·したɻߋに

201�度においͯɺ研究ॴの活動のҰとしͯの

共同利用・共同研究拠点事業の֎部ධ価を実ࢪしͯ

い·すɻそ͜Ͱの༷ʑなҙݟ・指ఠをとにɺࠓ後の本

研究ॴをよΓྑいɺよΓ研究ऀコミϡχティに開かΕ

たのにしͯ行くくɺ大なվֵをਐΊͯいくॴଘ

Ͱすɻ

共同拠点事業「プロジェクト研究」ɺ事業開࢝の

2010	ฏ成22
度における5݅からɺ201�	ฏ成2�


度に21݅に·Ͱ֦大しͯおΓɺ後ऀͰその͏ͪ

9͕݅֎国研究機関ॴ属ऀを代දとするのになͬ

ͯい·すɻࠓ後本研究ॴを中৺としたネットϫーク

の֦大をਤる基൫のҰͭとしͯの活動をଓけ·すɻ

ӡӦମ੍

研究ऀίϛュχςィ

経済研究所 त会ڭ

ӡӦҕһ会

共同ར用・共同研究ҕһ会

ԉମ੍ࢧ

研究ࢧԉମ੍

国際࿈ࢧܞԉ・
ใ発৴ମ੍

෦ࣄ

ྉࣨࢿ
社会科学౷ܭใ研究センター
大規σータ分析ࢧԉࣨ

ࣨࣄ

学ज़ग़൛ࣨ・ൿॻࣨ
ใҕһ会

研究ମ੍

σータ・アーカΠϒɺ
σータ分析セクγϣン

σータͷඋɺ分析ख๏ͷ
開発ɺ高実証分析Λ͏ߦ

• ϛクϩσータ・センター
ʢෟଐ社会科学౷ܭใ研究
センターʣ

• σータղ析άループ
• ظ経済౷ܭ・地域経済研究
άループ

• ϩγア研究センター
• 共同研究ラϘラトリー

• ෟଐੈؒ研究ߏػ
• ෟଐ経済੍研究センター
• ෟଐ経済社会リスク研究ߏػ
• 規範経済学研究センター
• 共同研究ラϘラトリー

研究Ϣχット

理論・੍・政策
分析セクγϣン

・త理論ͷ開発ɺ੍ิ
政策研究Λ͏ߦ

研究෦

• 経済・౷ܭ理論研究෦
• 経済ܭଌ研究෦
• ൺֱ経済・ੈք経済研究෦
• 経済੍・経済政策研究෦
• ৽学ज़ྖ域研究෦

研究ମ੍

σータ・アーカΠϒɺ
σータ分析セクγϣン

σータͷඋɺ分析ख๏ͷ
開発ɺ高実証分析Λ͏ߦ

• ϛクϩσータ・センター
ʢෟଐ社会科学౷ܭใ研究
センターʣ

• σータղ析άループ
• ظ経済౷ܭ・地域経済研究
άループ

• ϩγア研究センター
• 共同研究ラϘラトリー

• ෟଐੈؒ研究ߏػ
• ෟଐ経済੍研究センター
• ෟଐ経済社会リスク研究ߏػ
• 規範経済学研究センター
• 共同研究ラϘラトリー

研究Ϣχット

理論・੍・政策
分析セクγϣン

・త理論ͷ開発ɺ੍ิ
政策研究Λ͏ߦ

研究෦

• 経済・౷ܭ理論研究෦
• 経済ܭଌ研究෦
• ൺֱ経済・ੈք経済研究෦
• 経済੍・経済政策研究෦
• ৽学ज़ྖ域研究෦
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不動産市場ɺ日本をؚΉ世界֤国の金融危機のిݯ
とな͖ͬͯͯおΓɺその性࣭をਂくߟす͖ॏ要なଘ在
Ͱすɻ本研究Ͱɺ経済学の༷ʑな分Ͱݱ在活༂中の研
究ऀ͕集いɺ不動産市場のมௐ͕金融危機をたらし経済
成長を制するϝΧχζϜをɺ20Ҏ上にわたΓ価Լམ

と成長͕ଓくわ͕国においͯɺ͜ Ε·Ͱにない大規模な
データϕースを構築した͏͑Ͱ໌らかにし·すɻ本研究の成
Ռɺわ͕国のΈならͣɺ不動産市場の金融危機か
らの٫を模ࡧするॾ֎国ɺݱ在不動όϒルを経ݧしͯ
いるॾ֎国に分析の世界標準をఏڙし·すɻ

ͷ֓ཁڀݚ

2013度から5間の予定Ͱ実͞ࢪΕͯいる本プロ

ジェクトͰɺ（1）…統Ұ的なデータϕースの構築ɺ（2）…

不動産市場における価֨ϝΧχζϜのղ໌ɺ（3）…不動

産市場と金融危機・経済成長との関にるԾઆݕ証ɺ

（4）…֤Ծઆのݕ証を౿·͑た不動産市場から経済શ

ମへの及経࿏の定量Խɺ（5）…経済ཧ策への

フィーυόックとい͏ɺ5ͭの߲͝とに研究活動をਐ

Ίͯい·すɻ

（1）…Ͱɺプロジェクトશମの基礎となる不動産価

֨データϕースを国֎にͭいͯඋするととにɺ

不動産価֨データをɺ国のొه情報ا業に関する

データと合し·すɻ·たɺアンケートௐࠪを௨ͯ͡ɺ家

計における不動産のׂに関する実態を把握するデー

タをඋし·すɻ（2）…ͰɺҰൠ的な不動産価֨のܗ成

ϝΧχζϜに関する分析ɺόϒルのૣ期ݕग़に関する

分析を実ࢪし·すɻ（3）…Ͱɺ金融໘と実ମ໘からなる

༷ʑなԾઆをݕ証し·すɻ࣌ݱ点Ͱ研究͕ਐΊらΕͯ

いるのɺ不動産୲อチϟネル・ۜ行ିग़チϟネルԾ

આɺシステミックリスクԾઆɺࢿ産ޮՌԾઆɺアセットϝ

ルトダンԾઆͰすɻ（4）Ͱɺ価֨ϝΧχζϜղ໌

Ծઆݕ証の݁Ռに基͖ͮɺ不動産市場におけるショッ

ク͕消費ɺઃඋࢿɺ生産といͬた経済活動にͲのよ

͏なӨڹをたらすかをԾઆ͝とに定量Խし·すɻا

業間ɺۜ 行間ɺا業とۜ行間のऔҾネットϫークの情報

ɺ不動産家計ɺا業ɺ金融機関のཱ情報を活用

しɺҬɺ産業ɺそのଞのا業属性によͬͯҟなるとߟ

͑らΕる経済活動へのӨڹఔ度を֮ࢹԽし·すɻ͜ ͏し

た作業を௨ͯ͡ɺ不動産市場のมௐ 「͕金融」໘と「実

ମ」໘のいͣΕを௨ͯ͡ɺ経済活動によΓ大͖なӨڹを

たらすか分析し·すɻ（5）…にͭいͯɺ本プロジェクト

からɺ不動産価֨に生͡るショックのૣ期ݕग़ɺ国

開発策ɺマクロ経済ӡӦɺマクロプルーデンス

策ɺ金融策における不動産市場の位置ͮけなͲに関

࿈する策的なؚҙ͕多くಘらΕるとࠐݟ·Ε·すɻ͜

のたΊɺ֎のެ的機関とのҙަݟを௨ͯ͡ɺ策

へのフィーυόックをਐΊ·すɻ

˗ϓϩδΣΫτϦʔμʔ
২ਿҖҰ　…Ұڮ大学経済研究ॴ・教त

˗ϝϯόʔ
ਗ਼水ઍ߂　日本大学スポーπ科学部・教त… ล　౦ژ大学大学Ӄ経済学研究科・教त

ॕഭಘ　Ұڮ大学経済研究ॴ・教त… ా࢙ߒ　ਆށ大学大学Ӄ経Ӧ学研究科・教त

中ౡݡଠ　Ұڮ大学イϊϕーション研究センター・।教त… খ༗人　中ԝ大学学部・教त

ଜⅉ　౦ژ大学大学Ӄ経済学研究科・教त… ງխത　ֳ経済社会総合研究ॴ・上੮ओ研究

…学शӃ大学経済学部・教त　܆ࡉ 業戦ུ研究科・।教तا大学大学Ӄ国際ڮ大介　Ұٶ

ฏஐ༟　౦ژ大学大学Ӄ経済学研究科・ઐࢣߨ… ٢ాೋ　Ұڮ大学経済研究ॴ・ಛ।教त

水و೭　国ཱ情報学研究ॴ・।教त… 6OJWerTJtZ…of…#rJtJTh…$olumCJa・"TTocJate…ProfeTTor　തݪּ

ాॆ　The…+ohOT…)oQkJOT…$areZ…#uTJOeTT…School・"TTJTtaOt…ProfeTTor

ؒظ˗
2013ʙ2017度
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͜Ε·ͰͷՌɾࠓͷ༧ఆ

プロジェクト開࢝から4を経たஈ֊Ͱす͕ɺ͜ Ε·

Ͱに��本のϫーΩンάϖーパーをެදしɺ107ճにわ

たͬͯ研究成Ռをٞするセミナーを開࠵するなͲɺ

的な活動を行ͬͯい·すɻデータϕースの構築にۃੵ

ͭいͯɺ不動産औҾ価֨データϕースに不動産ొه

มߋ情報ا業パネルデータをଓするɺ日本をؚΉ

ઌਐ国・Ҭにおける大規模不動産औҾ情報をೖखす

るɺܚ応ٛक़大学のプロジェクトと࿈ܞしͯ家計の不動

産をؚΉࢿ産選択行動に関するパネルデータセットを

構築するɺ͜ Ε·Ͱ研究ऀによる個ථ利用͕ਐΜͰい

なかͬた不動産に関する統計ɺ行機関ຽ

間ا業͕ੵし͖ͯた利用に関するビッάデータ

を利用するなͲのऔΓ組ΈをਐΊͯい·すɻ

͜͏したデータϕースに基ͮいたϢχークな研究と

しͯɺ高ྸԽ人口ݮগ͕૬ଓを௨ͯ͡不動産の世

代間Ҡసを૿し不動産市場にෛのӨڹを及΅す͜と

をࣔした研究ɺ国際的なࢿ本Ҡ動によΓઌਐ国Ͱ不動

産をߪೖした֎国人ࢿ家の行動༷ࣜを໌らかにした

研究ɺ౦日本大ࡂによΓอ༗不動産の価͕大͖く

ᆝଛしたا業におけるࢿ金ௐୡ境のมԽをݕ証した

研究を͛ڍる͜と͕Ͱ͖·すɻ

2014Ҏ߱ຖɺ不動産市場に関する༗力ւ֎研

究ऀをަ͑ͯ͜Ε·Ͱの研究成Ռを報ࠂ・ٞ する国

際ϫークショップ実家策୲ऀをަ͑たެ開

研究会を開࠵し͖ͯ·したɻ࠷ऴ度Ͱ͋る本度ɺ

生産性価֨計測との関における不動産市場ɺ家

計・ا業部門と不動産市場ɺ不動産市場のཧ的・ۭ 間

的なಛ性ɺといͬた໘にる研究成Ռをެදする国際

ϫークショップをɺ10݄ɺ12݄ɺ3݄にそΕͧΕ開࠵する

予定Ͱすɻ

HIT-REFINED䛻䛚䛡䜛研究䝔ー䝬

ື産ᢸಖไ⣙௬ㄝ
ື産ᢸಖ価್のኚື䛜㈚出䜢㏻䛨䛶経済䛻
ཬ䜌䛩ᙳ㡪䜢ᐃ㔞
業䝺ベ䝹の㖟⾜-業㛫㛵ಀデータ・Ⓩグሗ
䜢⏝䛔䛶ศᯒ

シス䝔䝭䝑䜽䝸ス䜽௬ㄝ
ື産䝞䝤䝹ᔂቯ䛻క䛔、㈨産投䛢䜚䜔㔠⼥
ᶵ㛵㛫のఏ䜢㏻䛨䛶生䛨䜛、㔠⼥シス䝔䝮の䝸
ス䜽䜢ᐃ㔞

労働・㈨ᮏのᅛᐃ௬ㄝ
ື産価᱁のୗⴠ䛷negative equity䛻㝗䛳䛯、
ᐙィ・業の❧ᆅ䜔産業ᵓ㐀のኚ䜢᳨ド
㟈⅏ᚋの㔜മົၥ㢟䛻䜒㛵㐃

㈨産ຠᯝ௬ㄝ
ື産䛜経済䛻䛘䜛ᙳ㡪経㊰の一䛴䛷䛒䜛㈨
産ຠᯝ䛻䛴䛔䛶、㈨産と比較䛧䛶ᐃ㔞

ア䝉䝑䝖䝯䝹䝖䝎䜴䞁௬ㄝ
㧗㱋・ேཱྀῶᑡ䛜、ື産㟂せ䜢ῶᑡ䛥䛫䜛と
䛔䛖௬ㄝ䜢、᭱㏆のデータ䜢⏝䛔䛶᳨ド

㔠⼥㠃の௬ㄝ᳨ド

ື産市場䛻㛵䛩䜛ᐇᩚ⌮
䝥䝻䝆ェ䜽䝖యのᇶ♏と䛧䛶、ᵝ䚻䛺ື産価᱁㛫の

比較、ྲྀᘬ㔞との㛵ಀ䛺䛹䜢ᩚ⌮

䝞䝤䝹の䝯䜹䝙䝈䝮のศᯒ
ື産ྲྀᘬ価᱁䜔業ሗ䜢⏝䛔、㐣ཤの䝞䝤䝹
生ᡂ・ᔂቯ䝥䝻䝉ス䜢ศᯒ、⌮ㄽとのᩚྜ性䜢᳨ド

䝞䝤䝹の生ᡂ・ᔂቯ䝯䜹䝙䝈䝮のゎ᫂

ᐇయ㠃の௬ㄝ᳨ド
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αʔϏεۀ࢈ͷੜੑ࢈ɿܾఆཁҼͱࡦ্
ʢՊֶڀݚඅิॿۚج�൫ڀݚʢ4ʣʣ

IUUQ���ssQK�JeS�IJU�V�Bc�KQ�

サービス産業の生産性向上ɺ日本͕経済ఀからす
るたΊの࠷ॏ要な要݅Ͱすɻしかしɺサービス産業の͏ͪ
(%Pの4ׂをΊる部門Ͱɺ国ຽ経済計ࢉ統計物価
統計の制のたΊɺ産業レϕルͰا業レϕルͰ実࣭
生産生産性をਖ਼֬に計測Ͱ͖ͯい·ͤΜɻ本研究Ͱɺ
ֳ経済社会総合研究ॴ（&S3*）の研究ऀO&$%・Ԥभ
ҕ員会の研究プロジェクトとڠ力しɺ産業・ا業レϕルの
実࣭生産・生産性計測上の問題を࠷大ݶղ決しɺ͜ の新し

い計測݁Ռを用いͯ生産性の決定要因をௐ·すɻ分析Ͱ
ɺ情報௨৴ٕज़の活用ແࢿܗ産ࢿɺ࿑ಇऀのಇ͖ํɺ
人的ࢿ本のੵɺ集ੵとҬ経済ɺ市場の౫ଡ機能とا業
間のݯࢿ分の要因をॏࢹし·すɻߋに分析݁Ռに基ͮ
͖ɺサービス産業の生産性向上策ɺ·たɺサービス産業の実
࣭生産・生産性に関する統計のվળにͭいͯఏݴし
·すɻ

ͷ֓ཁڀݚ

ʲ統ׅ・計測 ൝r͕中৺となΓɺサービス産業の実࣭

生産・生産性に関する産業・ا業レϕルのデータを

උ・վળした上Ͱɺ͜ のデータに基͖ͮɺサービス産業

の生産性向上策を構し·すɻ۩ମ的にɺ̡ 本ࢿ

ੵ ൝r͕*$T・ແࢿܗ産をؚΉࢿとその્要因にͭ

いͯɺ̡ ࿑ಇ・人的ࢿ本 ൝r͕࿑ಇ市場ɺサービス生産

における࿑ಇऀのಇ͖ํɺサービス産業の生産性向上

にد༩する高教ҭにͭいͯ分析を行い·すɻ·たɺ

ʲ生産と消費の（ۭ間的・࣌間的）同࣌性 ൝r͕ɺサービ

ス産業における家計・ا業行動のಛを໌らかにしɺ

ซͤͯミクロデータを活用した市場によるا業౫ଡϝ

ΧχζϜのݱঢ়と્要因ɺڊ大市ܕサービス業を

生Έग़すϝΧχζϜɺ教ҭɺҩྍなͲެ的サービスの

生産性に関する研究をਐΊ·すɻ

�統 ・ׅ計測�

ओ要なサービス業（業・ݐઃ・教ҭ・ҩ ・ྍެ ・社

会อݥ）に関しɺ࣭ をௐしたデフレーター・生産量

指標を作成しɺ·しい作成ํ๏を統計୲部ہにఏ

し·すɻҩྍ産業にͭいͯɺ࣭ݴ をௐした生産量

指標に基ͮく生産性を計測しɺその決定要因をݕ証し

·すɻ·たɺサービス生産性の国際ൺ ・ֱಓݝ間ൺ

ֱ指標をվળし·すɻ͞ らにɺୈ࢛次産業ֵ （໋ビッά

データɺロϘットɺ"*）のӨڹを分析しɺクリΤイティ

ϒ産業の生産性指標を開発し·すɻ

��本ੵࢿ

サービス業の生産性向上にとͬͯɺ*$Tࢿ及び人

ॏ要な͕ࢿ産ࢿܗϒランυ組織վฤなͲのແ・ࡐ

ׂをՌたす͕ɺ日本Ұ部のԤभॾ国Ͱ͜のよ͏な

ఀ͕ࢿしͯいるɻサービス業とڝ合するެ的部門

をؚΊたແࢿܗ産ࢿ・*$Tࢿデータをඋし国際

ൺֱする͜とを௨͡ɺ日本におけるແࢿܗ産ࢿ・*$T

ࢿの決定要因を୳ٻし·すɻ決定要因としͯಛにɺࢿ

金ௐୡɺ*$Tࢿと多༷なແࢿܗ産間のิ性のӨڹɺ

ະ発ୡな*$Tサービス市場ɺ中খا業におけるఀɺެ

的分Ͱのࢿ策มભにし·すɻ

�࿑ಇ・人的ࢿ本�

ओとしͯҎԼ5点の研究をਐΊ·すɻ

˔…要ૉ市場の不શڝ૪をྀߟした上Ͱɺ生産関

˗ϓϩδΣΫτϦʔμʔ
ਂඌ࢘ژ　Ұڮ大学経済研究ॴ・教त

˗ϝϯόʔ
…　学शӃ大学経済学部・教तٶ 口大࢘　౦ژ大学大学Ӄ経済学研究科・教त

Ѩ部म人　Ұڮ大学経済研究ॴ・教त… খԘོ࢜　Ұڮ大学経済研究ॴ・教त

ਿݪໜ　౦ژҩ科ࣃ科大学大学Ӄҩࣃ学総合研究科・ඇৗࢣߨۈ… ਖ਼೭　ಠཱ行๏人経済産業研究ॴ・෭ॴ長

…༑　学शӃ大学国際社会科学部・教तס ໊・大学ڮम　Ұ౻ࡈ ༪教त

ӓҪܙඒࢠ　Ұڮ大学経済研究ॴ・।教त… Ѵ　日本大学経済学部・教तְݖ

中ౡݡଠ　Ұڮ大学大学Ӄ学研究科・।教त… 中ࣨܚ　ࢠጯٛक़大学総合策学部・।教त

ୌᖒඒൕ　౦༸大学経済学部・教त… খݪඒل　大ࡕ大学大学Ӄ国際ެ共策研究科・।教त

…業戦ུ研究科・।教तا大学大学Ӄ国際ڮ大介　Ұٶ 大ल༤　౦ژ大学社会科学研究ॴ・教त

ۙ౻Ҁࢠ　౦ژ大学社会科学研究ॴ・।教त… 口߁ฏ　Ұڮ大学大学Ӄ経済学研究科・ࢣߨ

ؒظ˗
201�ʙ2020度

 

http://sspj.ier.hit-u.ac.jp/
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をਪ計ɻ

˔…高ྸऀࢠҭͯ後のओ්によるɺ࿑ಇڅڙの金

へのӨڹのௐࠪɻ

˔…サービス産業ا業のӦ業部門࿑ಇऀの日ࢽと成

Ռのデータを合した上Ͱɺ֤ 個人の生産性を測

定し決定要因を分析ɻ

˔…サービスの家ఉ生産ɺߪೖɺ࿑ಇڅڙ間の代ସ

関の分析ɻ

˔…大規模ミクロデータによΓɺサービス産業の生産

性の向上にࢿする高教ҭの性֨のղ໌ɻ

�生産と消費の（ۭ間的・࣌間的）同࣌性�

サービス消費と༨Ջのิ性をྀߟしɺޮ 用関を

ਪ計しɺ͜ の݁Ռを用いͯ定ୀ৬͕サービス消費に

༩͑るӨڹを分析し·すɻҰൠのサービス産業のཱ

問題にՃ͑ɺސ客ϰェンダーとの࿈͕ܞॏ要なڊ大

市ܕサービス産業（金融・ࠂ）のཱ問題生産

性を分析する͜とによΓɺҬ間経済֨ࠩ中খ市

中৺のਰୀର策にͭいͯఏݴし·すɻ

͞ΕΔՌͱҙٛظ

本研究Ͱɺ日本を代දする生産性研究チーϜ͕統

計部ہと࿈ܞしɺւ֎とのີなネットϫーク生か

しͯɺサービス産業の実࣭生産・生産性計測のൈ本的

վળとɺ生産と消費の同࣌性をྀߟした新アプローチ

によΓサービス産業生産性のแׅ的研究を行い·すɻ

͜のよ͏な大規模研究ɺ国・֎に΄とΜͲଘ在し·

ͤΜɻサービス産業の生産性計測と生産性向上策に関

する世界の研究と経済策にɺ大͖なد༩͕期Ͱ͖

·すɻ

出所：一橋大学・経済産業研究所「JIPデータベース2015」、EU KLEMSデータベース、World KLEMS データベース
注 ：一次産業と非市場型サービスは除く

産業別労働生産性の日米比較
（購買力平価換算、米国＝１、2006-10年平均）

労働投入のシェア－
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ϩγΞʹ͓͚Δਓޱಈଶͷڀݚ �ϛΫϩྔܭੳʹΑΔ૯߹తѲ
ʢՊֶڀݚඅิॿۚ　ج൫ڀݚʢAʣʣ

本研究ロシアにおける人口動態のઌۦ的分析

とɺその成Ռの国際的発৴とをҙਤし·すɻ۩ମ的

にɺロシア家計ௐࠪデータ3uTT J a … -oOH J tuE JOa l…

MoOJtorJOH…SurWeZ…（3-MS）及び国際社会科学プロά

ラϜ*OterOatJoOal… SocJal… ScJeOce… ProHram…（*SSP）…

の個ථを用いɺ（1）…家ఉ分業・家計消費ミクロ水

準の要因とग़生ɺ（2）… …個人・生活श׳のミクロ的

ಛ࣭とࢮɺ（3）… …個人・家計ಛ性とҬ�国際Ҡ動ɺ

の関をɺ人口経済学・࿑ಇ…経済学・社会学的ࢹ点を

中৺に分析し·すɻロシアの人口動態分析においͯ不

しͯいͯɺかͭ個別にݕ౼͞…Ε͕ͪな「ジェンダーと

ग़生」「ࢮのྺ࢙的経Ң」「ミクロಛ性と人口Ҡ

動」とい͏ࢹ点を統合した分析をల開すると共にɺロシ

アにおける個人・家計行動のミクロ計量分析の礎ੴと

なる事を的としͯい·すɻ分析Ͱɺղऍのコアとな

るジェンダー・࿑ಇ・生活श׳・Ҭ社会とい͏ࢹ点を

統合する事Ͱロシアにおける人口動態要因の総合的ཧ

ղをՄ能とし·すɻւ֎共同研究ऀ及びւ֎研究機関

とڠಇしਪਐしͯい͖·すɻ

જࡏྗΞϓϩʔνʹΑΔݸਓͷબػձू߹ͷଟ次ݩతࢦඪͷ։ൃʹؔ͢Δૅجతڀݚ
	Պֶڀݚඅิॿۚ　ج൫ڀݚ 	A



"�センによͬͯఏএ͞Εた潜在能力アプローチɺ

ҩྍࢱɺަ ௨計ըなͲ多くの分から͞Εɺそ

の応用͕ࢼΈらΕ͖ͯ·したɻ本研究の的ɺ潜在

能力アプローチのྟচ的ద用をਤるたΊの基礎ཧ

をఏڙする͜とに͋Γ·すɻ潜在能力アプローチのಛ

ɺ個人の価	利ӹ・ް 生・ࢱ
にয点をͯͯɺい·

͋る経済システϜを൷的に分析しɺ実行Մ能な制度・

策を୳る͜とに͋Γ·すɻそのಛ新たな指標を

ఏڙする͜とにとͲ·らͣɺΉしΖɺް 生経済学の組

ΈそΕࣗମを֦ுするՄ能性をൿΊͯい·すɻ本研究

ɺ͜ のアプローチをセン経済学の͏ҰͭのபͰ͋

る社会的選択ཧとの関Ͱ定ࣜԽする͜とを՝題と

し·すɻ۩ମ的にɺ「多次元性」と「集合」とい͏潜在能

力指標の本࣭的性࣭をัଊしな͕らɺ個ʑ人のධ価を

基礎にしͯ定ࣜԽするํ๏をࢼΈ·すɻ

˗ϓϩδΣΫτϦʔμʔ
Ӣ　Ұڮ大学経済研究ॴ・教त

˗ϝϯόʔ
…大学経済研究ॴ・教तڮҰ　Ұؠ ງߐయ生　ࢁ大学ۃ౦Ҭ研究センター・教त

ా༑Ճ　भ大学基װ教ҭӃ・।教त… ఱཧ大学国際学部・教त　ࢠཛྷಙेޒ

ಓ上ਅ༗　新ׁ大学経済学部・।教त

ؒظ˗
2014ʙ2017度

 

˗ϓϩδΣΫτϦʔμʔ
後౻ྰࢠ　Ұڮ大学経済研究ॴ・教त

˗ϝϯόʔ
…学研究科・教त大学大学Ӄށ多ल行　ਆت ポール・υϡϜシェル　໋ཱؗ大学大学Ӄઌ総合学ज़研究科・教त

খԘོ࢜　Ұڮ大学経済研究ॴ・教त… 口ઍথ　Ұڮ大学経済研究ॴ・教त

学部・।教तཧ科大学ཧژ本ಙਔ　౦ࡔ

ؒظ˗
2014ʙ2017度
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104σʔλΛ׆༻ͨ͠ՈܭผՁਫ४ͷܭଌͱՈܭফඅߦಈͷੳ
ʢՊֶڀݚඅิॿۚ　ج൫ڀݚʢAʣʣ

௨ৗɺ家計の消費・ஷ行動を分析する際にɺ消費

ऀ物価指を用い実࣭Խし·すɻその際ɺ家計間Ͱ物価

にҧいないとԾ定͞Εる͜と͕多いのͰす͕ɺਖ਼֬に

物価水準家計ຖに定ٛ͞Εる͖のͰすɻなͥな

らɺҰൠ物価水準͕大͖くม動する際ɺҰにすͯの

価͕֨มԽするわけͰなくɺళฮによΓ価֨ม

ԽҟなΓɺ家計行動によͬͯ物価そのの͕ҟなる

Մ能性͕͋るからͰすɻ本研究Ͱɺ家計によΓ物価水

準͕Ͳのఔ度ҟなるかをྀߟしɺそΕ͕家計の消費࿑

ಇڅڙ行動にͲのよ͏なӨڹを༩͑るかを大規模なPOS

データに基ͮいͯ分析しɺよΓਖ਼֬な家計ҙࢥ決定行動

のղ໌を指し·すɻ۩ମ的にɺ	1
…ళฮ家計からऩ

集͞Εる༷ʑなPOSデータにؚ·Εる情報を用いɺެ ࣜ

$P*の༗する潜在的な問題のॏ要性を定量的に把握しɺ

	2
…ಘらΕた物価情報を用いɺ家計レϕルの実࣭金・

ॴಘをਖ਼֬に計測しɺ	3
…計測͞Εたデフレーターのҧ

い͕経済活動にͲのఔ度のࠩを生Έग़すかɺ経済ཧ

を用い定量的に໌らかにしͯい͖·すɻ

5Ie�7BMVe�PG�.BUcINBLeS
ʢՊֶڀݚඅิॿۚ　ج൫ڀݚʢAʣʣ

本研究の的ɺ市場経済のԑのԼの力ͪ࣋Ͱ͋る

「介 （ऀmatchmaker）」にͭいͯɺ実証的な研究に

基͖ͮҰൠ的なཧを୳ٻする͜とに͋Γ·すɻ۩ମ

的にɺ（"）ޏ用介ɺ（#）݁ ࠗおよびཆࢠԑ組介ɺ

（$）不動産介ɺ（%）Էചŋখചɺ（&）策介の5ͭ

の分をऔΓ上͛ɺ介のϝΧχζϜとそΕを࢘る組

織にし·すɻ統計なͲのطଘデータの΄かɺಠ

ࣗに実ࢪするௐࠪを௨֤ͯ͡ʑの制度的༩݅実態を

把握しɺ「インセンティϒ」「コーディネーション」とい

͏ΩーϫーυͰҰ口にׅらΕ͕ͪͩͬた͜Εらの介

を؏௨するཧをɺ事実に基͖ͮな͕らよΓく୳ٻ

しɺ策ఏݴにͭな͛ͯい͖·すɻ

˗ϓϩδΣΫτϦʔμʔ
Ѩ部म人　Ұڮ大学経済研究ॴ・教त

˗ϝϯόʔ
Ҫਂཅܚ　ࢠጯٛक़大学経済学部・।教त… Ҵయࢠ　大ࡕ産業大学経済学部・ඇৗࢣߨۈ

上༗ࢠ　ֳ… Ճೲࢠ　ଂ大学経済学部・।教त

Ճೲོ　Ұڮ大学大学Ӄ経済学研究科・教त… Ԙ࿏ӻ࿕　Ұڮ大学大学Ӄ経済学研究科・教त

֎ڿ　౦༸大学経済学部・।教त… 口ࢠ　ૣҴా大学࣏経済学ज़Ӄ・教त

口ઍথ　Ұڮ大学経済研究ॴ・教त

　ؒظ˗
2015ʙ201�度

 

˗ϓϩδΣΫτϦʔμʔ
ਆྛཾ　Ұڮ大学経済研究ॴ・教त

˗ϝϯόʔ
上༗ࢠ　ֳ… 口ઍথ　Ұڮ大学経済研究ॴ・教त

…大学大学Ӄ経済学研究科・।教तڮඒ　Ұۄࣇ ২ਿҖҰ　Ұڮ大学経済研究ॴ・教त

༗本　Ұڮ大学経済研究ॴ・।教त… 大学社会科学研究ॴ・教तژ౦　࢙༗ాݰ

রࢁതژ　࢘大学経済研究ॴ・教त

ؒظ˗
201�ʙ201�度
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ઓલɾઓதɾઓޙʹΘͨΔظͷՈߦܭಈͷμΠφϛοΫεͱͦͷ੍ੳ
ʢՊֶڀݚඅิॿۚ　ج൫ڀݚʢAʣʣ

৽ͨͳϚΫϩྔܭϞσϧͷ構ஙͱେنσʔλΛ༻͍ͨࡁܦ༧ଌͷԠ༻
ʢՊֶڀݚඅิॿۚ　ج൫ڀݚʢAʣʣ

本研究Ͱɺ戦前のh 家経済ௐࠪ をɦパネルデータԽ

しͯ家経済のダイナミックなมԽをྺ࢙的なܹ動期の

ԼͰݕ証する と͜をୈҰの的としͯい·すɻ同࣌にɺ家

Ҏ֎のۈ࿑ऀ世ଳの家計データをデータϕースԽする

と͜によͬͯɺ戦間期のۈ࿑ऀの消費生活のมԽをରൺ͞

ͤる͜と的としͯい·すɻ業中৺の経済構から߭

業中৺の経済構にมԽしͯいく中Ͱɺ家計消費の

༰大͖くมԽし·したɻしかしɺ͜ Ε·Ͱ戦前期の家計に

ͭいͯɺ集計したマクロデータを用いた実証しか行わΕ

ͣɺ個ථを用いたミクロデータ分析΄とΜͲ行わΕ͖ͯ

·ͤΜͰしたɻ本研究Ͱɺそのよ͏なミクロ実証分析を

Մ能にするよ͏なデータϕースをܗ成しɺ経済の大ม動期

に家計の消費͕Ͳのよ͏にର応しɺそのෛのӨڹをࠀし

͖ͯたかを໌らかにし·すɻ

本研究Ͱɺ経済の構มԽɺ金融危機ࡂなͲの

大規模なショックɺඇ統的金融策なͲをྀߟした新

たなマクロ計量モデルの構築とそのਪ定๏の開発を行

い·すɻ·たɺै དྷのマクロデータに予測のサーϕイデー

タɺࢿ産価֨データɺҬ・産業別データɺւ֎のデータな

ͲをՃ͑た大規模データप期のҟなるデータを用いͯ

ਪ定するたΊの計量ख๏の開発行い·すɻその上Ͱɺ

マクロ経済予測に応用しɺ予測ਫ਼度͕վળするか実証分

析を行い·すɻ·たɺ金融・ࡒ策のޮՌの実証分析に

応用し·すɻ金融策に関しͯɺ日本ۜ行͕行͖ͬͯ

た量的・࣭ 的金融؇ɺインフレ標のઃ定ɺマイナス金

利ɺイールυ・Χーϒ・コントロールなͲのඇ統的金融

策にしɺマクロ経済にରするӨͩڹけͰなくɺ金融

市場のྲྀ動性に༩͑たӨڹなͲɺ෯く分析し·すɻ

˗ϓϩδΣΫτϦʔμʔ
ଜ行৳　Ұڮ大学経済研究ॴ・教त

˗ϝϯόʔ
໊・大学ڮम　Ұ౻ࡈ ༪教त… 大学経済研究ॴ・教तڮҰ　ਖ਼౻ࠤ

Ӊೆࢁ　Ұڮ大学経済研究ॴ・।教त… ؙ݈　Ұڮ大学経済研究ॴ・ࢣߨ

Ԭ࡚ೋ　౦ژ大学大学Ӄ経済学研究科・教त… Ӭ৳ࢠ　おの水ঁࢠ大学基װ研究Ӄ・教त

ॏ७ۄ࡛　ࢠ大学教ҭ学部・教त… 大ਖ਼ത　おの水ঁࢠ大学基װ研究Ӄ・।教त

ඌ関学　Ԭࢁ大学社会จԽ科学研究科・।教त… ཥलᚸ　߂前大学教ҭ学部・।教त

দాయࢠ　จ教大学教ҭ学部・ࢣߨ… ॲ基　౦ژ大学ਫ਼ີ学研究ॴ・ॿ教

ؒظ˗
201�ʙ201�度

 

˗ϓϩδΣΫτϦʔμʔ
部හ໌　Ұڮ大学経済研究ॴ・教त

˗ϝϯόʔ
大༟ߒ　౦ژ大学大学Ӄ経済学研究科・教त… Ԙ࿏ӻ࿕　Ұڮ大学大学Ӄ経済学研究科・教त

新୩元࢚　౦ژ大学ઌ科学ٕज़研究センター・教त… Ճೲོ　Ұڮ大学大学Ӄ経済学研究科・教त

ਞྃ　Ұڮ大学経済研究ॴ・।教त… 大学大学Ӄ経済学研究科・।教तڮ本༱ฏ　Ұࢁ

ؒظ˗
2017ʙ2019度
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本研究ɺࢀՃϝンόー͕ಛ別ਪਐ研究及び基൫

研究（"）のԼͰ͜Ε·Ͱ3ճ実ࢪし͖ͯた大規模パ

ネルௐࠪͰ͋る「くらしと仕事に関するパネルௐࠪ」

（-OS&'�… -oOHJtuEJOal… SurWeZ…oO… &mQloZmeOt… aOE…

'ertJlJtZ）のୈ4ճௐࠪを実ࢪするととにɺ同ௐࠪその

ଞ関࿈するパネルௐࠪからಘらΕる๛なཤྺ情報を活

用する と͜によΓɺग़産・ࢠҭͯの行動分析ɺ社会経済的

位のࢠ間ܧঝɺओ؍的ް生のม動要因ɺब業行動の動学

的ϝΧχζϜɺශࠔリスクの発生要因ɺҾୀ・介ޢのライフ

スタイル・݈ ɺ「くらしと仕事」に関するパネルڹへのӨ߁

分析を行いɺその݁Ռに基ͮいͯ社会的ް生の向上にͭ

な͕るޮՌ的な策ఏݴを行͏͜ とを的としͯい·すɻ

˗ϓϩδΣΫτϦʔμʔ
খԘོ࢜　Ұڮ大学経済研究ॴ・教त

˗ϝϯόʔ
Ҵ֞Ұ　国際ҩྍࢱ大学อ݈ҩྍ学部・教त… ӓҪܙඒࢠ　Ұڮ大学経済研究ॴ・।教त

金ࢠ能　Ұڮ大学経済研究ॴ・教त… ਆྛཾ　Ұڮ大学経済研究ॴ・教त

高ݑࢁ೭　ެӹஂࡒ๏人金シχアプラン総合研究機構・研究ओװ

ؒظ˗
2017ʙ2019度

 

Β͘͠ͱࣄʹؔ͢Δύωϧੳ
ʢՊֶڀݚඅิॿۚ　ج൫ڀݚʢAʣʣ
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τϥϯεɾϙδγϣφϧʢҐ置ӽڥʣͳέΠύϏϦςΟࢦඪͷ࡞ʹڞࡍࠃ͚ͨಉڀݚ
ʢ಄॥ΛՃ͢ΔઓུతڀݚࡍࠃωοτϫʔΫਪਐϓϩάϥϜʣʪ׆ಈใࠂʫ

IUUQ���XXX�JeS�IJU�V�Bc�KQ�CSBJOs�

ۙ͞Εͯいるケイパビリティ・アプローチとɺ
(%PなͲのҰ元的指標を越͑ͯɺ個ʑ人の多༷性
機会の不ࣗ༝͞なͲにしɺ策社会ঢ়態をධ価する
ํ๏Ͱすɻ本事業のओな的ɺ͜ のアプローチの༏Εた
ཧと実ફをͭւ֎のॾ機関と࿈ܞしɺその間をҠ動॥

する研究ऀを࣠としͭͭɺ؇かな研究ネットϫークを作
Γɺ分ࢄするを集ੵしな͕らɺトランス・ポジショナル（位
置越境的）なケイパビリティ指標を作成するたΊの的基
൫を構築する͜とに͋Γ·すɻ

本事業の活動ओに3छྨɺすなわͪɺ)%$"（人間
開発とケイパビリティに関する国際学会）学会のҰڮ
大学༠கを利用した活動ɺएख研究ऀのݣɺஶ໊研
究ऀのটᡈ・๚問なͲͰすɻ࠷大の成Ռɺケイパビリ
ティ・アプローチをΩイ֓೦としな͕らɺ世界֤の
大学・研究組織（プリンストンɺΦックスフΥーυɺ-S&ɺ
&)&SSɺフランクフルトɺケンϒリッジɺόーミンΨϜɺ
ϝΦɺژなͲ）を大͖くଋͶた点ɺそΕによΓɺ֤ 研究
組織͕ɺශࠔɺ不ฏ・֨ ࠩɺอ݈ҩྍɺ介ޢɺ࿑ಇɺো
なͲ͞·͟·なಛ定研究的のとͰฤΈग़し͖ͯ
たケイパビリティ指標の༰実ફྫを૬ޓにࢀরし
͋͏ɺ共同研究（ネットϫーク事業）のܗを実ݱした点
に͋Γ·すɻ

͞らにɺ本事業౦アジアॳの)%$"学会開࠵なͲ
の๛かな活動を௨ͯ͡ɺ経済学ཧのํ๏的組Έそ
Εࣗମを大͖く֦͛るܖ機をͭくΓɺそΕによͬͯɺ経
済学とଞの学問研究・策実ફとの͖わΊͯϢχーク
Ͱ༗ҙٛな共同研究への్を開͖·したɻ

۩ମ的にɺ本事業によΓएख研究ऀ5໊をւ֎の
࿈ܞ大学へ長期ݣしɺւ֎からの1�໊の研究ऀ
をडೖΕ·したɻ͜ ͏した人的ަྲྀɺྫ ͑&)&SSɺ
-S&ɺϝΦ大学なͲとのࠓ後の共同研究の基൫となͬ
ͯ実を݁ΜͰい·すɻ·たɺケイパビリティ・アプロー
チのߟҊऀͰ͋る"�…セン（ϊーϕル経済学ड）と
M�…ψスόϜ（ژड）のটᡈɺおよびマクロ経済
学への応用を೦಄に$�…シϜζ（ϊーϕル経済学ड
）のটᡈ͕本事業によΓ実ݱした͜と大͖な成Ռと
なͬͯい·すɻ

本事業͕ࢃいたछɺ事業ऴྃ後֬実にҭͬͯい
·すɻケイパビリティ・アプローチをΩイとするಛ定研

究組織の範ғ͕͞らに͕Γͭͭ͋るのΈならͣɺ国
際経済学会ɺ国際ҩྍ経済学なͲطଘの大規模学会の
中にセッション͕ෳ組·Εるよ͏になΓ·したɻ個人
を୯位とするڊ大な学会をͭくるのͰなくɺ୯Ұの
ཧࢥをීว的・൚用的にద用するのͰなくɺケ
イパビリティ・アプローチとい͏Ωイ֓೦のとͰɺಛ
定のҬɺಛ定の組織ɺಛ定の研究的との関࿈Ͱ୳
究͞Εた研究をΏるかにଋͶɺจ຺にしͯߟҊ͞Ε
た指標をޓいに学び合͏とい͏ɺ本事業の国際共同研
究の基本的コンセプトの༗ޮ性ɺࠓ後มわる͜と
͕ないͰしΐ͏ ɻ

˗ϓϩδΣΫτϦʔμʔ
後౻ྰࢠ　Ұڮ大学経済研究ॴ・教त

˗ϝϯόʔ
ླଜڵଠ　Ұڮ大学໊༪教त・ૣ Ҵా大学ӫ༪フェロー・日本学࢜Ӄ会員… ਆྛཾ　Ұڮ大学経済研究ॴ・教त

口ઍথ　Ұڮ大学経済研究ॴ・教त… 学研究科・教त大学大学Ӄށ多ल行　ਆت

Լߊ࠺ೋ　໋ཱؗ大学生໋科学部・教त… ポール・デϡϜシェル　໋ཱؗ大学大学Ӄઌ総合学ज़研究科・教त

দా྄ࡾ　໋ཱؗ大学産業社会学部・教त

ہࣄ˗
大学経済研究ॴ・研究員ڮҰ　ྛ܀

ؒظ˗
2014ʙ201�度

 

http://www.ier.hit-u.ac.jp/brains/Japanese/
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෦ڀݚཧܭɾ౷ࡁܦ
19世لのԤࢿ本ओٛ経済社会の生Ҏ߱ɺఇ国

ओٛと྆大戦を経ͯɺୈ2次世界大戦後のࢱ国家の
発లɺ70代Ҏ߱の新ࣗ༝ओٛの࣌代ʑɺࢿ本ओٛ
経済多༷にมԽし͖ͯ·したɻ͜ Εらのྺ࢙的経࿏
へのೝࣝを前ఏにɺ࣋ଓՄ能な経済社会システϜを構
するたΊにɺ本部門ҎԼの研究を行い·すɻリスク
ཧ策分析の基൫となる新たなミクロ・マクロ経
済・統計ཧの構築とɺその大規模・高ස度データに
基ͮく研究ɺ代ସ的経済システϜに関する規範的分析
制度ઃ計の経済ཧɺ経済システϜの	事実ղ໌的

ൺֱ分析ɺݱ代経済学をࠜ拠ͮける経済ࢥの࢙的ల
開のղ໌ɻ͜ Εらの՝題を௨ͯ͡経済・統計ཧ分析の
フロンティアを֦大・ਂ Խするׂを本部門୲ͬͯい
·すɻ

෦ڀݚଌܭࡁܦ
社会科学における実証研究のҙٛɺࣗ વ科学にお

ける実ݧにൺす͜と͕Ͱ͖·すɻ実証研究Ͱॏ要なの
ɺ長期間をΧόーする統計のඋと個ථデータの利
用Մ能性Ͱすɻ͜ のよ͏な問題ҙࣝから本部門ɺ֎
の研究ऀコミϡχティーに開かΕた経済研究ॴ附属社
会科学統計情報研究センターをӡӦしɺ日本とアジア
の長期経済統計ɺ産業・Ҭ統計ɺ生産性統計ɺをਪ
計・ެ 開すると同࣌にɺ総ল統計ہと࿈ܞしͯ統
計ミクロデータの利用境උをਐΊͯい·すɻ·た
ܼग़したੵデータを基൫としͯɺ応用計量経済学ɺ経
済統計ɺ量経済࢙ɺの研究をਐΊͯい·すɻ

ൺֱࡁܦɾੈ քڀݚࡁܦ෦
Ԥถ日本のྺ࢙的経ݧ開発్上国新ڵ市場

経済にࣔࠦを༩͑る͜と͕多くɺ·た開発్上国新
的աఔのཧ࢙ঢ়分析ઌਐॾ国のྺݱ市場経済のڵ
ղにͭな͕Γ·すɻそのよ͏なࢹ点からɺ本部門ൺֱ
経済学・ൺֱ制度分析・ൺֱ経済࢙ɺ開発経済学・経済
発లɺ新ڵ市場・Ҡ行経済・……Ҭ経済	ロシ
ア౦ԤɺアジアɺアフリΧ
とい͏ۙํ๏を用いた実
証的・ཧ的研究にऔΓ組ΜͰい·すɻ経済的前・
後の日本経済に関するྺ࢙的・実証的研究ɺݱ代
アジア・アフリΧॾ国中౦Ԥ・ロシアଞମ制Ҡ行ॾ国
に関する応用経済学的・制度的・ྺ 的研究ɺ開発と࢙
ශࠔの構に関する学際研究をओ要な՝題としͯい
·すɻ

෦ڀݚࡦࡁܦɾ੍ࡁܦ
経済制度・経済策研究部門ɺ市場システϜࡒ

ɺ金融ɺ社会อোなͲɺࢲたͪの経済行動日ৗ生活
に大͖なӨڹを及΅す͞·͟·な経済制度・経済策
の問題点をཧ的・実証的にղ໌するととにɺその
·しい͋Γํをݕ౼する͜とを的としͯい·すɻその
たΊにɺا業消費ऀの経済行動ɺޏ用システϜɺ金融
システϜɺ物価・金ࢿ産価֨の決定ϝΧχζϜɺ制
度・策のޮՌ分析なͲに関しͯɺ࠷ઌのཧ的研
究をਐΊる΄かɺ大規模データに基ͮく実証分析なͲ
応用経済学的研究をਐΊͯい·すɻ͜ Εらの研究の成
Ռを౿·͑ͯ策ఏݴをੵۃ的に行͏なͲɺ策指向
の研究をਐΊる͜と本研究部門のಛͰすɻܕ

৽ֶज़ྖҬڀݚ෦
新学ज़ྖҬ研究部門ɺۙ ະདྷの学問的ைྲྀのมԽ

にର応するたΊの「組織的スラック」としͯの機能をՌ
たすくઃ置͞Εたಛ別な研究部門Ͱ͋Γɺその໊͕
ࣔす௨Γɺଞの4大研究部門とҟなΓɺಛ定の୲研
究ྖҬ͕定ΊらΕͯい·ͤΜɻݱ在ɺ研究ॴの附属
研究ࢪઃͰ͋る「経済制度研究センター」ɺ「世代間問
題研究機構」ɺฒびに「経済社会リスク研究機構」͕ ܝ
͛る研究テーマの及をओな標としͯい·す͕ɺক
དྷの研究活動͜のݶΓͰ͋Γ·ͤΜɻ·たɺ同部門
ɺ客員研究部門をแしͯおΓɺ֎の༏लな研究ऀ
のडけࡼとしͯのׂ୲ͬͯい·すɻ

෦հ
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һհڭ
IUUQ���XXX�JeS�IJU�V�Bc�KQ�+BQBOese�GBcVMUZ�

2�1��݄ࡏݱ

Ѩ෦मਓ�A#&�/BPIJUPڭ���त੍ࡁܦ���ɾࡁܦڀݚࡦ෦

（1）homeTcaO…および֤छ個ථデータを用いた家計消費モデルの構パラϝターの

ਪ計

（2）家計ॴಘのม動要因およびその動的ϝΧχζϜのղ໌

（3）POSの大規模個別価֨データに基ͮく物価ม動ϝΧχζϜの分析

༗ຊ�A3*.050�:VUBLB���।ڭत���ൺֱࡁܦɾੈ քڀݚࡁܦ෦

（1）ۙ 代日本の開発経済࢙（開発経済学と経済࢙の融合）

（2）発ల్上経済の市場の機能不શとそのର策に関するཧ的・実証的分析

ॕഭಘ�*8A*4A,0�5PLVPڭ���त੍ࡁܦ���ɾࡁܦڀݚࡦ෦

（1）ファイナンスの実証分析

（2）日本のஷ・ࢿόランスと経ৗऩࢧのダイナミクスの分析

（3）日本の家計のஷ行動とポートフΥリΦ選択

*,Ұ�*8A4Aؠ�*cIJSPڭ���त���ൺֱࡁܦɾੈ քڀݚࡁܦ෦

（1）Ԥभ危機のچ社会ओٛ新ڵ市場へのӨڹに関する実証研究

（2）中౦Ԥ及びچι࿈ॾ国における市場経済Խ25࢙のମܥ的レビϡーとϝタ分析

（3）ロシアࣜג会社制度のミクロ実証分析

ୋ�86ڿޔ�)BSSZ�9JBPZJOH���ಛڭत

（1）中国経済成長のパフΥーマンスをධ価するデータϕースの構築とݕ࠶౼

ങ力ฏ価に基ͮく中国産業発లの国際ൺֱߪ（2）

（3）中国経済発లにおけるのׂとݯࢿ分

（4）1�00代後Ҏ߱の中国量経済࢙研究

http://www.ier.hit-u.ac.jp/Japanese/faculty/
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໊લ�/BNe���৬໊���ॴଐ෦
研究՝題

ӓҪܙඒ�646ࢠ*�&NJLP���।ڭत੍ࡁܦ���ɾࡁܦڀݚࡦ෦

（1）්のब業と家ఉにおける家事・ҭཱ྆ࣇにͭいͯの分析

（2）高ྸऀのब࿑ɺୀ৬行動にͭいͯの分析

（3）ถ国におけるɺ人छ間の金֨ࠩの分析

Ӊೆࢁ�6/A:A.A�5BLBsIJ���।ڭतܭࡁܦ���ଌڀݚ෦���ࣾձՊֶ౷ܭใݚ

ηϯλʔڀ

のղ໌産อ༗と消費行動の関ࢿ（1）

（2）݁ ࠗのҙࢥ決定の分析とগࢠԽର策のߟ

（3）家計関࿈統計の性࣭のղ໌

Ԭ෦ஐਓ�0,A#&�5PNPIJUP੍ࡁܦ���ࢣߨ���ɾࡁܦڀݚࡦ෦

（1）࣏経済的なࡒ策分析

（2）計量࣏経済学

২ਿҖҰ�6&46(*�*JcIJSPڭ���त੍ࡁܦ���ɾࡁܦڀݚࡦ෦

に関する分析業�金融機関との関ا（1）

（2）ି ग़市場への関༩のޮՌに関する分析

（3）不動産市場と経済との࿈関に関する分析

খԘོ0*(�04࢜�5BLBsIJڭ���त੍ࡁܦ���ɾࡁܦڀݚࡦ෦

（1）ެ 的金と高ྸऀब業の関に関する分析

（2）݈ の社会経済的決定要因に関する分析߁

（3）ओ؍的ް生の経済分析
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�5*,�,6304A࡚ࠇBLBsIJڭ���त���ൺֱࡁܦɾੈ քڀݚࡁܦ෦

։ࡁܦ ɾൃൃࡁܦలͷϛΫϩֶࡁܦతੳ

（1）్ 上国の家計データを用いたශࠔと੬ऑ性に関するミクロ計量分析

（2）インυɺパΩスタンɺόンάラデシϡにおける市場とコミϡχティの実証分析

（3）インυѥ大の業生産に関するྺ࢙的定量分析ɺなͲ

A/&,0,�ࢠۚ�:PsIJIJSPڭ���तֶ࢈���࿈ܞ���৽ֶज़ྖҬڀݚ෦���ੈؒ

ػڀݚ構

（1）社会อোシステϜと社会策（ιーシϟル・ポリシー）͕ 経済に及΅すӨڹに関す

る実証研究

（2）社会อোࡒとॴಘ࠶分策に関する国際ൺֱ研究

（3）োの社会経済的要因とোの͋る人ʑにରするࢱ策のޮՌに関する経済

分析

ਆྛཾ�,A.#A:A4)*�3ZPڭ���त੍ࡁܦ���ɾࡁܦڀݚࡦ෦

（1）1990から2000代にかけͯの日本のޏ用制度のมભにͭいͯの研究

（2）日本の৬業紹介ॴにおけるマッチンάのޮ性の実証研究

ଜ5*,�৳ߦA.63A�:VLJOPCVڭ���तܭࡁܦ���ଌڀݚ෦���ࣾձՊֶ౷ܭใݚ

ηϯλʔڀ

（1）ミクロ計量経済学：ެ 的統計・ຽ間統計のミクロデータを用いたɺ消費ɺ金ɺ݈

ɺ૬ଓなͲに関する分析߁

（2）金融ࡒ策：金融策の量的ධ価ɺ૬ଓ੫・ଃ༩੫の研究ɺԾ௨՟の研究

（3）経済࢙研究：࠴問題のྺ࢙的研究ɺۙ 世金融・ࡒ࢙ɺ家計を用いた

量経済࢙研究

Ӣ6.0,��,B[VIJSPڭ���त���ൺֱࡁܦɾੈ քڀݚࡁܦ෦

（1）ロシア・چι࿈の人口ॾ問題とジェンダーঢ়گ

（2）ロシア個別Ҭのݱঢ়とํࡒ制度

（3）ιビΤトॳ期業Խաఔにおける࿑ಇ力と産業ཱのมભに関する統計ཧと

分析

（4）ロシアを中৺とする$*Sॾ国間の࿑ಇ力Ҡ動
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�3(050)�ࢠྰ౻ޙeJLPڭ���तࡁܦ���ɾ౷ܭཧڀݚ෦

（1）要因࿈関と構分析を௨͡たケイパビリティ・アプローチのૢ作的定ࣜԽ�ް生

経済学の新たな情報的基礎�

（2）アローɺロールζɺセンのཧ的・ํ ๏的組Έのݕ࠶౼を௨͡た規範的経済学

の構築

（3）実࣭的ࣗ༝ɺࠩ ҟのฏそしͯެ共的૬ޓ性にとͮくࢱ国家の࠶構

�4A50ਖ਼౻ࠤ�.BsBIJSPڭ���तܭࡁܦ���ଌڀݚ෦���ࣾձՊֶ౷ܭใڀݚηϯ

λʔ

（1）統計ௐࠪ制度࢙：ӳ国ɺ日本およびچ日本২ຽを中৺とした統計ௐࠪ制度のల

開աఔとۙ代国家による社会統合の研究ɺおよび統計ࢿྉಛ性のղ໌

（2）日本ۙ代社会࢙：ۙ 代ԽのաఔͰ日本͕ԤからҠ২したॾ制度の日本社会に

おけるड༰࢙の研究

നਗ਼ඒ�4)*3A,A8A�,JZPNJ���।ڭतܭࡁܦ���ଌڀݚ෦

ड़統計に基ͮく合成データの作成ه（1）

（2）センシティϒルール作成のたΊの実証分析

（3）άラフモデルに基ͮくಗ໊データ作成のたΊの多֊ղ析

（4）組合ͤ࠷దԽによるパターンの実証分析

（5）҉߸ԽシステϜによる統計ղ析

ශ国における市Խの実証分析࠷（�）

ਞ内ྃ�+*//A*�3ZP���।ڭतࡁܦ���ɾ౷ܭཧڀݚ෦

（1）経済成長ཧとؾܠ॥ཧを統合したモデルの開発

（2）世界同࣌大不گの要因分ղ

（3）金融市場のショック͕ࢿ産価֨に༩͑るӨڹの研究

産価֨όϒルと経済成長の関ࢿ（4）

ླ通༤�46;6,*�.JcIJP���ಛ।ڭत���৽ֶज़ྖҬڀݚ෦

（1）事業ॴ間の生産ٕज़のҟ࣭性と生産性成長に関する実証分析

（2）家計ஷとॴಘ・消費֨ࠩのਪҠにͭいͯの研究
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ଟࣛஐ�5࠸A+*,A�5PNPZBࡁܦ���ࢣߨ���ɾ౷ܭཧڀݚ෦

（1）組織におけるӅณの発生要因に関するཧ研究

（2）ઐ門家のҙݟද໌に関するཧ研究

（3）Ұ༷価֨Φークションの戦ུ的ૢ作Մ能性にͭいͯの研究

ཹ�54636߁�5sVZPsIJڭ���तࡁܦ���ɾ౷ܭཧڀݚ෦

（1）インセンティϒ・ϝΧχζϜとそのมԽの分析：ࣗ 動ंൢച会社の人事データに

基ͮくɺ業څ制度と個人の生産性に関する日本とถの分析

（2）౦アジアにおける開発と人ࡐマネジϝント：ฉ͖औΓௐࠪとアンケートௐࠪ

に基ͮく日本・ؖ 国・中国ا業のൺֱ分析

෦ਖ਼७�)A5503*�.BsB[VNJڭ���तֶ࢈���࿈ܞ���৽ֶज़ྖҬڀݚ෦���ੈؒػڀݚ構

（1）Χόー͖金利ฏ価不成ཱのݪ因に関する研究

（2）Ϙラティリティー・リスクプレミアϜの国際的スϐルΦーόーに関する研究

（3）新ڵ国におけるάローόル金融市場境と国ۜ行システϜの࿈関に関する分析

（4）本のインフレ期ܗ成に関する研究

（5）金融策スタンスとイールυΧーϒのܗঢ়に関する研究

（�）中ԝۜ行のインフレ・フΥーΩϟスト͕ຽ間のインフレ・フΥーΩϟストに༩͑る

Өڹに関する研究

ਂඌ6'�࢘ژ,A0�,ZPKJڭ���तܭࡁܦ���ଌڀݚ෦

（1）日本産業生産性データϕース（+*P）のਪ計

（2）サービス産業の生産性：計測と向上策

（3）生産性動学とޏ用ग़

（4）άローόル・όリϡー・チェーンとࣝࢿ本ೖ

（5）アジア長期経済統計のਪ計

（�）日本のҬ間経済֨ ：ࠩ1�00ʵ2010

ϙʔϧ�ιʔϛοΫ�1A6-�4BVNJL���।ڭत���ൺֱࡁܦɾੈ քڀݚࡁܦ෦

（1）*OeRualJtZ…aOE…Ttructural…traOTformatJoO

（2）"HrarJaO…reformT…aOE…ecoOomJc…hJTtorZ…of…*OEJa

（3）(eOeral…eRuJlJCrJum…effectT…of…mJHratJoO
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അۍۍ�.A�9JOYJO���।ڭत���ൺֱࡁܦɾੈ քڀݚࡁܦ෦

（1）ମ制Ҡ行と中国におけるॴಘ֨ࠩに関する実証研究

（2）社会อো制度のվֵ͕高ྸԽ社会に༩͑るӨڹ：日中ൺֱ

（3）ମ制Ҡ行と中国における࿑ಇ市場の分அԽに関する実証研究

૿ాҰീ�.A46%A�,B[VZBࢣߨ������ൺֱࡁܦɾੈ քڀݚࡁܦ෦

（1）ॴಘ国におけるॳ・中教ҭී及のඇ金મ的なऩӹ（݈߁ɺग़産行動ग़生

ɺリスク行動ɺ࣏へのࢀՃなͲ）に関するミクロ計量経済学を用いた実証研究

（2）్ 上国におけるҩྍサービスڅڙ量の֦大͕ɺҩྍサービスの利用ස度と人的

の実証分析ڹ本のੵにたらたすӨࢿ

（3）アフリΧにおけるೕ༮ࣇ期のඍ量ӫཆૉ不とຫ性的࣬ױへのጶױ・ମ的発

ҭ・ೝ機能の発ୡに関する実証研究

ؙ݈�.A36�5BLesIJܭࡁܦ���ࢣߨ���ଌڀݚ෦

（1）戦間期日本における家の消費ࢧग़

（2）シリアຽのྲྀೖ͕トルコの࿑ಇ市場に及΅すӨڹ

（3）シリアຽのྲྀೖ͕υイπのઌॅトルコҠॅऀコミϡχティーに及΅すӨڹ

ޱઍথ�.03*(6$)*�$IJBLJڭ���त���ൺֱࡁܦɾੈ քڀݚࡁܦ෦

（1）日ถにおける人事制度のྺ࢙的発లのൺֱ制度分析

（2）日本におけるॴಘの不ฏの長期的มભの実証分析

（3）ۙ 世の日本と中国におけるࡒと統࣏のྺ࢙ൺֱ制度分析

（4）日本ɺถ国ɺؖ 国におけるཆࢠ制度とࣇಐࢱの発లの実証分析

（5）ถ国における実ࢠ・ཆࢠܧ・ࢠの人的ࢿ本ܗ成の実証分析

（�）日ถにおける৯ྉ価֨と݈ࠩ֨߁のൺֱ分析

෦හ໌�8A5A/A#&�5PsIJBLJڭ���तࡁܦ���ɾ౷ܭཧڀݚ෦

産価֨の高ස度データを用いたϘラティリティのਪ定とリスクཧへの応用ࢿ（1）

（2）%S(&モデルɺ࣌มV"3モデルɺマルコフスイッチンάモデルɺマクロ計量モデ

ルのվྑとM$M$を用いたϕイζਪ定๏の開発
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ࣾձՊֶ౷ܭใڀݚηϯλʔ
IUUQ���ScJsss�JeS�IJU�V�Bc�KQ�

�ɽઃ置目త

Ұڮ大学経済研究ॴ附属社会科学統計情報研究セ

ンターɺ社会科学統計に関する情報をऩ集・උしɺ

学ज़研究ऀにくఏڙする͜とによΓɺ日本経済を中৺

とする人จ・社会科学研究の向上にد༩する͜とを

的としͯい·すɻ19�4に人จ社会科学のશ国共同利

用ࢪઃとしͯ経済研究ॴに附ઃ͞Εた「日本経済統計

จݙセンター」͕ 本センターのग़発点Ͱす͕ɺその後の

֦ॆվ組によΓɺ「日本経済統計情報センター」を経ͯɺ

2002にݱ在の「社会科学統計情報研究センター」と

なΓ·したɻ

�ɽڀݚॴͱηϯλʔ

本センターにݱ在ɺ5໊のઐ教員（教त2ɺ।教त

2ɺॿ教1）͕ ॴ属しͯ研究を行なͬͯい·すɻ研究ॴ本

ମに「研究部」としͯ5ͭの研究部門͕͋Γ·す͕ɺ本

センターの教員ɺશ員͕経済計測研究部門にॴ属し

ͯ研究活動を行ͬͯい·すɻ

本センター·たɺ4໊のઐ事スタッフと多くの

ඇৗۈ事スタッフを௨ͯ͡ɺ研究ॴの研究活動への

֤छࢧԉサービスఏڙしͯい·すɻઃ置的શ国

の研究ऀへの統計情報のఏڙͰす͕ɺ研究ॴ教員の研

究にඞ要なࢿྉをऩ集・ఏڙするとい͏ҙຯͰɺ研究

ॴにܽかͤない研究ࢧԉମ制のҰ部Ͱ͋るのͰすɻ

͜の機能ɺ大ܕ研究プロジェクトを௨༷ͯ͡ʑな統計

在ɺॏݱྉデータϕースのੵ͕Ճ͞Εͯいるࢿ

要性͕૿しͯい·すɻ

�ɽࡏݱͷ׆ಈ

日本経済および社会科学統計を中৺としたࢿྉのऩ

集・ཧ間அなくଓけらΕͯおΓɺ201�度のॴ

ଂਤॻࢿྉ総201タイトࢽࡶଓडೖܧɺ�01

ル総1�3ࢽとなͬͯい·すɻ͜ Εらのࢿྉɺ附属

ਤॻؗのΦンライン国ཱ情報学研究ॴの$J/JJ…

#ookT…によΓࡧݕՄ能ͰɺӾཡจݙෳࣸɺレファレン

ス業なͲを௨ͯ͡ɺશ国の研究ऀにく利用͞Εͯ

い·すɻ

201�度のӾཡऀ�47人（�学֎ऀ147人）ɺӾ

ཡ3ෳࣸݙɺレファレンスड݅34݅ɺจ371

ड݅1�0݅となͬͯい·すɻ

本センターɺ2002の֦ॆվ組によͬͯɺ統

計ミクロデータの研究ऀへのࢼ行的ఏڙの୲いखとい

͏新たな位置ͮけをͭ࣋よ͏になΓ·したɻۙ ɺ社会

科学分の統計データにରするध要͕マクロデータか

らミクロデータにҠ͖ͬͯͯいる͜とからɺ総ল統計

力のԼͰɺ統計のミクロデーڠ統計ௐࠪ部とのہ

タをࢼ行的にఏڙするの͕͜のシステϜͰすɻՃ͑ͯɺ

ௐࠪ実ࢪ部ہͰ作成しͯいない統計の͏ͪɺ研究の

点からॏ要Ͱ͋る統計にͭいͯಠࣗに集計を行いɺࢹ

その݁Ռをެදする事業開࢝しͯい·すɻ統計

ミクロデータを用いた研究活動にͭいͯɺ本要ཡの

4�社会へのݙߩ「ミクロデータ分析」のϖージࢀরئ

い·すɻ

ଞํɺ͜ Ε·Ͱ統とし͖ͯたྺ࢙データマクロ

データ関࿈の研究活動ɺ͜ Ε·ͰҎ上に力をೖΕͯ

い·すɻྺ 統計としͯ高いධ価をಘͯいるh࢙ 長期経済

統計（ɦશ14ר）のデータϕースɺ本センターのϗー

ϜϖージからアクセスͰ͖·すɻ新たな事業としͯɺ後

ड़の戦前の家経済ௐࠪ個ථのデータϕースԽを集

中的に行なͬͯい·すɻ

·たɺ本センターの活動にͬͯ行なわΕた統計情

報に関するௐࠪ統計データのඋ・開発の成Ռɺॴ

ଂコレクションの統計ࢿྉシリーζとしͯץ行

しͯい·すɻ

ⴼ׆ڀݚ�ಈ

http://rcisss.ier.hit-u.ac.jp/
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�ɽ౷ܭϛΫϩσʔλͷߦࢼతఏڙͷධՁ

本センターɺ（ࡒ）日本統計ڠ会の200�度統計活

動ྭにଓいͯɺ20079݄に日本統計学会からୈ

3ճ統計活動をडし·したɻ「学ज़研究のたΊの

統計ミクロデータのࢼ行的ఏڙ活動」͕ ධ価͞Εた

のͰすɻ

ୈ3ճ統計活動のडཧ༝ɺ「日本Ͱ統計ௐࠪ

そのの国際的水準にୡしͯいたにかかわらͣɺ

ミクロ統計データの活用においͯԤถにΕをとͬ

͖ͯたɻࠓճडରの活動ɺ͜ Ε·Ͱ利用に多くの

制ݶの͋ͬた統計のミクロ統計データをɺಗ໊Խ

標本データとい͏ࣜܗͰɺ実証分析研究ऀに利用する

機会をく༩͑るのͰ͋るɻ͜ のよ͏なݙߩɺ実証

的統計研究のたΊの活動基൫を国際的水準にҾ͖上

͛る͜と͕期͞Εるととにɺ20075݄の統計๏の

վਖ਼をਪਐする上Ͱ大͖なׂをՌたしͯおΓɺ組

織による活動としͯݦজするに૬応しいのͰ͋るɻ」

となͬͯい·すɻ

͜のよ͏な高いධ価をडけたࢼ行的ఏڙを本セン

ター͕୲͏͜とになͬたഎܠにɺ統計ミクロデー

タを用いた大ܕ共同研究プロジェクト͕本センターͰ

らΕ·すɻྫ͛ڍΕ͖ͯた͜と͕͞ࢪଓ的に実ܧ ͑

199�に科研費ಛ定ྖҬ研究のަをडけͯ開࢝し

たプロジェクトɺ5লிの33に及Ϳ指定統計に関しͯ

「的֎用」のঝೝをडけͯ行ͬたɺ大規模Ͱը期

的なのͰしたɻ

�ɽಠཱߦ๏ਓ౷ܭηϯλʔͱͷ࿈ڠܞఆ

20094݄の新しい統計๏のࢪ行にいɺಗ໊デー

タ（前ड़のಗ໊Խ標本データ）͕ ਖ਼ࣜに֤লிから

ఏ͞ڙΕる͜とになͬた͜とからɺ総ল統計ہのఏڙ

૭口Ͱ͋るಠཱ行๏人統計センター（ҎԼ統計セン

ターとݺͿ）と20093݄に࿈ڠܞ定を݁びɺ統計セン

ターのサテライト機関としͯఏڙ૭口業を2009�

݄から開࢝し·したɻ·た人事ަྲྀとしͯઐ教員2໊

を統計センターよΓडけೖΕͯい·すɻ201012݄に

ɺ統計センターからɺҰڮ大学খฏ国際Ωϟンパス

のୈҰプロジェクトࣨをΦンサイトࢪઃとしͯೝ証をಘ

·したɻ͜ のΦンサイトࢪઃɺಗ໊データͰ分析Ͱ

͖ないௐࠪථ情報を用いたৄࡉな分析を行͏たΊのɺ

֎部に情報͕࿙Εないよ͏に高度な情報҆શ性をඋ͑

たࢪઃͰすɻ͜ のࢪઃɺ学のΈならͣ学֎の研究

ऀに開์͞ΕͯおΓ·すɻ

͞らにɺ20171݄から総ল͕ਪਐしͯいるΦンサ

イトࢪઃのࢼ行ӡ用を統計センターと࿈ڠܞ力しな͕

ら開࢝し·したɻ·たɺΦフサイトࢪઃからのଓをՄ

能とするたΊɺ҉߸Խによる計ࢉシステϜの研究を行ͬ

ͯおΓ·すɻ

�ɽઓલͷՈࡁܦௐࠪݸථͷσʔλϕʔεԽ

在ɺ本センターͰ力をೖΕͯਪਐしͯいる事業にɺݱ

家経済ௐࠪ個ථのデータϕースԽ͕͋Γ·すɻژ

大学に戦前の家経済ௐࠪのهೖ済Έௐࠪථ（個

ථ）͕ 大に͞Εͯい·す͕ɺミクロ統計データとし

ͯ͜Ε·Ͱ͋·Γ利用͞Ε͖ͯ·ͤΜͰしたɻ

そ͜Ͱ本センターͰɺ͜ Εらのهೖ済Έௐࠪථを

マイクロフィルϜԽしͯऩ集しɺデータϕースԽする作

業をଓけͯい·すɻ͜ Ε·Ͱにɺશಓݝのマイクロ

フィルϜࡱӨ͕ྃしͯおΓɺݱ在ɺ1931（ত�）

から1941（ত1�）·Ͱの個ථを中৺にデータϕー

スԽ作業をਐΊͯい·すɻ2013度࣌点Ͱデー

タೖ力作業͕ྃしɺ৹ࠪཧ作業とデータϕースฤ

成にணखしͯい·すɻଞの個ථにͭいͯɺマイクロ

フィルϜࡱӨ済ΈࢿྉのデータϕースԽをॱ次お͜な

͏予定Ͱすɻ

͜Εらのௐࠪථにɺ֤ 家の業経Ӧঢ়گ消

費ɺࢿ産ɺ࿑ಇ࣌間なͲのৄࡉな情報ؚ͕·Εͯい·

すɻ日本͕·ͩ発ల్上に͋ͬた࣌期のৄࡉなミクロ

データ͕利用Մ能になΕɺ日本の経済࢙とい͏؍点

からɺ経済発లの実証分析とい͏؍点からڵຯਂ

い研究͕Մ能になΓ·すɻそのたΊにݱ在ɺデータϕー

スԽとい͏ಓな作業をଓけͯいるのͰすɻ
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ηϯλʔڀݚ੍ࡁܦ
IUUQ���ceJ�JeS�IJU�V�Bc�KQ�

�ɽઃ置目తͱ֓گ

経済制度研究センター（$&*）ɺ20004݄にɺ経済

制度ɺಛに日本およびアジアॾ国の経済制度の基礎研

究をମܥ的に行͏͜ととɺその研究のたΊの国際的ネッ

トϫークの中৺となる͜とを的としͯɺҰڮ大学経済

研究ॴの附属ࢪઃとしͯઃ置͞Ε·したɻॳの研究

テーマɺ「日本およびアジアの金融システϜとコーポ

レート・Ψόナンス」にઃ定͞Ε·したɻ͜ のテーマのԼ

に$&*Ͱɺ金融ཧɺ新しい経済制度ཧおよび経済

発లの点においͯ研究をਐΊɺे 分な研究成Ռを

ಘͯɺ2005�0�度をͬͯ࠷ॳのஈ֊をऴ͑·したɻ

代わͬͯ200�4݄からɺ「౦アジアا業のパフΥー

マンスൺֱ」ɺňファミリーا業研究」ɺそしͯ200�4݄

から「ا業・産業のダイナミクスの実証研究」の3ͭの

テーマをઃ定しɺ研究をਐΊ͖ͯ·したɻ$&*ɺ日本お

よびアジアのコーポレート・Ψόナンスɺا業システϜ

のデータϕースの構築උおよび生産性の計測を行な

͏ととにɺ研究ネットϫークを構築し͖ͯ·したɻ$&*

の研究活動͕ॳの10間をऴ͑た20104݄ɺ͜ Ε

·Ͱの研究テーマにՃ͑ͯɺ「アジア・アフリΧॴಘ国

における経済発లと制度」とい͏ॏ点研究テーマを新

たなபにՃ͑·したɻ͜ の研究テーマɺ2010ʙ14

度に実͞ࢪΕた科学研究費（基൫S）プロジェクト「్上

国におけるශݮࠔと制度・市場・…策�ൺֱ経済発ల

のࢼΈ（P3*M$&%）」とਂくリンクし·したɻ

201�4݄ɺ「新ڵ国における経済システϜのൺֱ制

度分析」をओ要研究テーマにਾ͑る͜ととなΓ·したɻ

新ڵ国の成長աఔɺ経済規模の決定に人口規模͕大

͖なӨڹを༩͑る࣌代の࠶དྷをࣔࠦし·すɻ人口規模

͕経済規模と݁するܗͰۙその発ల͕͞Εる

よ͏になͬͯいるロシア・中国・インυɺそしͯೆアジ

ア・アフリΧॾ国の新ڵ国の統合的なཧղのたΊに

ɺݕ౼ର国経済の市場構とɺそΕを͑ࢧる制度

組織をよΓਖ਼֬に把握する͜と͕ඞ要Ͱ͋るとい͏ೝࣝ

に基ͮくのͰすɻ

同࣌に$&*Ͱɺ研究のܧଓ性ॏࢹしͯおΓɺ「日本

およびアジアの金融システϜ・ا業システϜ」に関する

研究としͯɺ力をೖΕͯおΓ·すɻ͜ の྆ऀを融合しͯɺ

経済制度と長期経済発లに関する基礎研究をମܥ的に

行͏͜とを指しͯい·すɻ

�ɽओཁڀݚςʔϚ

ʪ新ڵ国における経済システϜのൺֱ制度分析ʫ

Ұ口に新ڵ国といͬͯɺその経済発ల度・制度ઃ計

༷ʑͰ͋Γɺະͩ૬ର的にॴಘ水準のいҬ͕ଘ

在し·すɻよΓ範な制度・組織の把握のたΊにɺそ

の情に౿ΈࠐΜͩௐࠪ研究をܽかす͜とग़དྷ·ͤ

Μɻそしͯॴಘ水準のい新ڵ国におけるݱঢ়をଧഁ

するたΊにɺదにઃ計͞Εた開発策をண実に実

行する͜と͕不ՄܽとなΓ·すɻしかしな͕らロシア

中国の͞Εる新ڵ国の͏ͪかͭͯ社会ओٛ経済

国Ͱ͋ͬた国ʑͰɺ情報の֫ಘՄ能性͕制度的・๏

的に制͞ݶΕる場合͕͋Γ·すɻそ͏したҬをରと

する分析Ͱɺެ 的統計Ͱ͋·Γに情報の͕ܽ

大͖くɺಠࣗデータの利用͕ඞਢの݅となるɻそしͯ

·たɺ新ڵ国としͯ͞Εる国Ͱ͋ͬͯɺインυ・

౦ೆアジア・アフリΧॾ国といͬたҬͰɺݱެ的

統計ऩ集機関の情報ัଊ能力に問題͕ແいと͑ݴ

·ͤΜɻ

そ͜Ͱ本プロジェクトɺ（1）ಠࣗの家計ௐࠪに基

ͮく新たなデータを構築すると共にそΕとฒ行しͯྺ

ओڀݚ˗

Ӣ　Ұڮ大学経済研究ॴ・教त
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（2）�ྉのඋをすすΊるࢿ࢙͜ Εらのデータを用いͯ

国においڵ的発ల経Ңを౿·͑た分析を行いɺ新࢙ྺ

ͯそΕͧΕの経済社会制度͕࠾択͞Ε͖ͯたཧ༝

その֎生的݅のݕ౼を実ࢪする�（3）͜ のよ͏な実証

分析をɺෳ࣌点・ෳ国に関しͯ統Ұ的な分析組

Έのとに実ࢪしɺそΕらをൺֱする͜とによΓɺ新ڵ

国そΕͧΕのಛҟ性ɺ͋ るい֤国ԣஅ的に共௨する

要因のநग़をਤるɺとい͏ۙを行い·すɻ

�ɽࡍࠃతωοτϫʔΫ

͜Ε·Ͱの$&*の研究成Ռɺ多くのॻ੶ɺจɺϫー

Ωンά・ϖーパーのץ行とɺ世界レϕルに·Ͱ֦大した

ネットϫークの構築ɺそしͯ日本およびアジアا業のಠ

ࣗのデータϕース構築とい͏ܗͰੵ͞Εͯい·すɻ͜

Εらを௨ͯ͡ɺ֎における研究ऀコミϡχティの共同

研究拠点・ϋϒとしͯ機能し発లする͜とを指しͯい

·すɻ

ネットϫークとい͏点Ͱɺ国際会ٞɺϫークショッ

プɺセミナー研究ऀটᡈプロάラϜを௨ͯ͡ɺ経済発

లにおける制度のׂ消費ऀ行動・金融・ا業シス

テϜに関する研究ऀとの国際的ネットϫークの֦ுに

力をೖΕͯい·すɻ2014ʙ1�度の3間Ͱɺ$&*…セ

ミナー͕77ճ開͞࠵Ε·したɻ同期間の֎国人客員の

টᡈをݟるとɺ6OJWerTJtZ… of… 2ueeOTlaOEɺ/atJoOal…

6OJWerTJtZ… of… SJOHaQoreɺ6OJWerTJtZ… of… "EelaJEeɺ

中国社会科学Ӄ経済研究ॴなͲから1�໊の客員ファ

ΧルティーをडけೖΕɺ共同研究をਐΊ·したɻओな

国際会ٞとしͯɺ科学研究費基൫（S）との共࠵によ

る… lPoWertZ… 3eEuctJoO… *OTtJtutJoOT…MarketT… aOE…

PolJcJeT… JO… %eWeloQJOH… $ouOtrJeTz会 （ٞ20151

݄）ɺҰڮ大学共同利用・共同研究拠点との共࠵Ͱ国際

会ٞl'roOtJer… of… TraOTJtJoO… &coOomJcTz（20172

݄）を開࠵し·したɻ͜ Εらの国際会ٞにɺ֘分

のୈҰઢͰ活༂する国֎の研究ऀ͕多集·Γɺ࣭

の高いٞを行͏͜と͕Ͱ͖·したɻ

ຊセンター
ʢ研究所ซʣ

研究所ڭत会

研究所ࣄ

センターӡӦٞڠ会

センターओ

$&*フΝカルςィー・ϝンバー

݉୲・݉ڭһ

֎国ਓ٬һフΝカルςィー

ඇৗۈ研究һ

研究ネットワーク 大学ژ
౦Ԥೆ౦Ԥ研究所
ϩγア科学アカσϛー
த国社会科学院
ιル大学
ォーリック大学
オーストラリア国立大学
ϩンドン大学౦༸アフリカ学院

早稲田大学
オックスフォード大学
ίϩンϏア大学
ຊ大学
ຊ経済研究センター
アδア経済研究所
アδア開発ۜߦ
ੈքۜߦ

ͦͷଞ

構図　本センターの機構ҎԼのよ͏になͬͯػ い·す
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ੈؒػڀݚ構
IUUQ���cJs�JeS�IJU�V�Bc�KQ�

�ɽઃ置目త

世代間問題研究機構ɺ20074݄にɺҰڮ大学経

済研究ॴに新たにઃ置͞Εた組織Ͱすɻ

ۙɺ֎Ͱۓ٤の՝題となͬͯいる金・ҩ ・ྍ介

用の世代間問題ɺ経済学的分析をඞ要とすޏ・ޢ

る部分͕かなΓ多くなͬͯい·すɻそ͜Ͱɺ世代間問題

をओとしͯ経済学のཱ場からߟするたΊに世代間問

題研究機構をઃ置し·したɻその的ɺ世代間問題を

แׅ的かͭମܥ的にղ໌しɺ問題ࠀのたΊの۩ମ的

ํ策をఏݴする͜とに͋Γ·すɻ

その際ɺ֎の࿈ܞ機関からܧଓ的に期͖教員

をडけいΕɺ研究にඞ要となるコストをシェアしな͕

らɺҰମとなͬͯ研究をਪਐする͜とにしͯい·すɻす

なわͪɺ国境を越͑ɺຽ学の֞ࠜを越͑た࿈ܞ融合

によΓɺ世界࠷ઌの研究をਪਐした上Ͱɺその研究成

Ռを策ཱҊのݱ場に݁ͤ͞ɺॎׂΓのฐをଧഁす

る新な策をఏݴし·すɻそしͯɺそのよ͏な活動を

௨ͯ͡ɺ世代間問題に関する中֩的な世界Ұڃの研究

拠点をܗ成・ҡ࣋する͜とを標とし·すɻ

�ɽܭۀࣄը

世代間問題にかかわる֎の研究ऀネットϫーク

データを֘研究機構のイχシアティϒのԼͰ構築

しɺそのҡ࣋・֦ 大をਤΓ·すɻその中ͰɺҎԼにࣔす۩

ମ的な事業ల開にଈしͯ研究をਪਐし·すɻそしͯɺ研

究成Ռをஞ次ɺ学ज़ઐ門ࢽに発දするととにɺ国際会

ٞをਵ࣌開࠵しɺ成Ռを世界に向けͯ発৴し·すɻ

ʦ中期標期間における事業ల開ʧ

ௐの金・ҩྍ制度ઃ計およڠଓՄ能な世代間࣋…˓

びその策への応用

˓…日本におけるޏ用の世代間問題に関する量分析

および世代間ڠௐのޏ用システϜఏݴ

˓…世代間ॴಘ֨ࠩの実態ղ໌および֨ࠩղ消策の

策定

˓…The…+aQaOeTe…-oOHJtuEJOal…SurWeZ…oO

&mQloZmeOt…aOE…'ertJlJtZ…（-OS&'）…の実ࢪとެ

開準උ

�ɽ৫

世代間問題研究機構にɺ機構長のԼに2ͭの研究

部門͕置かΕͯい·すɻݱ在の機構長ɺখԘོ࢜教

तͰす（期ฏ成2�5݄1日よΓ2間）ɻ

ߏػ

理論・ྔܭ研究෦

応用・政策研究෦

・ۚΛΊ͙Δੈؒͷ分析
・গࢠԽʹؔ͢Δ経済理論త研究
・ੈؒͷ公平ੑʹ͢ףΔ研究
医療ʹؔ͢Δੈؒͷ分析・߁݈・

・ۚ・ැॿ・੫੍ͷ一ݩԽʹؔ͢Δ研究
・社会อোʹ͓͚Δۀاͷׂͷ研究
・ۚ・医療・հޢ等ͷ࣋ଓՄੑͷ分析
・࿑ಇࢢͷೋۃԽΛΊ͙Δ研究
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ੈؒ研究ߏػͷઃஔͱӡӦ
ʕ֎研究ؔػ等ͱͷ࿈ܞ༥߹ʹΑΔੈք࠷ઌ研究ڌͷܗʕ

国
̍ɽ一橋大学ͷڭҭ研究ؔػ
˔学研究科 ˔経済学研究科
˔๏学研究科 ˔社会学研究科
社会研究科ޠݴ˔
˔国際ۀاઓུ研究科
˔国際・公共政策大学院

�ɽ国ͷؔ࿈研究ؔػ
˔᷂ຊ૯߹研究所
˔૯߹研究開発ߏػʢ/*3"ʣ
˔医療科学研究所
˔౦ஂࡒژ
˔χッセΠ基礎研究所

֎国
�ɽ国際ؔػ
˔ੈքۜߦʗ*.'
˔0&$%ʗ&6
˔*-0ʗ*44"
˔"%# ͳͲ

�ɽԤถͷ研究ؔػ
˔/#&3ʢશถ経済研究所ʣ
˔*;"ʢϘンɺಠʣ
˔*GPʢϛュンϔンɺಠʣ
˔スΣーσンʢ社会อݥிۚௐࠪ෦ʣ
˔ϩンドン大学ʢӳʣͳͲ

�ɽアδアɺオセアχアͷ研究ؔػ
˔ؖ国,%*
˔ژ大学・த国経済研究センター
˔্ւ・த国社会科学院
˔国立大学
˔$14ʢχューサスΣールζ大学ɺ߽ʣ
˔γンΨϙール国立大学
˔オークランド大学 ͳͲ

ハードίアͷ
࿈ܞ༰

理論ͱ政策ͷ॥ܗ
• 理論త・ྔܭత研究ՌΛ政
策ͷاը・立Ҋʹ݁ͤ͞Δ

• 政策χーζʹଈ応ͨ͠理論
త・ྔܭత研究ͷਪਐ

交ྲྀࣄͱ学ͷਓ
学共同ͷ研究ਪਐ
研究අͷ分୲

国֤研究ؔػͱͷ
࿈ܞ༰

学際త研究ͷਪਐ
ຽͱ学ͷਓࣄ交ྲྀ
学共同ͷ研究ਪਐ࢈
研究Ռͷ実用Խ
研究අͷ分୲

֎国ͷ֤研究ؔػͱͷ
࿈ܞ༰

ॾ֎国ͷ経ݧͱ܇ڭͷ共༗
ੈքʹ通用͢Δීวతݟͷಋग़
ੈք࠷高ͷ研究ਫ४֬อ
共同研究・共同ௐࠪͷ実ࢪ
国際会ٞͷ開࠵
研究අͷ分୲

ハードίア

国ͷ政ܥ研究ؔػ等

૯߹政策研究所ࡒ・লࡒ˔
˔経済ۀ࢈ল・経済ۀ࢈研究所
˔ֳ・経済社会૯߹研究所
˔ްੜ࿑ಇল
・国立社会อো・ਓޱ研究所
・࿑ಇ政策研究・研मߏػ
˔ຊۜߦ・ۚ༥研究所

一橋大学経済研究所

˔経済・౷ܭ理論研究෦
˔経済ܭଌ研究෦
˔ൺֱ経済・ੈք経済研究෦
˔経済੍・経済政策研究෦
˔৽学ज़ྖ域研究෦
˔社会科学౷ܭใ研究センター
˔経済੍研究センター
˔経済社会リスク研究ߏػ

ੈؒ研究ߏػ
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予期ͤ͵危機のӨڹをਝかͭ定量的に分析Ͱ͖る

よ͏なデータ・アーΧイϒをඋしͭͭɺಛにԼهの

事߲に力し·すɻ

・S3*Ұڮ大学消費ऀߪങ指を用いͯɺ日本経済のマ

クロ໘Ͱのリスクを定量的にධ価しɺ·しいマクロ・

金融策にるఏݴを行い·すɻ

・ϗーϜスΩϟナデータ統計ɺಠࣗに実ࢪするア

構ػڀݚձϦεΫࣾࡁܦ
IUUQ���SJsL�JeS�IJU�V�Bc�KQ�

構ͷઃ置ػ���

経済社会リスク研究機構ɺ日本経済͕໘する

༷ʑなリスクの実証分析拠点としͯɺ20145݄に経済

研究ॴにઃ置͞Ε·したɻฏ成2�（2014）度予ࢉに

おいͯɺಛ別経費事業としͯઃ置͕ೝΊらΕた研究組

織Ͱ͋ΓɺҰڮ大学経済研究ॴͰ4ͭの附属研究

経済研究ॴ࢜在の機構長খԘོݱઃとなΓ·すɻ…ࢪ

長ɺ機構ओѨ部म人教तͰすɻ

構ͷ目తػ���

リーマンショックɺϢーロ危機なͲɺ予期͞Εないւ

֎のショック͕日本の経済社会にຖのよ͏に大͖な

Өڹを༩͑ͯい·すɻ国Ͱɺ౦日本大ࡂによるサ

プライチェーンのੇஅその後のి力危機ɺ予測ࠔ

な͕ࡂ経済社会にたらすӨڹの大͖͞とɺ͜ ͏し

た事態にଈ応する͜とのॏ要性をࣔし·したɻ

金融危機ࡂなͲの予期Ͱ͖ない危機にՃ͑ͯɺ

日本ͰかͶͯから予͞Ε͖ͯたいくͭかのਂࠁな

経済社会リスク͕ݦ在Խしͭͭ͋Γ·すɻগࢠ高ྸԽ

生産性のをഎܠとするࡒ・社会อো制度のഁ

たΜݒ೦の高·Γɺඇਖ਼規ޏ用の֦大による日本ޏ用

システϜのม༰ɺ生産のւ֎Ҡస集ੵ利ӹのࣦに

よる業のٸなਰୀɺٸਐ的な金融؇策によ

るࢿ産価֨Ұൠ物価水準のٸ上ঢのՄ能性͜Ε

らのྫͰすɻ

本機構ɺ͜ Ε·Ͱ研究ॴ͕ॏ点的に行͖ͬͯた物

価研究ɺ産業・金融ネットϫーク研究ɺ生産性分析

(�$O&のリιースを集中・֦ 大しɺࡒޏ用なͲɺ

研究テーマを͞らに෯いのとしͯい·すɻকདྷの

経済社会リスクを研究ରとしɺݱग़した危機への的…

֬かͭਝなର応をՄ能にする研究を行いɺ事業の実

な経済社会制度の݈ؤを௨ͯ͡ɺ危機にରしͯよΓࢪ

ઃ計およびその構築を標としͯい·すɻ

·たɺެி֎の大学ɺおよびຽ間研究機関と

の人事ަྲྀをੵۃ的にਐΊɺ෯い分におけるリス

ク研究および研究ऀҭ成の拠点となる͜とを標とし

ͯい·すɻ༷ ʑな個ථデータをۦしɺকདྷݦ在Խする

Մ能性の͋る༷ʑなリスクからաڈにおけるリスクの

研究を௨͡ɺ日本経済にとΓɺ༗ӹな策ؚҙをಋく͜

とを中期的な՝題としͯい·すɻ

ʢ経済研究所ʣߏػ

ओߏػ

・ՈܭফඅɺՁมಈリスクͷਪܭ
通͡ʹؔؒߦۜ�ۀا・ؒۀا・
ͨγϣックͷٴʹؔ͢Δ分析
・不ಈࢢ࢈ͱ実ମ経済ͷ࿈ؔʹؔ
͢Δ分析
・ຊۀ࢈ੜੑ࢈ʢ+*1ʣσータϕー
スɺಓۀ࢈ݝੜੑ࢈ʢ3�+*1ʣ
σータϕースɺ͓Αͼத国ۀ࢈ੜ࢈
ੑʢ$*1ʣσータϕースͷߋ৽

・ফඅ੫վఆʹ͏ݯࢿ分
ௐػʹؔ͢Δ実証分析
・ۚ༥政策ͷٴϝカχζϜͷ
ղ໌

・研究所ͷڥػࢉܭͷඋ
ྉͷඋ・σータࢿഔମؾ࣓・
ϕースͷ࡞

経済分析෦ 政策分析෦ ղ析ٕज़෦

෦ڀݚ���
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ンケートを統合したデータ・アーΧイϒを構築しͯɺॴ

ಘɺインフレɺޏ用なͲෳのリスクに家計͕Ͳのよ͏

にର応しͯいるかにͭいͯの研究を実ࢪし·すɻ

・高ྸԽ人口ݮগにয点をͯɺそΕ͕経済社会に

たらす多༷なリスクのӨڹを定量的・ཧ的にධ価

した研究成ՌをとΓ·とΊた上Ͱɺ研究成Ռ間の૬ޓ

࿈関と策の͋Γํをݕ౼し·すɻ

���43*Ұڮେֶফඅऀߪങࢦ

（指のಛ）

S3*Ұڮ大学消費ऀߪങ指ɺ国ཱ大学๏人Ұڮ

大学経済研究ॴɺࣜג会社インテージɺおよび新日本

スーパーマーケットڠ会によΓɺ2014よΓެ開しͯい

る経済指標ͰɺళฮのPOS…（PoJOt… of… SaleT）…データか

らɺ家計のߪങ行動の実態を把握する͜とを的としͯ

い·すɻ͜ の指にԼهのͭࡾのಛ͕͋Γ·すɻ

（1）…スーパーマーケットコンビχΤンスストアな

Ͳɺ༷ ʑな業態のશ国ઍళฮにおけるɺඦສछྨ

のऔҾデータに基͖ͮɺҬ代ද性を֬อした高

ਫ਼度な統計Ͱ͋る͜とɺ（2）…िにҰ度ɺೋि間ఔ度のラ

άͰ発ද͞Εるਝな統計Ͱ͋る͜とɺ（3）…個別

のऔҾデータに基ͮくたΊɺ୯にച上のΈͰなくɺൢ ച

価֨ɺ量ɺおよび新規औѻ消໓の動向の

情報をؚΉ͜とͰすɻ

（指のछྨ）

S3*Ұڮ大学消費ऀߪങ指Ͱɺ消費ऀのߪങࢧ

ग़มԽの価֨ɺ量ɺ新ޮՌへの分ղを行 「͏消費

ങの量のมߪग़指（POS�$&*）」ɺ消費ऀࢧങߪऀ

ԽをΈる「消費ऀߪങ量指（POS�$2*）」ɺ消費ऀ

�ങ価֨指（POSߪങの価֨のมԽをΈる「消費ऀߪ

$P*）」ɺ消費ऀߪങの新چަ代のޮՌをΈる「消費

·ങೖସޮՌ指（POS�$T*）」をެදしͯいߪऀ

すɻ

·たɺ20155݄2�日よΓɺの༰量มԽ新

とچのަ代͕物価に及΅すӨڹをөする「消費

…ങ୯価指（POS�6VPߪऀ をެදしͯい「（定൛）（*

·すɻ

૯߹ࢦ

େܕεーύー

εʔύʔϚʔέοτ

ίϯϏχΤϯεεトΞ

υϥッάεトΞ

ᶃࢧग़ࢦඪ

ᶄྔࢦඪ

ᶅՁ֨ࢦඪ

ᶆೖସޮՌࢦඪ

ᶇ୯Ձࢦඪ

指数の構造
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ϩγΞڀݚηϯλʔ
IUUQ���XXX�JeS�IJU�V�Bc�KQ�SSc�

�ɽઃ置目త

ňロシア研究センターŉ（3uTTJaO… …3eTearch… …$eOter�…

33$）ɺ国ཱ大学๏人Խ後ɺҰڮ大学͕ੵۃ的にਪਐ

しͯいる産学࿈ܞ活動のҰとしͯɺトϤタࣗ動ंࣜג

会社からの研究ҕୗをܖ機にɺ200711݄1日にҰڮ

大学経済研究ॴにઃ置͞Εた附属研究機関Ͱすɻ経

済研究ॴୈೋ次大戦後Ҏདྷɺզ͕国における社会ओ

ٛ計ը経済ମ制の中৺的研究拠点Ͱ͋Γɺ19�9のϕ

ルリンのน่յをܖ機とするچ共産ओٛݍの経済シス

テϜసաఔに関するཧ的・実証的研究の分にお

いͯɺ日本の研究活動をৗにリーυするଘ在としͯ

くೝ͞Εͯい·すɻແɺその中৺的な研究ର͕ɺ

ιビΤト࿈の中֩Ͱ͋ͬたݱロシア࿈Ͱ͋る͜と

ڧௐする·Ͱ͋Γ·ͤΜɻňロシア研究センターŉ

ɺ͜ のよ͏にしͯഓわΕたの集ੵとɺ国・֎の学…

ज़研究組織及び研究ऀとのີۓなネットϫークを活か

しͯɺ経済研究ॴにおけるロシア経済研究のよΓҰ

の発లとɺロシアにਐग़したɺないしݱ在ਐग़を計ը

しͯいる日本ا業への学ज़的ࢧԉを介した産業界と経

済研究ॴの࿈ڠ・ܞ力関のਂԽをɺその活動のओ要

的にͯ͛ܝい·すɻ

�ɽڀݚॴͱηϯλʔ

ňロシア研究センターŉɺݱ在経済研究ॴ長をセン

ター長としɺセンターओͰ͋る研究ॴのӢ教त

そしͯൺֱ経済・世界経済研究部門のؠҰ教त及

びセンター研究員1໊を͋わͤた計3໊の研究ॴスタッ

フɺ͞ らに学֎の研究 ・ऀ学ࣝ経ऀݧ計22໊の研究ڠ

力ऀから成るਞ༰ͰӡӦ͞Εͯい·すɻ2011度Ҏ߱

研究範ғを֦ுしɺ（1）&6ॾ国のロシアにґଘした

ι࿈Ҭにおける家چΤネルΪー構問題ɺ（2）・ݯࢿ

ఉ分業とঁ性のΤンパϫーϝント・人口動態ɺ（3）市

場経済Խ20࢙のϝタ分析に関する研究Ӷҙਐ

Ίͯい·すɻ

�ɽ׆ڀݚಈͷ֓ཁ

センターɺԼهの研究プロジェクトを実ࢪ済Έない

し実ࢪ中Ͱすɻ

3�1…ա度ྃ済Έのプロジェクト

（1）「ロシアのࣗ動ं産業策」（トϤタࣗ動ंࣜג会社

ҕୗ研究ɺ2007度）

（2）「$*SҬの実ޮ経済ݍと産業策」（トϤタࣗ動ं

（会社ҕୗ研究ɺ200�度ࣜג

（3）「ロシアにおける市場境とࡒ関に関する

総合的研究」（Ұڮ大学学プロジェクトɺ200�ʙ…

2009度）

（4）「ロシアのকདྷ動向に関するௐࠪ研究」（日産ࣗ動

会社総合研究ॴ社会・フロンティア研究ࣨとࣜגं

Ұڮ大学との共同研究プロジェクトɺ2009度）

境・産業組・ݯࢿ：ࡧଓՄ能な経済成長の模࣋」（5）

織・গࢠԽ」（Ұڮ大学経済研究ॴ・国客員部門

にリンクした共同プロジェクトɺ2010度）

（�）「ロシアにおけるग़生規定要因の総合的研究：ミク

ロデータによる多的ۙ」（科学研究費ิॿ金基

൫研究（#）ɺ代ද ・ऀӢɺ2011ʙ2013度）

（7）「౦アジアҬ࿈関と経済成長：ロシアの8TOՃ

ໍをܖ機としͯ」（Ұڮ大学経済研究ॴ国客員部

門にリンクした共同プロジェクトฒびにฏ成2�

度ஂࡒ๏人ฏ中ౡஂࡒアジアҬॏ点学ज़研究

ॿ成ɺ2014度）

3�2…ۙのプロジェクト・ਐ行中のプロジェクト

（�）「戦後ロシアの成長経࿏と国・国際産業࿈関に

関する総合的研究」（科学研究費ิॿ金基൫研究

（#）ɺ代ද （อఉᚸজɺ2012ʙ2014度ٱऀ・

戦後ロシアにͭい （ͯa）マクロと産業別の(%P長期

成長経࿏（1950ʙ）のਪ計・උɺ（C）成長に関わる

生産要因とੴ༉価 ・֨ަ қ利ಘ要因のྻܥ࣌分析ɺ（c）

国・国際産業࿈関構を経済発లとリンクͤ͞た産

業࿈関分析ɺ（E）国際ൺֱによる༉価ม動ロシア

༌ग़ೖม動のଞ国への及ޮՌと業ৼڵ策の

を行い·したɻ౼ݕ

（9）「ൺֱҠ行経済の֬ ：ཱ市場経済Խ20࢙のϝ

タ分析」（科学研究費ิॿ金基൫研究（"）ɺ代ද ・ऀ

（Ұɺ2011ʙ2014度ؠ

本研究プロジェクトͰɺҠ行経済研究分におい

ͯɺ࠷૪点となͬͯいる5分15研究テーマにͭい

ͯɺա࢛ڈ世لにおけるその૪のྲྀΕを・࠶

構築Խした上Ͱɺཧ研究のؚҙと実証分析のॾ成Ռ

との間のର応関をৄࡉにݕ౼し·したɻ

（10）「ロシアにおける人口動態の研究：ミクロ計量分

ⴾࡍࠃ�ωοτϫʔΫ
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析による総合的把握」（科学研究費ิॿ金基൫研究

（"）ɺ代ද ・ऀӢɺ2014度ʙ2017度）

本研究ロシアにおける人口動態のઌۦ的分析とɺ

その成Ռの国際的発৴とをҙਤするのͰすɻ۩ମ

的にɺロシア家計ௐࠪデータ（3uTTJa… -oOHJtuEJOal…

MoOJtorJOH… … SurWeZ：3-MS
及び国際社会科学プロά

ラ…Ϝ（*OterOatJoOal… SocJal… ScJeOce… ProHram：*SSP
…

の個ථを用いɺ	1
家ఉ分業・家計消費ミクロ水準

の要因とग़生ɺ	2
個人・生活श׳のミクロ的ಛ࣭

とࢮɺ	3
個人・家計ಛ性とҬʗ国際Ҡ動ɺの関

点を中৺にࢹをɺ人口経済学・࿑ಇ経済学・社会学的

分析し·すɻロシアの人口動態分析においͯ不しͯ

おΓɺかͭ個別にݕ౼͞Ε͕ͪͰ͋る「ジェンダーとग़

生…」「ࢮのྺ࢙的経Ң」「ミクロಛ性と人口Ҡ動」

とい͏ࢹ点を統合した分析をల開する͜とと共にɺロシ

アにおける個人・家計行動のミクロ計量分析の基൫た

る事を的としͯい·すɻ

そのଞɺセンターͰਵ࣌研究会を開࠵しɺ国֎

のロシア経済のઐ門家との学ज़的ަྲྀɺ及び産学のަ

ྲྀをਐΊͯい·すɻそのҰྫとしͯɺ2009ʙ201�度

にϊースΧロナイナ大学国際ަྲྀ基金・ژ大学

経済研究ॴ・ࢁ大学ۃ౦Ҭ研究センターと共࠵

ϫークショップを開͖·したɻ·たɺ2011度Ҏ߱ܧଓ

的にɺ日本ൺֱ経済ମ制学会とԤถのパートナー学会

͕共࠵するଠฏ༸経済国際コンファレンスの開࠵を

ڵԉしɺ国境を越͑たロシア経済研究のৼࢧ的にۃੵ

に力しͯい·すɻ͞ らにɺઐ属スタッフのロシア

経済及びロシア経済を分析ରにؚΉ研究をϫーΩ

ンάϖーパー（*SS/1��3�1�5�）としͯץ行しͯおΓɺ

20174݄ݱ在ɺ/o�1ʙ�9及びスϖシϟルイシϡー2部

͕ɺセンターサイト上にެ開͞Εͯい·すɻҎ上の研究

活動にՃ͑ͯɺセンターɺィーン国際経済研究ॴɺ

ロシア科学アΧデミー社会策研究ॴ附属人口研究

センターɺロシア国ཱサンクトϖテルϒルク大学経済学

部ɺฒびにࢁ大学ۃ౦Ҭ研究センターとの間Ͱ共

同研究に関する֮ॻをऔΓަわしɺ研究組織レϕルの

ネットϫーク構築に力しͯい·すɻ͜ のよ͏な活動

を௨ͯ͡ɺセンター及びセンターॴ員Ұ同ɺզ͕国

֎におけるロシア研究のҰの活発Խにਚ力し·すɻ

2017 Ϣーラシア経済学会（ԙ：ローマ・サラϐΤンπァ大学）Ͱのͻと͜·

2017  2 ݄にؠ・Ӣ教त͕ओ࠻したϝタ分析研究会の模༷
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ηϯλʔڀݚֶࡁܦൣن
IUUQ���XXX�JeS�IJU�V�Bc�KQ�ScOe�

Ұڮ大学経済研究ॴ・規範経済学研究センター

2014�݄にઃཱ͞Ε·したɻ

ओѫࡰ

規範経済学͕ѻ͏テーマɺٛڱの経済学をるか

に越͑ͯɺ学ɺྙ ཧ学ɺ社会学ɺ๏学ɺ࣏学なͲ社会

科学のશྖҬに͕Γ·すɻ

規範経済学のํ๏ɺ物ཧ学ɺ生物学ɺ生໋科学ɺެ

ऺӴ生学ɺ市ຽ学なͲࣗવ科学のॾྖҬとີな関

࿈をͪ·すɻ

規範経済学研究センターの՝題ɺઌ人たͪのݟ

ஐܛをਂくಡΈղ͖な͕らɺ·たɺઌ的な業発

をく学びな͕らɺ規範経済学の潜在能力をͰ͖る

ͩけ๛かにɺҙਂくरい上͛ɺҭΉ͜とに͋Γ·すɻと

Γわけ次の3ͭの分においͯ学問にݙߩする͜とを

しͯい·すɻࢤ

	1
…規範の生成・ਁ ・ಁ消໓プロセスをཧ的にɺ·たɺ

実証的に分析する研究ɺすなわͪɺ「規範の事実的

（実証科学的）分析」ɻ

	2
…事実的分析に潜Ή規範的அを໌ࣔԽする研究ɺ

すなわͪɺ「事実の規範的分析」ɻ

	3
 …（分析ऀࣗのࢹ点ؚΊͯ）規範的分析そΕࣗ

ମのඃ制性ɺ制度ෛՙ性を൷的に問いฦす研

究ɺすなわ 「ͪ規範の規範的（規範学的）分析」ɻ

日本国のΈならͣ国際的にগない規範経済

学の研究拠点としͯɺࢲୡ͞·͟·な活動を行ͬ

ͯ·いΓ·すɻな͝ҙݟ・͝ ൷をؚΊɺ規範

経済学研究センターの活動に͝ڠ力くͩ͞い·す

よ͏ɺ৺からおئいਃし上͛·すɻ

���ઃཱ目త

経済学͕実証科学としཱͯ֬͞Εͯٱしいɻしかしɺ

およそ人間社会における͞·͟·な事をѻ͏か͗Γɺ

規範的問題をճආする͜と不Մ能Ͱ͋るとࢥわΕ·

すɻ本センターの的ɺ経済学における規範的問題

のѻいํに関しͯҟ分間のํ๏的ରをਤる͜とɺ

͞らにɺ規範経済学ཧに関するྺ࢙的・ํ ๏的・実証

的・学的୳究を行͏͜とに͋Γ·すɻ

基礎理論研究 応用政策研究

オックスフォード大学
プリンストン大学
ハーバード大学
パヴィア大学

地域公共交通
医療・福祉
開発・貧困
不平等

規範経済分析
政治哲学
実証経済分析

国際共同研究ネットワーク

神戸大学
立命館大学
早稲田大学

一橋大学経済研究所
規範経済学研究センター

マサチューセッツ大学
カーン大学
フランクフルト大学
パリ社会科学高等研究院

HDCA, ECINEC
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���ϝϯόʔ

本センターɺখԘོ࢜経済研究ॴ長をセンター長

としɺ後౻ྰࢠ経済研究ॴ教तを研究ओとしͯ発

し·したɻϝンόー経済研究ॴのਆྛཾ教तɺ口

ઍথ教तを͡ΊɺᤣপҰҰڮ大学長ɺླ ଜڵଠ

Ұڮ大学໊༪教त（日本学࢜Ӄ会員）ɺݪ٢ؽ।教त

（マサチϡーセッπ大学アマーストߍ）をؚΉॴ֎およ

び学֎ϝンόーからなΓ·すɻ

事ྛ܀：ہ（ඇৗۈ研究員）

՝ڀݚ���

	1
 …基礎ཧ研究に関しͯɺ規範経済分析と実証経済

分析との࿈ܞɺならびにɺ経済学と࣏学・ྙ ཧ

学・๏学との࿈ܞをਤΓ·すɻ

	2
…応用実証研究に関しͯɺҩ ・ྍࢱ・ো͕い・ケアɺ

ަ௨・情報・ ・ࣝコミϡχケーションなͲに関する…

策（๏・ルール・制度）ɺならびにɺそΕらの社会…

的選択に関しͯɺҟなるओ題間のڠ同をਤΓ·すɻ

·たɺそΕらのओ題とɺ不ฏ・֨ औとい͏よࡡࠩ・

Γ統的な経済学のओ題間のڠ同をਤΓ·すɻ

	3
…上هの࿈ܞを;·͑ͯɺ基礎ཧ研究と応用実証研

究との࿈ܞをਤΓ·すɻ

	4
…同༷の関৺をͭ国のҟ分研究機関との࿈ܞ

をਤΓ·すɻྫ ͑ɺ࣏学・๏学ɺ市ຽ学ɺҩ

ྍ経済・ྙ ཧ学ɺ社会อো・社会ࢱ学なͲɻ

	5
…同༷の問題関৺をͭւ֎の研究機関との࿈ܞを

ਤΓ·すɻྫ ͑ɺΦックスフΥーυ大学多次元ශࠔ

指標開発チーϜɺプリンストン大学#eZoOE…(%P指

標開発チーϜとɺ日本の潜在能力アプローチ研究

ネットϫークとの࿈ܞなͲɻ

	�
 …新ް生経済学成ཱ前後からࠓ日·Ͱにয点を定

Ίɺް 生経済学のཧとࢥに関する同࣌代࢙を

·とΊ·すɻケネス・アローɺアマルティア・センɺア

ラン・Ϊόーυɺϐーター・ϋモンυらに研究ڠ力を

ґཔし·すɻ

	7
…経済研究ॴॴଂࢿྉを中৺にɺ戦前・戦後における

ް生経済学の成ཱと発లのྺ࢙をɺݱ実のࢱ国

家制度のมભプロセスとの関Ͱಛͮけ·すɻ

	�
代の新しい規範経済学ཧとํ๏（ྫ͑ɺ潜在ݱ…

能力アプローチɺެ ਖ਼な分ルールٛの合ཧ

性研究なͲ）に関する総合的研究を行い·すɻ

ϓϩδΣΫτڀݚ���

	1
 …トランス・ポジショナルなケイパビリティ指標の作

成に向けた国際共同研究

（2014�201�ɺ日本学ज़ৼڵ会・಄॥をՃ

する戦ུ的国際研究ネットϫークਪਐプロάラϜ）

	2
…潜在能力アプローチによる個人の機会集合の多次

元的指標の開発に関する基礎的研究

（2014�2017ɺ日本学ज़ৼڵ会・科学研究費ิॿ

金基൫研究"）

	3
…制度と規範の૬ޓ関とɺਖ਼統性を८ͬͯ

（2015度共同利用・共同研究拠点プロジェクトɺ

代ද：ࡔҪ๛و（ܚጯٛक़大学））

	4
「ް生ओٛ」൷とඇް生ओٛ的定ࣜԽのՄ能性に

関する規範ཧ的研究

（2014度共同利用・共同研究拠点プロジェクトɺ

代ද：٢ాത೭（日本大学））

	5
…分的ਖ਼ٛのൺֱཧ研究�ް生経済学と࣏

学のコラϘレーション�

（2013度共同利用・共同研究拠点プロジェクトɺ

代ද：ࡔ本ಙਔ（౦ژཧ科大学））
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ίϯϑΝϨϯεࡍࠃ

経済研究ॴͰɺ共同研究プロジェクトのओ࠵ʗ共࠵によΓɺ国際コンファレンスをසൟに開࠵しͯい·すɻ

201�度に開͞࠵Εたのの中Ͱいくͭかを紹介し·すɻ

)%$Aʢਓؒ։ൃͱέΠύϏϦςΟʹؔ͢Δֶࡍࠃձʣ���� ౦ژେձ

։࠵ɿ����  �݄�ʔ� 　ॴɿҰڮେֶ

　)%$" 学会ɺ人間ॏࢹの社会・経済の発లとケイパビリティ・アプローチに関する研究をଅਐする学際的なのコミϡχティ
としͯ 2004 にઃཱ͞Εɺॳ代会長ϊーϕル経済学をडষしたアマルティア・センͰすɻ201� の次大会Ұڮ大学Ͱ
開͞࠵Εɺ実行ҕ員長後౻ྰࢠҰڮ大学経済研究ॴ教त͕Ί·したɻ౦ژ大会のテーマ l$aQaCJlJtZ…aOE…%JWerTJtZ…JO…a…
(loCal…SocJetZzɺΩーϫーυ多༷性Ͱɺ 50 Χ国から300人を͑るࢀՃऀ͕集いɺ実Γ多いٞをަわし·したɻ基ௐߨ
ԋをΊたのɺҎԼのإͿΕͰすɻ
ラϰィ・Χンϒール（コーネル大学ɺݱ )%$" 学会長）l$JtJ[eOThJQ…MJHratJoO…aOE…OQQortuOJtZz
リマ・ϋラフ（国際࿈合 &S$8"ɺϤルダンの元෭ट૬）l"utocracZ…$oOq…Jct…aOE…%e�%eWeloQmeOt…JO…the…"raC…8orlE�…
$haOHJOH…MJOETetT…"lterJOH…PathTz
マーサ・ψスόϜ（シΧΰ大学ɺ201� ژड）l"HJOH…StJHma…aOE…%JTcrJmJOatJoOz
શମセッション lOO…the…PoTTJCJlJtZ…of…8elfare…&coOomJcT…aOE…the…$aQaCJlJtZ…"QQroachz
　ླଜڵଠ（Ұڮ大学・ૣҴా大学）ɺアマルティア・センɺラϰィ・ΧンϒールɺΤンリΧ・Ωϟッϖロ（パϰィア大学）ɺ
　サビナ・アルΧイア（ΦックスフΥーυ大学）をަ͑たパネル・ディスΧッション
アマルティア・セン（ϋーόーυ大学ɺ199� ϊーϕル経済学ड）lOO…SQecJp…catJoO…aOE…MeaTuremeOtz
マイケル・マーモット（Ϣχόーシティ・Χレッジ・ロンυン）lThe…)ealth…(aQ�…The…$halleOHe…of…aO…6OeRual…8orlEz

)JUPUsVCBsIJ�3*&5*�*OUeSOBUJPOBM�8PSLsIPQ�PO�3eBM�&sUBUe�.BSLeU�1SPEVcUJWJUZ�BOE�1SJces

։࠵ɿ����  ��݄��ʔ�� 　ॴɿݚۀ࢈ࡁܦॴʢ3*&5*ʣ

0cUPCeS����	5IV

0QeOJOH�3eNBSLs�
"tTuThJ…/akaKJma…	$haJrmaO…of…3*&T*

,JZohJko…/JThJmura…	6�…of…TokZo…aOE…(3*PS

<4essJPO��>�$IBJS��/BPIJUP�ACe�	)JUPUsVCBsIJ�6�

PreTeOterT�…Paul…SchreZer…	O&$%
…�)aT…the…-aCour…Share…EeclJOeE �
%JTcuTTaOt�…MaTaZukJ…MorJkaXa…	3*&T*

PreTeOterT�…Tomoo…*Ooue…	SeJkeJ…6OJWerTJtZ
…�"HJOH…*Oq…atJoO…aOE…ProQertZ…PrJceT�
%JTcuTTaOt�…MarThall…3eJOTEorf…	*M'
z
-VOcIePO�4QeecI�
&rXJO…%JeXert…	6#$
�…�3eTJEeOtJal…ProQertZ…PrJce…*OEeYeT…for…TokZo…$oOEomJOJum…Market�…	PreTeOtatJoO…CZ…$hJhJro…ShJmJ[u…

	/JhoO…6�


<4essJPO��>�$IBJS��5PLVP�*XBJsBLP�	)JUPUsVCBsIJ�6�

PreTeOterT�…MarThall…3eJOTEorf…	*M'
…�$aO…MJTmeaTuremeOt…of…the…%JHJtal…&coOomZ…&YQlaJO…the…6�S�…ProEuctJWJtZ…SloXEoXO �
%JTcuTTaOt�…MJho…TakJ[aXa…	ToZo…6�

PreTeOterT�…/aohJto…"Ce…	)JtotTuCaThJ…6�
…�&TtJmatJoO…of…"HHreHate…%emaOE…aOE…SuQQlZ…ShockT…6TJOH…$ommoEJtZ…
TraOTactJoO…%ata�
%JTcuTTaOt�…TTutomu…MJZaHaXa…	(akuThuJO…6�

<4essJPO��>�$IBJS��:PsIJIJLP�/JsIJZBNB�	,ZPUP�6�

PreTeOterT�…:oko…,oOJThJ…	3*&T*
…�SatJTfactJoO…-oZaltZ…aOE…ProEuctJWJtZ�…"…$aTe…of…#eautZ…SaloO�
%JTcuTTaOt�…+Jro…/emoto…	/aHoZa…6�

PreTeOterT�…"kJZukJ…ToOoHJ…	)JtotTuCaThJ…6�
…�&⒎…ectT…of…/eX…(ooET…aOE…ProEuct…TurOoWer…oO…PrJce…*OEeYeT�
%JTcuTTaOt�…Paul…SchreZer…	O&$%
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0cUPCeS����	'SJ

<4essJPO��>�$IBJS��1eOH�9V�	)PseJ�6�

PreTeOterT�…%aO…McMJlleO…	/6S…�…*llJOoJT…6�
…�2uaOtJle…3eHreTTJoO…aOE…the…%ecomQoTJtJoO…of…)ouTe…PrJce…%JTtrJCutJoO�
%JTcuTTaOt�…3oCert…)Jll…	(ra[…6�

PreTeOterT�…%aJTuke…MJZakaXa…	)JtotTuCaThJ…6�
…�(eoHraQhZ…aOE…3ealtZ…PrJceT�…&WJEeOce…from…*OterOatJoOal…TraOTactJoO�-eWel…

%ata�
%JTcuTTaOt�…,eOtaro…/akaKJma…	Tohoku…6�

PreTeOterT�…,a[uo…OHaXa…	OTaka…6�
…�*Oe⒏……cJeOcZ…JO…3Jce…ProEuctJoO…aOE…-aOE…6Te�…"…PaOel…StuEZ…of…+aQaOeTe…3Jce…'armerT�
%JTcuTTaOt�…)JroThJ…OhaThJ…	6�…of…TokZo

-VOcIePO�4QeecI��
:oOH)eOH…%eOH…	/6S
�…�The…&coOomJc…Value…of…&OWJroOmeOtal…$oOTJEeratJoO…JO…the…TokZo…O⒏……ce…Market�
<4essJPO��>�$IBJS��$IJIJSP�4IJNJ[V�	/JIPO�6�

PreTeOterT�…3oCert…)Jll…	(ra[…6�
…�8eeklZ…)eEoOJc…)ouTe…PrJce…*OEJceT…aOE…the…3ollJOH…TJme…%ummZ…MethoE�…"O…"QQlJcatJoO…

to…SZEOeZ…aOE…TokZo�
%JTcuTTaOt�…MaTahJro…)JHo…	#aOk…of…+aQaO

PreTeOterT�…+Jro…:oThJEa（PeOOTZlWaOJa…State…6�）…�Structure…%eQrecJatJoO…aOE…the…ProEuctJoO…of…3eal…&Ttate…SerWJceT�
%JTcuTTaOt�…MJchJo…Su[ukJ…	6�…of…TokZo

PreTeOterT�…*JchJro…6eTuHJ…	)JtotTuCaThJ…6�…aOE…3*&T*
…�)oX…*OherJtaOce…"⒎…ectT…the…3eal…&Ttate…Market…JO…aO…"HJOH…&coOomZ�…

&WJEeOce…from…TraOTactJoO…aOE…3eHJTtrZ…%ata�
%JTcuTTaOt�…MJchJo…/aoJ…	,eJo…6�

$POcMVEJOH�3eNBSL�
*JchJro…6eTuHJ…	)JtotTuCaThJ…6�…aOE…3*&T*


4eNJOBS�4eSJes�GPS�+414�4USBUeHJc�*OUeSOBUJPOBM�/eUXPSLJOH�1SPHSBN�/P���*OUeSOBUJPOBM�4eNJOBS

։࠵ɿ���� �݄�� 　ॴɿҰڮେֶΠϯςϦδΣϯτϗʔϧ

SQeaker�…$hrJTtoQher…SJmT…	PrJOcetoO…6OJWerTJtZ…/oCel…PrJ[e…laureate…JO…ecoOomJcT

TJtle�…�'eeECackT�…'JOaOcJal…MarketT…aOE…&coOomJc…"ctJWJtZ�
OrHaOJ[er�…3Zo…,amCaZaThJ…3Zo…+JOOaJ
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٬һڀݚһ
IUUQ���XXX�JeS�IJU�V�Bc�KQ�&OHMJsI�GBcVMUZ�WJsJUPSs�IUNM

201�度に本研究ॴͰ客員研究員としͯडけೖΕたํʑͰすɻ

໊　લ ຊߍ

金୩৴ "arhuT…6OJWerTJtZ…�…$3&"T&S

খࠀ 大ࡕ大学

ᑍୢٛ 高科大学

ా中૱࢙ 6OJWerTJtZ…of…2ueeOTlaOE

ాॆ The…+ohOT…)oQkJOT…$areZ…#uTJOeTT…School

口৻ଠࢁ McMaTter…6OJWerTJtZ

໊　લ ຊߍ

2uheOH…%eOH $hJOeTe…"caEemZ…of…SocJal…ScJeOceT

OlHa…,uQetT /atJoOal…6OJWerTJtZ…of…,ZJW�MohZla…"caEemZ

PraTaEa…3ao 6OJWerTJtZ…of…2ueeOTlaOE

3oCert…(al )uOHarJaO…%emoHraQhJc…3eTearch…*OTtJtute

:uaO…TaOHKuO　 'uEaO…6OJWerTJtZ

:uJchJro…8akJ　 6OJWerTJtZ…of…2ueeOTlaOE

ಛڭһʗ٬һڭһ

һڭਓ٬һࠃ֎
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໊　લ ຊߍ

"kJhJto…,atTuo TamaHaXa…6OJWerTJtZ

"leY…#rZToO　 6OJWerTJtZ…$olleHe…-oOEoO

"OErea…'racaTTo　 6OJWerTJtZ…of…TreOto

#eOKamJO…%aWJE ParJT…8eTt…6OJWerTJtZ…/aOterre…-a…%efeOTe

$hamOa…:ooO #aruch…$olleHe…$6/:

$hrJTtoQher…SJmT PrJOcetoO…6OJWerTJtZ

%aWJE…$aThJO 'eEeral…3eTerWe…#oarE…of…(oWerOorT

&maOuela…$eWa 6OJWerTJtZ…of…PaWJa

'lorJaO…)o⒎…maOO 6OJWerTJtZ…of…#rJtJTh…$olumCJa

)JEekJ…,amJZama TeJkZo…6OJWerTJtZ

*WaO…%eTeatOJcoW 	+SPS…PoTtEoctoral…'elloXThJQ…for…'oreJHO…3eTearcherT


,laT�(ÖraO…SahleO 6meÆ…6OJWerTJtZ

-ata…(aOHaEharaO MoOaTh…6OJWerTJtZ

Makoto…8ataOaCe V6…6OJWerTJtZ…"mTterEam

MarKaO…PetreTkJ 6OJWerTJtZ…"merJcaO…$olleHe…SkoQKe

Mark…,oZama (eorHe…MaToO…6OJWerTJtZ

MarkuT…)eckel (ooethe…6OJWerTJtZ…'raOkfurt

MattJa…'ocheTato /:6…"Cu…%haCJ

/aokJ…:oThJhara 6OJWerTJtZ…of…MaTTachuTettT…"mherTt

/oCuakJ…:amaThJta 3oZal…MelCourOe…*OTtJtute…of…TechOoloHZ…	3M*T
…6OJWerTJtZ

Paul…#�…&llJckToO 6OJWerTJtZ…of…3ocheTter

PeJ�)TJO…-JO 	+SPS…PoTtEoctoral…'elloXThJQ…for…'oreJHO…3eTearcherT


PJerre…WaO…Eer…&OH "uTtralJaO…/atJoOal…6OJWerTJtZ

3aTZaE…ParJOEurJ The…6OJWerTJtZ…of…/ottJOHham…MalaZTJa…$amQuT

3eOeÉ…Mc,JCCJO "uTtralJaO…/atJoOal…6OJWerTJtZ

3JcharE…%uhautoJT $/"M…	$oOTerWatoJre…EeT…artT…et…MetJerT


TatJaOa…,araCchuk 6OJteE…"raC…&mJrate…6OJWerTJtZ

TuaO�)Xee…SOH /atJoOal…6OJWerTJtZ…of…SJOHaQore

8arXJck…Mc,JCCJO "uTtralJaO…/atJoOal…6OJWerTJtZ

:oThJfumJ…,oOJThJ SoQhJa…6OJWerTJtZ

Ұڮେֶ٬һڀݚһ
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ⵀ�ࣾձͷݙߩ
ڀݚࡁܦ

IUUQ���XXX�JeS�IJU�V�Bc�KQ�+BQBOese�QVCMJcBUJPO�

ʰ経済研究（ɦThe… &coOomJc… 3eWJeX）経済研究ॴ

ฤ集のจ・ӳจのࠪಡ・ࢽץقͰすɻ֤ ߸ߘ

จɺґཔจɺௐࠪจとॻධからなΓ·すɻௐࠪจ

研究ॴϝンόーによる研究成Ռをৄࡉに報ࠂする大

จͰすɻܕ

ୈ�0هר೦ಛ集：h 経済研究 ճɦސとల

ʲ基ௐจ 1r9�0Ҏ߱の

ʰ経済研究 にɦおける研究

動向（อɺVol��0…/o�4…

2009…10）

ʰ経済研究 総ɦࡧҾ（ୈ31ר

ୈ1߸ʙୈ59רୈ4߸）

：のௐࠪจۙ࠷

「̟日本「֨ࠩ社会」に

なͬたのか�ൺֱ経済

にΈる日本のॴಘ࢙֨

ࠩ�」（口ઍথɺVol���…

/o�2…2017）

「̟サーϕイௐࠪにおける

インフレ期の不֬実性

の計測に関するҰߟ」

（Ѩ部म人・上༗ࢠɺ

Vol���…/o�1…2017）

「̟ポストࢲ༗Խ期のॴ༗構とا業パフΥーマン

ス�Ҡ行経済研究のϝタ分析�」（ߔؠ・࢙ొࠤ

ҰɺVol��7…/o�4…201�）

「̟ශࠔ測定の経済ཧと՝題」（Ӝ・খԘོ࢜ɺ

Vol��7…/o�3…201�）

「̟ࣗ༝の価の物ޠΓ�ຽओओٛとࢮ�」（後౻ྰ

ɺVol��7ࢠ…/o�2…201�）

「̟のಇ͖ํとڙࢠの家ఉ教ҭ」（ӓҪܙඒࢠ・খྛ

ඒथɺVol��7…/o�1…201�）

༉価֨ݪ̟」ҝସレートショックと日本経済」（ॕഭಘ

・中ా༐人ɺVol���…/o�4…2015）

「̟不動産価֨とۜ行ିग़チϟネル」（২ਿҖҰ・間

ਅ実・ࡉ܆ɺVol���…/o�3…2015）

…動ؾܠ॥の計量分析�サーϕイと日本のؾܠ̟」

向 指  へ の 応 用 � 」（ ੴ

༱ത・部හ໌ɺVolݪ ��� …

/o�2…2015）

「̟Ҡ 行 経 済 ॾ 国 にお け

るॴಘශࠔ研究�ශࠔ決

定要因มԽのϝタ分析�」

（ӢɺVo l � � �  … / o � 1 …

2015）

1950のץに͋たͬ

ͯɺ࣌のཹॏ人経済研

究ॴॴ長ɺ

「ៃᖖ研究」を͋͑ 「ͯៃᖖ」

の研究としたのɺ

実のៃᖖをରݱ　�ུ�

とする態度をいかそ͏と

するたΊͰ͋Γɺ·たɺ͜ の

をߘく世界の学界にͻらいͯ໘をࢴのࢽץق

とにしたのɺ�ུ�

ʪΈͣからઃ定したʫ「ඨ」の֎にͰるたΊͰ͋るɻ

（Vol�…1…/o�…1…1950）

とड़ͯい·すɻそのํࠓ日にҾ͖͕ܧΕɺ

֎の学ऀのmeaTuremeOt…XJth… theorZ及びtheorZ…

XJth…meaTuremeOt…の経済学จの発දの場としͯɺ

·たɺ経済策のධ価ɺఏҊの場となͬͯい·すɻ
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σΟεΧογϣϯϖʔύʔγϦʔζʢ%1ʣ
IUUQ���XXX�JeS�IJU�V�Bc�KQ�+BQBOese�QVCMJcBUJPO�EQ�IUNM

౷ࢿܭྉγϦʔζ
IUUQ���ScJsss�JeS�IJU�V�Bc�KQ�+BQBOese�JOUSPEVcUJPO�QVCMJcBUJPOs�IUNM

社会科学統計情報研究センターͰɺセンターの活

動にͬͯ行わΕた統計情報に関するௐࠪ統計デー

タのඋ・開発の成Ռを統計ࢿྉシリーζとしͯץ行し

ͯい·すɻ

1973よΓץ行ɻh日本ఇ国・֎関統計ࢿྉ

ࡧ�Ҿฤ ɺɦh ஷݱ在高及びௐࠪ開݄࢝別の家計

ऩࢧ�家計ௐ （ࠪ2002）のಠࣗ集計݁Ռ� なɦͲɻ

201�度ݱ在ɺ73を発行ɻ

なおɺ統計ࢿྉシリーζɺॱ次ిࢠԽެ開を行ͬͯ
おΓɺセンターのϗーϜϖージ及び大学の機関リポジトリ
（)&3M&S�*3）よΓӾཡͰ͖·すɻ

ˎ…経済研究ॴ（*&3）発行
ˎ…経済制度研究センター（$&*）発行
ˎ…世代間問題研究機構（$*S）発行
ˎ…経済社会リスク研究機構（3$&S3）発行
ˎ…ロシア研究センター（33$）発行
ˎ…不動産市場・金融危機・経済成長�経済学からの統合アプローチ
（)*T�3&'*/&%）発行

ˎ…్ 上国におけるශݮࠔと制度・市場・策�ൺֱ経済発లの

Έ（P3*M$&%）発行ࢼ
ˎ…世代間問題の経済分析�世代間利ௐプロジェクト（QJe）発

行
…ˎ日本経済の物価ม動ダイナミクスのղ （໌学ज़成研究）発行

ˎ…社会科学の高度統計・実証分析拠点構築（(loCal…$O&…)J�Stat…
%P…SerJeT）発行

ˎ…社会科学の統計分析拠点構築（)J�Stat）発行
代経済システϜの規範的ධ価と社会的選択（$O&�3&S）発行ݱ…ˎ

経済研究ॴͰԼهのディスΧッションϖーパーシ

リーζをץ行しͯい·すɻ͜ Εらの%Pシリーζɺ大学

ਤॻ͕ؗӡ用しͯいる機関リポジトリ（)&3M&S� *3）

httQ���hermeT�Jr� l JC�hJt�u�ac�KQ�Jr�…からจ͕ࡧݕ

Ͱ͖·すɻ

経済研究ॴॴ員の研究成Ռをॻシリーζとしͯ௨ৗɺຖ1ץͭͣ行しͯい·すɻ

ॻڀݚࡁܦॻʗԤจڀݚࡁܦ
IUUQ���XXX�JeS�IJU�V�Bc�KQ�+BQBOese�QVCMJcBUJPO�eSsK�IUNM
IUUQ���XXX�JeS�IJU�V�Bc�KQ�+BQBOese�QVCMJcBUJPO�eSse�IUNM

経済研究ॻ

1953ץ行ɻ201�

度ݱ在ɺ�4רと別9

ؠ：を発行ɻ発行ॴר

ॻళ

Ͱɺۙ͜࠷ のॻシ

リーζから発行したॻ੶

ɺ日本学࢜Ӄɺ日経・

経済ਤॻจԽɺ࿑ಇ関

ਤॻ༏लɺ国際開発

研究大དྷଞをडし

ͯい·すɻ

Ԥจ経済研究ॻ

1957ץ行ɻ201�度

ݱ在ɺ45רを発行ɻ発行

ॴ：ؙ ળ（1993Ҏ前ل

ҏ国ॻళ）
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経済研究ॴࢿྉࣨɺ19499݄にಡॻࣨとしͯ開

ઃ͞Εたの͕࢝·ΓͰすɻ࣌の要ཡに「研究ॴの

セミナールに関のਂい新ץ֎国経済ॻ及び֎国経

済ࢽࡶをͰ͖るͩけ多くඋ͑ͭけͯɺ学生のӾཡのศ

をかͬͯいる」とه͞Εͯい·すɻ戦後ɺઃ置的を

「日本および世界の経済の総合研究」とվΊた経済研

究ॴのཧ的・実証的研究活動をࢧԉするたΊɺ日本

経済ɺ世界経済の動向に関する実証的ࢿྉのܥ統的・

ཏ的なऩ集උにΊ͖ͯ·したɻなかͰچι࿈・

ロシア関࿈のࢿྉɺ研究ॴ選ग़のॳ代ॴ長にबし

たཹॏ人のํによͬͯॏ点的にऩ集͞Εɺॆ 実し

たコレクションをܗ成しͯい·すɻ1990代にアジア

長期経済統計プロジェクト（$O&ܗ成プロάラϜ）によ

Γɺۃ౦ロシアおよび中౦をؚΉ൚アジアݍの統計ࢿ

ྉのऩ集͕ਐΊらΕ·したɻ·たɺ֤ 国のެிץ行

物をܧଓしͯऩ集するたΊɺ国֎の研究機関・

機関とのץ行物ަをੵۃ的に行ͬͯい·すɻ

201�度のଂॻॻ（中国ޠؖ・ޠをؚ

Ή）154ɺॴଂ��7の計412343�ɺ༸ॻ25333

ؖ・ޠ中国）ࢽࡶࢽࡶ �7をؚΉ）2ޠ�छɺ༸ࡶ

1353ࢽछの計�011छとなͬͯい·すɻ͜ Εら附属

ਤॻؗのΦンラインͰࡧݕする͜と͕Ͱ͖·すɻマ

イクロフィルϜࢿྉにͭいͯɺࢿྉࣨの8eCサイト

にマイクロࢿྉҰཡをࡌܝしͯい·すɻ

学֎の研究ऀにରしͯɺӾཡサービスをఏڙしɺਤ

ॻؗ間૬ڠޓ力によるจݙෳࣸにର応しͯい·すɻ

20145݄に日本қৼڵ機構アジア経済研究ॴਤ

ॻؗとの間に૬ޓ利用ڠ定を݁びɺ研究ऀおよび開発

スクール研म生へのିग़サービスを࢝Ί·したɻ

201�度の利用統計ɺ開ࣨ日23�日ɺԆӾཡ

ऀ1945人（ɺ学֎ऀ35�人）ɺି ग़�ɺレ0�9

ファレンスड݅403݅ɺਤॻؗ間૬ڠޓ力による

จݙෳࣸड11�݅ɺґཔ49݅となͬͯい·すɻ

ۙɺҰڮ大学機関リポジトリ)&3M&S�*3への研

究ॴץ行物のొサポートɺ統計データ利用ェϒサ

イト)J�Stat… SocJal… ScJeOce…%ataCaTe…/etXorkへの

力ɺ&coO#J[…PartOer…/etXorkによるΦープンアクセڠ

スਪਐ活動へのࢀՃなͲɺ研究情報発৴のࢧԉにऔ

Γ組ΜͰい·すɻ

˙ॴଂίϨΫγϣϯ

「ఇ期ロシアの国家統計」（هٻ߸V-c�7� �39ɺ

"M'�-�35）

「アϜ ー ル ௐ ࠪ ୂ の 業  シリーζ 」（  ٻ ه ߸

V3c�42�5）

「ϰェトナϜ市場経済Խࢧԉ開発策ௐࠪ」ଞ

httQ���XXX�Jer�hJt�u�ac�KQ�lJCrarZ�+aQaOeTe�collectJoOT�colJEY�K�html

˙ཹॏਓؔࢿྉ

2003ɺཹॏ人໊༪教तからखߘ・ॻ؆をؚΉ

大なࢿྉ͕دଃ͞Ε·したɻࢿྉのӾཡをر͞Εる

ํɺ事前におਃࠐくͩ͞いɻ·たɺ「ཹॏ人ϝモリア

ルコーナー」においͯࢿྉのҰ部をలࣔしͯい·すɻ

httQ���XXX�Jer�hJt�u�ac�KQ�lJCrarZ�+aQaOeTe�eYhJCJtJoO�JOEeY�html

ྉࣨࢿ
IUUQ���XXX�JeS�IJU�V�Bc�KQ�MJCSBSZ�
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ϛΫϩσʔλੳ
IUUQ���ScJsss�JeS�IJU�V�Bc�KQ�+BQBOese�NJcSP�

Ұڮ大学経済研究ॴ附属社会科学統計情報研究セ

ンターɺ日本学ज़会ٞの報ࠂにݺ応しͯɺ2002（ฏ成…

14）にミクロデータの利用のたΊの「ミクロデータ分

析セクション」をઃけɺ統計のミクロデータの利用

をଅਐする活動を行͏͜ととし·したɻその的զ͕

国の実証分析の水準を向上するたΊにɺ統計のミ

クロデータをશ国の研究ऀ͕ैདྷよΓよΓく利用

Ͱ͖るよ͏にするたΊの組織・ࢪઃを構築する活動を

新たに行お͏とい͏のͰ

すɻ·たɺ͜ の活動経済研

究ॴの21世ل$O&プロά

ラϜ「社会科学の統計分析

拠点構築」の研究としͯ

位置けらΕͯい·したɻ

Ұํɺ総ল統計ہ統計

ௐࠪ部ɺ「統計行の新

たなల開ํ向」（֤ল統

計ओ部ہ長会ٞਃ合

ͤ）に基ͮいͯɺ統計

のミクロデータఏڙの在Γ

ํのݕ౼を行ͬͯい·し

たɻ学ज़的Ͱのఏڙにͭ

いͯݕ౼するたΊに学

界ଆのڠ力͕ඞ要Ͱ͋る

͜とからɺ21世ل$O&プロ

άラϜ「社会科学の統計分

析拠点構築」の研究を行ͬ

ͯいる本センターにɺミク

ロデータをఏڙするࢼ行的

システϜを構築する͜とに

ͭいͯのڠ力ґཔ͕͋Γ·

したɻ本センターɺ「ミクロデータ分析セクション」の

活動の的にԊ͏のͰ͋る͜とからɺ͜ のґཔに応͑

ͯɺൿಗॲཧをࢪした統計ミクロデータをɺશ国の

大学研究ऀに学ज़研究のたΊఏڙするࢼ行的システ

Ϝを構築し·したɻ

ɺ͜ڙ行的ఏࢼ のよ͏に統計のミクロデータ

ఏڙの在Γํをݕ౼するたΊͰ͋Γɺ͞ らにɺその経ݧ

と実ɺ2007（ฏ成19）にվਖ਼͞Εた統計๏に基

ͮくಗ໊データఏڙのӡ用のたΊのΨイυライン作成

に活用͞Εͯい·すɻ

においͯ利用Ͱ͖たௐࠪɺब業構基ڙ行的ఏࢼ

本ௐࠪɺશ国消費実態ௐࠪɺ社会生活基本ௐࠪɺॅ ・

統計ௐࠪの4ͭͰ͋Γɺ2004（ฏ成1�）11݄から

利用ऀのื集を開࢝しɺ200�（ฏ成20）10݄の࠷ऴ

ื集·ͰͰ132݅のਃをडཧし·したɻ

本センターɺ͜ のよ͏な活動͕ධ価͞Εɺ（ࡒ）日本

統計ڠ会の200�（ฏ成1�）

度統計活動ྭにଓ

͖ɺ2007（ฏ成19）9݄に

日本統計学会からୈ3ճ統

計活動をडし·したɻ

2009（ฏ成21）4݄か

ら新しい統計๏͕શ໘ࢪ行

͞Εɺ新たにެ的統計のಗ

໊データఏ͕ڙ開࢝͞Ε·

したɻҰڮ大学Ͱɺ2009

（ฏ成21）3݄にಠཱ行

๏人統計センターとڠ

定を݁びɺब業構基本ௐ

ࠪɺશ国消費実態ௐࠪɺ社

会生活基本ௐࠪɺॅ ・

統計ௐࠪ及び࿑ಇ力ௐ

ࠪのಗ໊データのఏڙを

行ͬͯい·すɻなおɺ国ௐ

ࠪのಗ໊データのఏڙɺ

2013（ฏ成25）12݄か

ら開࢝し·したɻ·たɺ2010

（ฏ成22）4݄からҰڮ

大学経済研究ॴ共同利用・

共同研究拠点事業「統計ಗ໊データ利用ଅਐプロ

άラϜ」によるएख研究ऀへの利用ଅਐプロジェクトを

行ͬͯおΓ·すɻ

͞らにɺ2017（ฏ成29）1݄から総ল͕ਪਐしͯ

いるΦンサイトࢪઃのࢼ行ӡ用を開࢝し·したɻ·たɺ

ΦフサイトࢪઃからのଓをՄ能とするたΊɺ҉߸Խ

による計ࢉシステϜの研究を行ͬͯおΓ·すɻ
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౷ܭσʔλϕʔε
IUUQ���XXX�JeS�IJU�V�Bc�KQ�+BQBOese�EBUBCBses�

σʔλϕʔεΨΠυʗσʔλΞΫηεαʔϏε

)J�4UBU�4PcJBM�4cJeOce�%BUBCBse�/eUXPSL
httQ���XXX�Jer�hJt�u�ac�KQ�hJTtatEC�
「経済社会リスク研究機構」ɺҰڮ大学経済研究ॴࢿྉࣨとのڠ力のとɺ経済研究ॴ͕作成・ऩ集したデー

タϕースを紹介するェϒサイト)J�Stat…SocJal…ScJeOce…%ataCaTe…/etXorkをཧしɺొ データϕースを֦ॆ
しͯい·すɻ

ެత౷ܭɾڀݚॴॴଂσʔλ

ެత౷ܭϛΫϩσʔλͷར༻
httQ���rcJTTT�Jer�hJt�u�ac�KQ�+aQaOeTe�mJcro�JOEeY�html

Ұڮ大学経済研究ॴ附属社会科学統計情報研究センターɺಠཱ行๏人統計センターと࿈ڠܞ力しɺ学ज़研
究を行͏研究ऀをରとしͯެ的統計のಗ໊データのఏڙなͲをਪਐしͯい·すɻ

ಠࣗूܭ
httQ���rcJTTT�Jer�hJt�u�ac�KQ�+aQaOeTe�EataCaTe�TQecJal�html

Ұڮ大学社会科学統計情報研究センターɺ「経済社会リスク研究機構」と共同しͯ統計ミクロデータの2
次利用をࢧԉする活動を行ͬͯい·すɻその活動のҰとしͯɺ研究のࢹ点からॏ要Ͱ͋るにかかわらͣௐࠪ
実ࢪ部ہͰ実ࢪしͯいないよ͏な集計をಠࣗに行いɺ݁ Ռをެ開しͯい·すɻ͜ Εを「ಠࣗ集計」とݺびɺそのと
͖Ͳ͖の学問的な՝題に応ͯ͡実ࢪしͯいく͜ ととしͯい·すɻ

*16.4�*OUeSOBUJPOBM
httQT���JOterOatJoOal�JQumT�orH�JOterOatJoOal�

Ұڮ大学経済研究ॴɺ学ज़研究を行͏日本の研究ऀをରとしͯɺ研究ڠ力に͋るミネιタ大学人口セン
ター（MP$… �MJOOeTota… PoQulatJoO…$eOter
͕ఏڙする世界֤国の国ௐࠪを統合したಗ໊データ利用のਪਐ
をしͯい·すɻ

Ұڮେֶڀݚࡁܦॴॴଂσʔλɾࢿྉͷհ
　͜のコーナーɺҰڮ大学経済研究ॴにॴଂ͞Εͯいる֤छデータ・統計ࢿྉを紹介しɺ͋ わͤͯ研究ऀへの
利用ํ๏・Ψイυをఏڙする͜とを的としͯい·すɻ紹介͞Εたデータ・ࢿྉɺҰڮ大学経済研究ॴࢿྉࣨお
よび社会科学統計情報研究センターにॴଂ͞ΕͯおΓɺ研究的のӾཡ利用͕Մ能Ͱすɻ
˔経済研究ॴOP"$（ଂॻࡧݕ）　httQT���oQac�lJC�hJt�u�ac�KQ�oQac�oQac@Tearch� TmoEe�1
˔Ұڮ大学経済研究ॴࢿྉࣨ　httQ���XXX�Jer�hJt�u�ac�KQ�lJCrarZ�+aQaOeTe�JOEeY�html
˔社会科学統計情報研究センター　httQ���rcJTTT�Jer�hJt�u�ac�KQ�+aQaOeTe�

ࡁܦظ౷ܭ

ΞδΞࡁܦظ౷ܭ
アジア長期経済統計プロジェクト	"TJaO…)JTtorJcal… StatJTtJcT… ProKect�…"S)ST"T…QroKect
Ͱɺ「経済社会リス

ク研究機構」および科学研究費ิॿ金基൫研究（S）「サービス産業の生産性：決定要因と向上策」のサϒプロジェ
クトのҰͭとしͯɺアジアҬをରにୈೋ次世界大戦Ҏ前からݱ在にいたる·Ͱの長期的な経済統計をɺ国ຽ
経済計ࢉମܥ	S/"
に基ͮいͯਪ計しͯい·す	プロジェクトの֓要にͭいͯh アジア長期経済統計 のɦग़൛اը

（httQ���XXX�Jer�hJt�u�ac�KQ�$O&�+aQaOeTe�homeQaHe�P6#OEaka�html）を͝ཡԼ͞い
ɻ
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˔"S)ST"T…T"*8"/（ߔ口හ行ฤ	200�
h アジア長期経済統計…1… にɦऩ͞Εたデータ	ӳޠ
൛

httQ���Hcoe�Jer�hJt�u�ac�KQ�eOHlJTh�reTearch�EataCaTe�aThTtat@taJXaO�html

˔"S)ST"T…$)*/"（ೆ྄ਐ・จฤ（2014）hアジア長期経済統計…3…中国 にɦऩ͞Εたデータ	ӳޠ
൛

（準උ中）

ΞδΞࡁܦظ౷ૅج�ܭσʔλ
httQ���hJ�Ttat�Jer�hJt�u�ac�KQ�reTearch�EataCaTe�aThTtat�html

アジア長期経済統計プロジェクト（"TJaO…)JTtorJcal… StatJTtJcT… ProKect�… "S)ST"T… QroKect）Ͱɺ「経済社会
リスク研究機構」のサϒプロジェクトのҰͭとしͯɺアジアҬをରにୈೋ次世界大戦Ҏ前からݱ在にいたる
·Ͱの長期的な経済統計をɺ国ຽ経済計ࢉମܥ（S/"）に基ͮいͯਪ計しͯい·す（プロジェクトの֓要にͭい
ͯh アジア長期経済統計 のɦग़൛اը（httQ���XXX�Jer�hJt�u�ac�KQ�$O&�+aQaOeTe�homeQaHe�P6#OEaka�
html）を͝ཡԼ͞い）ɻ͜ ͜Ͱਪ計作業に用いらΕる基礎データをݧࢼ的にެ開しͯい·すɻ
˔　қデータ

国別༌ग़（戦前）�国別༌ೖ（戦前）�国別қ （ֹ戦後）�別༌ग़（戦前）�別༌ೖ（戦前）�別・国別Ҡग़
（戦前）�別・国別Ҡೖ（戦前）�国際標準қ分 （ྨS*T$…r1）

˔中国　қデータ
別༌ग़ೖ（戦前）

˔日本　ݝ別作物作໘ ・ੵऩ֭高データ：1��3�1940
ถ�ഴ�大౾�খ౾�҄�ඕ�٪ڶ�ഴ�ॽ�അླॼ…	2009�2�10…վగ
�実໖�大ຑ�༿ཟ�༿Ԏ�ࡊ�छ܂�ാ�ാ

ʢຊʣࡁܦظ౷ܭσʔλϕʔε
httQ���rcJTTT�Jer�hJt�u�ac�KQ�+aQaOeTe�EataCaTe�loOH�html
ʰ長期経済統計 	ɦ大Ұ࢘・ࣰ 
��代ฏ・കଜຢ次मɺ౦༸経済新報社ɺ19�5�19ࡾݪɺۙ 代日本経済のྺ࢙

統計をɺ経済活動のॾ分にわたͬͯਪ計ɺՃなͲしͯମܥ的に集成したҰ࿈の統計ॻͰすɻそΕらɺ໌ …࣏
元Ҏ߱ɺ国ຽ経済の計ࢉମܥにଈしͭͭɺྻܥ࣌的に経済統計をඋしͯい·すɻ͜ のh 長期経済統計 をɦओ要
経済統計としͯデータϕースԽしたの 「͕長期経済統計データϕース」Ͱすɻ

ظҬࡁܦ౷ܭσʔλϕʔε	3�-5&4

Ұڮ大学経済研究ॴͰɺアジア長期経済統計プロジェクト（"TJaO…)JTtorJcal… StatJTtJcT… ProKect�… "S)ST"T…

QroKect）のҰとしͯɺ日本のಓݝの長期経済統計のਪ計を行ͬͯい·す͕ɺ本データその成ՌのҰ部
Ͱすɻ

ᦴಊ܉・᎗੪・ジϟン…パスΧル…όッシーϊ・ਂ ඌ࢘ژ「戦前期日本のݝ総生産と産業構」h 	経済研究ʱ
Vol��0…/o�2… 20094݄
ɺならびにその૿గ൛Ͱ͋る(loCal… $O&…)J�Stat…%JTcuTTJoO… PaQer…/o�… 71（httQ���
Hcoe�Jer�hJt�u�ac�KQ�reTearch�EJTcuTTJoO�200��HE09�071�html）Ͱ…ਪ計・分析した戦前期日本のݝ別ૈ
Ճ価ֹに関するデータͰすɻ
˔産業別ૈՃ価 ：ֹݝ別の産業別ૈՃ価 （ֹ1�90…1909…1925…1935…1940）

httQ���Hcoe�Jer�hJt�u�ac�KQ�reTearch�EataCaTe�Eata�JOEuTtrZ@Wa�YlT
˔業ૈՃ価 ：ֹ業に関するݝ別のૈՃ価 （ֹ1��3�1940）

httQ���Hcoe�Jer�hJt�u�ac�KQ�reTearch�EataCaTe�Eata�aHrJculture@Wa�YlT
˔…業産業中分ྨ別ૈՃ価 （ֹ201010݄1日վగ）：業に関する産業中分ྨ別（9分ྨ）のૈՃ価

 （ֹ1�74…1�90…1909…1925…1935…1940）
httQ���Hcoe�Jer�hJt�u�ac�KQ�reTearch�EataCaTe�Eata�maOufacturJOH@Wa�YlT

˔産業別༗業人口：ݝ別の産業別（�分ྨ）༗業人口（190�…1909…1925…1935…1940）
httQ���Hcoe�Jer�hJt�u�ac�KQ�reTearch�EataCaTe�Eata�Qrefecture@QoQ�YlT
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Ճ౷ܭγϦʔζʢҰڮେֶڀݚࡁܦॴʣ
httQ���Hcoe�Jer�hJt�u�ac�KQ�reTearch�EataCaTe�Eata�kakou@tokeJ@JchJraO�QEf
「Ճ統計シリーζ」とɺҰڮ大学経済研究ॴの教の指ࣔにैͬͯɺ࣌の統計ݱ）在の統計情報サービ

スならびにిࢉ機ࣨ）͕ 行ͬた統計作業の݁ՌのҰ部を౽ࣸした部ࢿߟࢀྉͰɺ19�7から1991の間に
計29発行͞Ε·したɻその༰ɺ戦前日本の২ຽの業ࡒなͲの֤छ統計ɺ国ا業ւ֎産業の分
析ࢿྉなͲ多ذにわたͬͯい·すɻ͜ Εら統計දɺಛ定の研究的のたΊに作成͞ΕたのͰす͕ɺଞの研究
のたΊにく利用Մ能Ͱ͋ると͑ߟらΕ·すɻ

/eX�.BEEJsPO�1SPKecU�%BUBCBse
httQ���XXX�HHEc�Oet�maEEJToO�maEEJToO�QroKect�Eata�htm

OHuT"ނ … MaEE J ToOフローχンήン大学教तのデータϕースをҾ͖ܧいͰɺフローχンήン大学のthe…
(roOJOHeO…(roXth… aOE…%eWeloQmeOt…$eOtreにઃ͞Εたɺ世界֤国の1人͋たΓ(%Pと人口に関する長期
統計をఏڙするデータϕースɻҰڮ大学経済研究ॴɺ౦アジアを代දするܗͰ͜のプロジェクトにࢀՃしɺ日
本ɺɺேのデータをఏڙしͯい·すɻ

σʔλϕʔεଞۀاɾۀ࢈

+*1σʔλϕʔε
「経済社会リスク研究機構」ɺ経済産業研究ॴ「産業・ا業生産性向上」プロάラϜとڠ力しͯ日本産業生産性

データϕース（+aQaO… *OEuTtrJal… ProEuctJWJtZ…%ataCaTeɺҎԼͰ+*Pとུه）のվగとߋ新をਐΊ͖ͯ·したɻ࠷
新൛の+*P2015ɺ日本経済શମにͭいͯ10�部門別にɺશ要ૉ生産性（T'P）をਪ計するたΊにඞ要なࢿ本サー
ビスೖとࢿ本コストɺ࣭ をྀߟした࿑ಇೖ指と࿑ಇコストɺ໊ および実࣭の産ग़・中間ೖの次データ

（1970�2012をΧόー）とɺT'Pの上ঢを計ࢉした成長会計の݁Ռから構成͞Εͯい·すɻ
˔+*P2015（201512݄）ʦ経済産業研究ॴにおけるェϒϖージϔのリンクʧ

httQ���XXX�rJetJ�Ho�KQ�KQ�EataCaTe�+*P2015�JOEeY�html

3�+*1σʔλϕʔε
「ಓݝ別産業生産性データϕース」（3eHJoOal�-eWel… +aQaO… *OEuTtrJal… ProEuctJWJtZ…%ataCaTeɺҎԼͰ

3�+*Pとུه）ɺҰڮ大学経済研究ॴと経済産業研究ॴ「産業・ا業生産性向上」プロάラϜのڠ力によΓ構築し
たɺ日本のҬ間生産性֨ࠩ産業構を分析するたΊの基礎ࢿྉͰすɻ࠷新൛の3�+*P2014ɺ1970から
2009におけるɺಓݝ別23産業別にશ要ૉ生産性を計測するたΊにඞ要なɺ໊ ・実࣭Ճ価ɺ࣭ のҧい
をྀߟしたࢿ本・࿑ಇೖɺ産業別શ要ૉ生産性水準のݝ間֨ࠩとݝ別産業別શ要ૉ生産性上ঢの計測݁Ռɺ
の（ྐྵ）次データから構成͞Εͯい·すɻ
˔3�+*P2014（20155݄）ʦ経済産業研究ॴにおけるェϒϖージϔのリンクʧ

httQ���XXX�rJetJ�Ho�KQ�KQ�EataCaTe�3�+*P2014�JOEeY�html

$*1σʔλϕʔε
中国産業生産性（$hJOa… *OEuTtrJal… ProEuctJWJtZɺҎԼͰ$*Pとུه）データϕースɺҰڮ大学経済研究ॴと

経済産業研究ॴ「産業・ا業生産性向上」プロάラϜの共同研究の成Ռとしͯ2011にެද͞Εɺその後վగとߋ
新を行͖ͬͯ·したɻ࠷新の$*P3�0データϕースɺ19�0�2010における37部門のྻܥ࣌ೖ産ग़ද（໊・実
࣭）ɺࢿ・ࢿ本ストックɺࢿ本ೖ指・࿑ಇೖ指から構成͞Εͯい·すɻ
˔$*P3�0（2015�݄）ʦ経済産業研究ॴにおけるェϒϖージϔのリンクʧ

httQ���XXX�rJetJ�Ho�KQ�KQ�EataCaTe�$*P2015�JOEeY�html

8PSME�,-&.4�%BUBCBse
世界֤国にͭいͯ産業構と産業レϕルのશ要ૉ生産性をਖ਼֬に計測するたΊのデータϕース構築を指すɺ

国際࿈ܞプロジェクト͕作成したデータϕースͰすɺҰڮ大学経済研究ॴの「経済社会リスク研究機構」経済産
業研究ॴ「産業・ا業生産性プロジェクト」とڠ力しͯɺ日本（+*Pデータϕース）と中国（$*Pデータϕース）に関する
データをఏڙしͯい·すɻ
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&6�,-&.4�%BUBCBse
産業レϕルͰશ要ૉ生産性の動向その水準にͭいͯ国際ൺֱをՄ能にするたΊにɼԤभҕ員会のࢧԉͰ開

·ՃしͯいࢀΕたプロジェクト͕作成したデータϕースͰすɽ&6Ճໍ国を中৺にɼถ国日本の研究機関͕࢝͞
すɽҰڮ大学経済研究ॴ「経済社会リスク研究機構」ɺ経済産業研究ॴ「産業・ا業生産性プロジェクト」とڠ力し
ͯ日本（+*Pデータϕース）に関するデータを&6…,-&MS用に࠶集計しͯ&6…,-&MSプロジェクトにఏڙしͯい·すɻ
˔&6…,-&MS…<&6…,-&MSプロジェクトにおけるェϒϖージϔのリンク>

httQ���XXX�euklemT�Oet�

8PSME�*OQVU�0VUQVU�%BUBCBseʢ8*0%

日本ɺ中国ɺถ国ɺ&6Ճໍ国なͲ40Χ国をରとしɺ1995�2014をΧόーするྻܥ࣌多国間産業࿈関දから

構成͞Εるデータϕースɻ「経済社会リスク研究機構」ɺ経済産業研究ॴ「産業・ا業生産性向上」プロジェクトと
·しͯいڙ集計しͯఏ࠶力しͯ日本（+*Pデータϕース）と中国（$*Pデータϕース）に関するデータを8*O%用にڠ
すɻ
˔…8orlE… *OQut�OutQut…%ataCaTe（201�）<8orlE… *OQut�OutQut…%ataCaTeプロジェクトにおけるェϒϖージ

ϔのリンク>
httQ���XXX�XJoE�orH�home<TM1�>

౦ΞδΞ্ۀاσʔλϕʔεʢ&A-$ʣ
「経済社会リスク研究機構」ɺ日本経済研究センター・Ұڮ大学経済制度研究センター・日本大学中国アジ

ア研究センター・ιル大学ا業ڝ૪力研究センターとڠ力しͯ౦アジア上場ا業データϕース… 	&aTt… "TJaO…
-JTteE…$omQaOJeT…%ataCaTeɺҎԼͰ&"-$とུه）のվగとߋ新をਐΊ͖ͯ·したɻ࠷新൛の&"-$…2010ɺ
日中ؖのશ上場ا業をରにɺશ要ૉ生産性（T'P）をਪ計するたΊにඞ要なࢿ本ストックとࢿ本コストɺ࿑ಇ
ೖ（マンアϫー）と࿑ಇコストɺ໊ および実࣭の産ग़・中間ೖの次データとɺߪങ力ฏ価Ͱௐした֤ا
業のT'P水準ɺから構成͞Εͯい·すɻ
˔&"-$2010（20115݄）<日本経済研究センターにおけるェϒϖージへのリンク>

httQ���XXX�Kcer�or�KQ�reQort�aTJa�EetaJl3735�html�EataCaTe
˔データϕースにͭいͯৄしくͪ͜ら（ディスΧッションϖーパー/o��9）を͝ཡくͩ͞いɻ

httQ���Hcoe�Jer�hJt�u�ac�KQ�reTearch�EJTcuTTJoO�200��HE09�0�9�html

େגओɾһใσʔλϕʔε
200�度Ҏདྷɺ日本の上場ا業の大גओと員	औక・ࠪ
に関する大規模かͭ長期的なデータϕース

の構築にऔΓ組ΜͰ͖·したɻ200�度に大גओデータをެ開しɺ2010度からɺ͜ Ε·Ͱに構築͞Εた
員データをແঈͰ研究ऀの利用にڙしͯい·すɻ
˔大גओ・員データϕース2012<Ұڮ大学　経済研究ॴ　経済制度研究センターにおけるェϒϖージ>

httQ���ceJ�Jer�hJt�u�ac�KQ�+aQaOeTe�EataCaTe�OkaCuOuThJECT�EataCaTe2�html

ର͓ࢿΑͼࢢ構ʹؔ͢Δσʔλϕʔεʢਂඌ࢘ژɾҏ౻ࢠܙʣ
199�にͭいͯ事業ॴ・ا業統計ௐࠪの個ථを集計する͜とによΓ3ܻ業छ別に日本のશ産業にͭいͯ֎ܥࢿ

業統計ௐࠪの集計ֳ経済社会総合研究ا・ग़しͯい·すɻ事業ॴࢉ業のプレθンスおよび市場集中度をا
ॴのプロジェクト「日本の潜在成長の研究」のҰ部としͯ行なわΕ·したɻ3ܻ業छ別ର֎ࢿɺサービス
қɺถ国の業छ別ରࢿの関࿈データにͭいͯҎԼを͝ཡԼ͞いɻ
業統計ௐࠪ個ථデータにとͮく3ܻ業छ別統計ا・業の活動および市場集中度：事業ॴاܥࢿ֎˔

httQ���XXX�Jer�hJt�u�ac�KQ�dfukao�KaQaOeTe�Eata�market�teYt�QEf
˔ਤදデータ

httQ���XXX�Jer�hJt�u�ac�KQ�dfukao�KaQaOeTe�Eata�market�taCle�YlT
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ઓظޙຊݝσʔλϕʔεʢਂඌ࢘ژɾַ ʣ໌ر
ਂඌ࢘ژ・ַ ر 「໌戦後日本国における経済ऩଋと生産要ૉೖʵιロー成長モデルద用Ͱ͖るかʵ」	経

済研究…Vol�51…/o�2
…における実証分析Ͱ用したデータͰすɻ本データを用する場合ɺਂ ඌ・ַ 	2000
をඞ
としͯ͋͛ɺַݙจߟࢀͣ ・ਂ ඌの「日本ݝデータϕース」を用したࢫɺॻいͯくͩ͞いɻ
˔…データの作成ํ๏	P%'�2�,
：データの作成ํ๏ɺਂ ඌ・ַ 	2000
の「ิ」に͋Γ·す͕ɺスϖースの制

Ͱলུͤ͟るをಘ·ͤΜͰしたɻ͜ ͜Ͱৄࡉをهड़し·したɻ
httQ���XXX�Jer�hJt�u�ac�KQ�dfukao�KaQaOeTe�Eata�fukeO2000�EatamakJOH�QEf

本ストックɺެࢿग़ɺຽ間ࢧ総ݝわΕる実࣭別生産関のਪ定にݝ：別生産ݝ…˔ 的ࢿ本ストックɺब業ऀɺ人
的ࢿ本なͲのデータɻ
httQ���XXX�Jer�hJt�u�ac�KQ�dfukao�KaQaOeTe�Eata�fukeO2000�Qfactor�YlT

˔…要ૉҠ動：ݝ別ࢿ本Ҡ動とॴಘҠసをਪ定するたΊඞ要と͞Εるデータɻなおɺ֤ シート໊とシート༰のର応
ද͝ཡԼ͞いɻ
httQ���XXX�Jer�hJt�u�ac�KQ�dfukao�KaQaOeTe�Eata�fukeO2000�moWemeOt�YlT

ઓલظຊͷۚࢿ॥צఆʢ౻ਖ਼ࡾɾࣉॏʣ
౻ਖ਼ࡾ・ࣉॏh 日本金融の量分析 	ɦ౦༸経済新報社ץɺ2000
ऩの「附…戦前金融ࢿ産ෛ࠴高

ද：1�71ʙ1940」をऩしͯい·すɻ֤ データをஶ作物にҾ用͞Εる場合ɺ௨ৗのࣜܗにैͬͯɺग़ॴを໌
๏ͰೝΊらΕた範ғͰϋーυディスクにコϐーしͯ͝利用くͩ͞いɻݖしͯԼ͞いɻฤ集する場合ɺஶ作ه
˔金融ࢿ産ෛ࠴高ද（֤）

httQ���XXX�Jer�hJt�u�ac�KQ�+aQaOeTe�EataCaTeT�kJOOZuThJTaO�,JOZu�YlT
˔部門別構成ൺ（ྻܥ࣌）

httQ���XXX�Jer�hJt�u�ac�KQ�+aQaOeTe�EataCaTeT�kJOOZuThJTaO�,*/:6�koTeJ1�YlT
˔߲別構成ൺ（ྻܥ࣌）

httQ���XXX�Jer�hJt�u�ac�KQ�+aQaOeTe�EataCaTeT�kJOOZuThJTaO�,*/:6�koTeJ2�YlT
˔部門別金融ࢿ産ෛ࠴高ද（ྻܥ࣌）

httQ���XXX�Jer�hJt�u�ac�KQ�+aQaOeTe�EataCaTeT�kJOOZuThJTaO�TJmeT�YlT

*$143�	5Ie�*OUeS�6OJWeSsJUZ�$POsPSUJVN�GPS�1PMJUJcBM�BOE�4PcJBM�3eseBScI

httQ���XXX�Jer�hJt�u�ac�KQ�&OHlJTh�EataCaTeT�*$PS3�html

Ұڮ大学άローόル$O&プロάラϜ「社会科学の高度統計・実証分析拠点構築」Ҏདྷɺ*$PS3国利用ٞڠ会
にՃໍしͯい·すɻ͜ のデータアーΧイϒҰڮ大学の教員ɺ研究員ɺ大学Ӄ生及び学部大学生͕利用Ͱ͖·すɻ
ৄしくͪ͜らを͝ཡくͩ͞いɻ

Ոܭͱ࿑ಇͷ౷ܭσʔλ

Β͘͠ͱ݈߁ͷௐࠪ�	+45A3ɿ+BQBOese�4UVEZ�PG�AHJOH�BOE�3eUJSeNeOU

httQ���XXX�rJetJ�Ho�KQ�KQ�QroKectT�KTtar�JOEeY�html

経済産業研究ॴとҰڮ大学ɺ౦ژ大学	ୈ2ճௐࠪよΓࢀՃ
Ҏ上のࡀしͯいるɺ50ࢪ力しͯ2007から実ڠ͕
中高ྸऀをରとしたパネルௐࠪͰすɻ高ྸऀの経済໘ɺ社会໘ɺおよび݈߁໘に関する多༷な情報をؚΜͰい
るͩけͰなくɺઌਐ֤国ͰすͰに実͞ࢪΕͯいる)ealth…aOE…3etJremeOt…StuEZ…	)3S…6S"
…SurWeZ…of…)ealth…
"HJOH… aOE… 3etJremeOt… JO… &uroQe… 	S)"3&… coOtJOeOtal… &uroQe
… &OHlJTh… -oOHJtuEJOal… StuEZ… of… "HJOH…
	&-S"… #rJtaJO
…といͬたௐࠪとのൺֱՄ能性を࠷大ݶҡ࣋するよ͏にઃ計͞Εɺ本データを分析する͜とͰ日本
の高ྸऀのಛҟ性とීว性をٻする͜と͕Մ能Ͱすɻ͜ のҙຯにおいͯɺ+ST"3日本ॳの「世界標準」のパネ
ルデータௐࠪとい͑·すɻ
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ެ։࠲ߨ

ԋձߨେֶ࿈߹จԽ࢛

httQ���XXX�Jer�hJt�u�ac�KQ�4uu�
౦ژҩ科ࣃ科大学・౦ژ֎国ޠ大学・౦ژ業大学・

Ұڮ大学ɺ20013݄に࢛大学࿈合ݑষを݁びɺਅ

に国際ڝ૪に͑͏る研究教ҭମ制をཱ֬すくɺた

Ώ·͵力をଓけͯ·いΓ·したɻ200�よΓ「境・

社会・人間における「҆શ・̓ ৺」を୳る�҆શͰ҆৺

のग़དྷる社会�ʙ学ज़研究の࠷前ઢを͞しくղઆす

るʙ」とい͏テーマに基͖ͮɺຖɺळにҰൠ向けのߨ

ԋ会を開࠵しͯい·すɻ

ୈ��ճ

࣌ 201�  10 ݄2�日（金）

ॴ Ұߨڮಊ（౦ژઍ代ా۠）

ԋߨ 「生ҩྍ࠶όイΦマテリアルによる」（学研究ॴ…教तྉࡐ科大学生ମࣃҩ科ژ౦）থా؛
Ѩ部म人（Ұڮ大学経済研究ॴ…教त）「ミクロのऔҾデータからわかるマクロ経済のध要とڅڙ」
֎ণ（౦ژ֎国ޠ大学アジア・アフリΧޠݴจԽ研究ॴ…।教त）「फ教͕ฆ૪を生Έग़すと͖ʵೆアジアのϜスリϜ・
ώンυΡー教ెの関から」
৳ࢁ（౦ژ業大学科学ٕज़成研究ӃԽ学生໋科学研究ॴ…教त）「ナϊテクϊロジー͕くະདྷҩྍʵମපӃ
の実ݱを指しͯɻ 」

ԋ　ΠϯϑϨʔγϣϯ � ཧͱ࣮ݱ

࣌ 2017 2 ݄17日（金）

ॴ T,P ౦ژӺീॏऱΧンファレンスセンター（౦ژ中ԝ۠）

։ձѫࡰ ଜ行৳（Ұڮ大学経済研究ॴ…ॴ長）

Ωʔϊʔτ
εϐʔν

ాᚸҰ（日本ۜ行…اըہ長）「日本ۜ行の金融策と日本経済」

ใࠂ Ѩ部म人（Ұڮ大学経済研究ॴ…教त）「日本の家計のインフレ期ܗ成 � 経済実ݧによる合ཧ的期ܗ成Ծઆのݕ
証 」ɻ
上ాࡾߊ（ૣҴా大学࣏経済学ज़Ӄ…教त）「人口動態とデフレ」
+ameT…:etmaO…（#*S（国際決済ۜ行）……PrJOcJQal…&coOomJTt）…�The…eWolutJoO…of…JOq…atJoO…eYQectatJoOT…JO…+aQaO�

ύωϧ
σΟεΧο
γϣϯ

「日本経済のݱঢ়とݟ௨し（インフレーションの動向を中৺としͯ）」
モデレーター：Ԙ࿏ӻ࿕（Ұڮ大学大学Ӄ経済学研究科…教त）
パネリスト：関ࠜහ （ོ日本ۜ行…ௐࠪ統計ہ長）
高ా（Έͣ΄総合研究ॴ…ৗࣥ行員チーフΤコϊミスト）
ত٢（ࡾҪॅ༑アセットマネジϝントཧ事…チーフΤコϊミスト）
ଜౢؼҰ（シティάループ証݊・ௐࠪ本部ࢿ戦ུ部…経済・金利戦ུάループチーフΤコϊミスト）

ดձͷ
༿ݴ

総合࢘会 � খԘོ࢜（Ұڮ大学経済研究ॴ…教त）

ҰڮେֶࡦϑΥʔϥϜ

httQ ���XXX�hJt �u �ac � KQ�keOkZu�QroKect� forum�
html
長い経済ఀɺ経済的・࣏的なࠞɻそのなかͰɺ日本

新しい経済成長のݪ動力と世界࣏におけるݙߩの

͋ΓํをٻΊͯ模ࡧをଓけͯい·すɻ本フΥーラϜɺ次

の日本を指しͯɺҰڮ大学の研究ऀのاըによる策

発৴を行͏͜とを的としͯい·すɻ֤ 分のୈҰ人ऀ

策の࠷前ઢの人たͪとの౼を経ͯɺ研究成Ռを研͗

·͞Εた策としͯ発৴する͜とを指しͯい·すɻ
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Ұڮ大学経済研究ॴɺ1940（ত15）4݄1日ɺ

౦ژ科大学附属ਤॻؗにઃ置͞Εた౦ѥ経済研

究ॴに࢝·Γ·すɻॳ制Ͱなくɺ౦ژւ上の会長

Ͱ͋ͬた֤٢ݠの学د金をとにɺ予ͯ学に

研究ॴをઃ置しɺ「౦ѥॾ国の経済のཧ的ɺ実証的研

究」を行͏͜とを計ըしͯいた上ాః次学長͕ॳ代

ॴ長にबし·したɻॳઐの研究員3人Ͱɺॴ

員のओ力学部の݉教員Ͱしたɻ

19405݄ɺ上ాのٸ੦によΓɺ学長の高ଠ͕

2代のॴ長にबし·したɻ高研究ॴの制Խと

科大学ژԽにΊɺ194011݄に౦ڧԉମ制のࢧ

学ஂࡒઃཱ期成会を݁成ɺ1942にد金͕�00

ສԁにୡしɺ�݄に学ஂࡒのઃཱ͕ೝՄ͞Ε·したɻ

͜Εにઌཱͬͯɺ19422݄に制͕ࢪ行͞Εɺわ͕国

ॳの国ཱの経済研究ॴ࠷ 「͕౦ѥにおける経済に関す

る総合研究」を行͏たΊ大学に附置͞Ε·したɻদ要

を研究部長にh ౦ѥ経済研究ॻ ɺɦh ౦ѥ経済報ʱ

のاը͕ਐΈ·したɻ࣌のなかͰɺシンΨポールに

ೆํ総܉܉総部ௐࠪ部͕置かΕɺ多くのॴ員͕ೆ

ํௐࠪにै事し·したɻ

ୈೋ次大戦後のൈ本的վֵととにɺ౦ѥ経済研究

ॴ経済研究ॴになΓɺ研究的「世界֤国の経済

に関する総合研究」にվΊらΕ·したɻ19473݄に大

௩金೭ॿ͕ॴ長にबしɺ研究ॴの࠶ฤとい͏ࠔな

՝題を୲͏͜とになΓ·したɻ19495݄ɺ国ཱ学ߍઃ

置๏による新制大学の発とととにɺҰڮ大学経済

研究ॴとなΓɺ「日本及び世界の経済の総合研究」を

的とする͜とになΓ·したɻ͜ Ε͕ࠓ日の経済研究ॴͰ

͋Γɺ11݄にཹॏ人͕研究ॴ選ग़のॳ代ॴ長にब

しɺཌ19501݄にh 経済研究ʱ͕ ͞ץΕɺ1953

�݄からh 経済研究ॻʱ͕ 行͞Ε経済研究ॴのץ

礎ੴとなͬͯい·すɻ

࣌ɺཹ「経済研究ॴの構」（1949）Ͱ次の

よ͏にड़ͯい·すɻ࠷力点を置いͯいるの「国

ຽॴಘと࠶生産」Ͱɺ͜ の問題ɺཧ的ɺ統計的・実証

的ɺ策的なॾଆ໘をͪɺ共同研究の利点大͖い

のͰɺ多くの人͕関わΓをͭよ͏にしͯいるɻそのଞ

にɺ統計学と計量経済学ɺアϝリΧ経済ɺι࿈経済͕

͋Γɺ経済ݹయの研究高くධ価しͯऔΓ上͛るํͰ

͋るɻ͜ Εに日本経済͕ՃわΓɺ日本経済ɺ国ຽॴಘɺ成

長աఔに関する統計的・実証的研究ɺι࿈ɺ中国ɺ社会

ओٛ経済に関する研究ɺ学界をリーυするのと

なΓ·したɻ1957にロックフェラーஂࡒのԉॿͰɺ

大Ұ࢘をチーフとする国ຽॴಘਪ計研究会͕組織͞

Εɺその成Ռ͕શ14רにおよͿ日本のh 長期経済統計ʱ

（大Ұ࢘・ࣰ 代ฏ・കଜຢ次ฤɺ19�5ʙ��）にࡾݪ

݁実し·したɻ

新制の経済研究ॴ発࣌の研究部門ɺアϝリΧ

経済ɺι࿈経済ɺ国ຽॴಘ・࠶生産ɺ統計学ɺݹయ経済の

5部門Ͱした͕ɺཌにɺ日本経済͕૿ઃ͞Ε·したɻ

その後ɺ日本経済͕ୈҰɺୈೋとなΓɺӳ国及びӳ࿈

経済ɺ中国及び౦ೆアジア経済͕Ճわͬͯ9部門にな

ⵂڀݚ�ॴͷհ

༐…ஶhాࢁ ౦ဌ業生産指Ꮠの研究：・

ே・ᖯの部 ౦ɦژ科大ላ౦ဌៃᖖ研究

ॴ研究ॻʀୈ̍ၽɺ1942

౦ژ科大学౦ဌៃᖖ研究ॴ…ฤ

ʰ౦ဌៃᖖ研究報　ୈҰᥒʱ

日本ධ社ɺ1942

ʰៃᖖ研究 ɦץᥒɺؠॻళɺ

1955

ॴͷԊֵڀݚࡁܦ
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Γɺ19�1に国際経済ɺ1977·Ͱにɺ経済計測ɺ経済

ମ制ɺ金融経済ɺݱ代経済分析͕૿ઃ͞Εͯ14部門に

·Ͱ૿͑·したɻしかしɺলྩのվਖ਼ととにɺ197�ʙ

79にɺ大研究部門制に࠶ฤ成͞Εɺ日本・アジアɺถ・

Ԥ・ι࿈経済ɺݱ代経済ɺ経済ମ制ɺ経済システϜղ析

の5大研究部門にվ組͞Εͯݱ在にいたͬͯい·すɻ

共同研究プロジェクトɺͪΖΜ研究部門研究

ॴのを͑ͯ行わΕ͖ͯ·したɻその後ɺ5大研究部

門のฤ成にมԽ͋Γ·ͤΜͰした͕ɺ2000に経

済制度研究センター͕ઃ置͞Εɺ国の֎の研究 ・ऀ

研究機関とのネットϫークを大いに͛·したɻ19�4

にઃ置͞Εた日本経済統計จݙセンターɺ2002

の֦ॆվ組Ͱミクロデータ分析セクションをઃけɺ社会

科学統計情報研究センターとなΓ·したɻ同センター

総ল統計ہとڠ力しͯ統計ミクロデータのఏڙ

を行ͬͯい·すɻ·た2007にɺ世代間問題研究機

構͕発しɺ4ͭのলிとの࿈ܞ融合による࠷ઌ

研究拠点のܗ成を指しͯい·すɻ͞ らにɺ日本経済

͕໘する༷ʑなリスクの実証分析拠点としͯɺ経済社

会リスク研究機構͕2014にઃ置͞Ε·したɻS3*Ұڮ

大学消費ऀߪങ指を定期的にެදしͯい·すɻ

金ࣈౝとなͬたh 長期経済統計 のɦ統をܧঝしͭ

ͭɺ1995ʙ2000に「アジア長期経済統計プロジェ

クト」͕ 組織͞Εɺ·た199�ʙ99に科学研究費ิ

ॿ金・ॏ点ྖҬ研究「統計情報活用のフロンティアの֦

大」ɺ2000ʙ05に「世代間利ௐプロジェクト」

ཱ͕ͪ上͛らΕ·したɻ͜ ͏した共同研究の実をと

にɺ2003ʙ07にೋͭの21世ل$O&プロάラϜ「社

会科学の統計分析拠点構築」ɺ「ݱ代経済システϜの規

範的ධ価と社会的選択」ɺ及び学ज़成研究「日本経

済の物価ม動ダイナミクスのղ໌」ɺಛ別ਪਐ研究「世

代間問題の経済分析」͕ ཱͪ上͛らΕ·したɻ͜ Εら

ʰ経済研究 3ɦ0प（19�0）の「ճސとల」Ҏ߱ɺཧ

的研究のڧԽɺ策的ࢹ点のॏࢹɺ͋ るいཧと

実証の૬的な研究ޮՌをแׅした制度・策研究を

ਪਐするなかͰՄ能となͬた研究プロジェクトͰすɻೋ

ͭの21世ل$O&プロάラϜを統合・発లͤ͞るܗͰά

ローόル$O&「社会科学の高度統計・実証分析拠点構

築」ਪਐ͞Ε·したɻその国際共同研究ɺݱ在ɺҰ

Ε͕ܧ大学の社会科学高研究Ӄ…（)*"S）…にҾ͖ڮ

ͯい·すɻ

経済研究ॴɺ21世لになるࠒからɺ「日本及び世界

の経済の総合研究」にՃ͑ͯɺ「ಠ的な世界࠷ઌ研

究のਪਐ」ɺ「֎における研究ऀコミϡχティの共同

研究拠点・ϋϒのܗ成」を新たなミッションとしͯՃ͑

るよ͏になΓ·したɻ2010度にɺจ部科学লの共

同利用・共同研究拠点制度によΓ「日本及び世界経済

の高度実証分析拠点」にೝ定͞Εɺ共同研究プロジェク

トɺセンターをコアにしͯɺ共同利用・共同研究拠点

の実࣭͕ܗ成͞Εͯい·すɻ2010ʙ2015度の期

ධ価Ͱɺ「"：…拠点としͯの活動֓Ͷॱௐに行わΕ

ͯおΓɺ関࿈コミϡχティへのݙߩ͋Γɺࠓ後ɺ共同

利用・共同研究を௨͡た成ՌޮՌ͕期͞Εるɻ」と

い͏総合ධ価をಘͯい·すɻ

ʰҰڮ大学経済研究ॻ ɦؠॻళɺ1953ʙ ʰ長期経済統計 ౦ɦ༸経済新報社ɺ1974ʙ1979（શ14ר）

（ୈ32ճ（19�9度）日経ŋ経済ਤॻจԽड）
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ྺॴ

໊લ ؒظ

上ాః次 1940（ত15） 4݄ʙ1940（ত15） 5݄

高ଠ 1940（ত15） 5݄ʙ194�（ত 21） �݄

大௩金೭ॿ 1947（ত 22） 3݄ʙ1949（ত 24） 2 ݄

中ࢁҏ 1949（ত 24） 2 ݄ʙ1949（ত 24）11݄

ཹॏ人 1949（ত 24）11݄ʙ195�（ত 31）10 ݄

খ࢜ܟݪ 1957（ত 32） 2 ݄ʙ1959（ত 34）1݄

高ڮ長ଠ 1959（ত 34） 2 ݄ʙ19�3（ত 3�）1݄

ҏ大ྑଠ 19�3（ত 3�） 2 ݄ʙ19�5（ত 40）1݄

ཹॏ人 19�5（ত 40） 2 ݄ʙ19�7（ত 42）1݄

༐ాࢁ 19�7（ত 42） 2 ݄ʙ19�9（ত 44）1݄

大ਫ਼ࡾ 19�9（ত 44） 2 ݄ʙ19�9（ত 44） �݄

大Ұ࢘ 19�9（ত 44） �݄ʙ1970（ত 45）10 ݄

ल༤ాࢁ 1970（ত 45）10 ݄ʙ1972（ত 47）10 ݄

ੴ࣎ 1972（ত 47）10 ݄ʙ1974（ত 49） 4݄

കଜຢ次 1974（ত 49） 4݄ʙ1974（ত 49） �݄

ҏ౦٢ 1974（ত 49） �݄ʙ197�（ত 51） 5݄

定౻ࠤ 197�（ত 51） �݄ʙ197�（ত 53） 5݄

ྛٛਖ਼ 197�（ত 53） �݄ʙ19�0（ত 55） 5݄

Ұ߁ݟߐ 19�0（ত 55） �݄ʙ19�2（ত 57） 3݄

౻ਖ਼ࡾ 19�2（ত 57） 3݄ʙ19�4（ত 59） 2 ݄

ುችٶ 19�4（ত 59） 3݄ʙ19��（ত �1） 2 ݄

ాঊ 19��（ত �1） 3݄ʙ19��（ত �3） 2 ݄

口හ行ߔ 19��（ত �3） 3݄ʙ1990（ฏ成 2） 2 ݄

ೆ྄ਐ 1990（ฏ成 2） 3݄ʙ1992（ฏ成 4） 2 ݄

࣏ݡ 1992（ฏ成 4） 3݄ʙ1994（ฏ成 �） 2 ݄

ඌ∁ᗅ೭ॿ 1994（ฏ成 �） 3݄ʙ199�（ฏ成 �） 2 ݄

ਗ਼ઇ 199�（ฏ成 �） 3݄ʙ199�（ฏ成 10） 2 ݄

ॏࣉ 199�（ฏ成 10） 3݄ʙ2000（ฏ成 12） 2 ݄

म౻ࡈ 2000（ฏ成 12） 3݄ʙ2002（ฏ成 14） 2 ݄

ଜՄ໌ 2002（ฏ成 14） 3݄ʙ2004（ฏ成 1�） 2 ݄

อఉᚸজٱ 2004（ฏ成 1�） 3݄ʙ2005（ฏ成 17） 7݄

高ݑࢁ೭ 2005（ฏ成 17） �݄ʙ2007（ฏ成 19） 7݄

อ 2007（ฏ成 19） �݄ʙ2011（ฏ成 23） 3݄

ઙࢠඒ 2011（ฏ成 23） 4݄ʙ2013（ฏ成 25） 3݄

ਂඌ࢘ژ 2013（ฏ成 25） 4݄ʙ2015（ฏ成 27） 3݄

ଜ行৳ 2015（ฏ成 27） 4݄ʙ2017（ฏ成 29） 3݄

খԘོ࢜ 2017（ฏ成 29） 3݄ʙ

˞事औѻআく
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۠ तڭ ।ڭत ࢣߨ ॿڭॿख ਓࠃ֎
һڀݚ

ඇৗۈ
һڀݚ

ؔػڀݚ
һڀݚ

٬һ
һڀݚ ϑΣϩʔ Ұڮେֶ

һڀݚ ܭ

（ܥ教員）員ݱ 1� � 5 5 1 22 4 2 0 1 ��

۠ ૯ ྉใࢿ
ॻʣ࢘ʢ

౷ܭใ
ॻʣ࢘ʢ

ͦͷଞͷ
ελοϑ ܭ

（ܥ事）員ݱ � 5 4 3� 53

૯ܭ 119

৫

ݐ

経済研究ॴ長

… 経済研究ॴӡӦҕ員会

… 共同利用・共同研究ҕ員会

… 教त会

໊শݐ ໘ੵݐ Ԇ໘ੵ

経済研究ॴ 1541ʊ 5313ᶷ

経済研究ॴ分ࣨ 155ᶷ 15�ᶷ

社会科学統計情報研究センター 329ᶷ 1000ᶷ

計 2025ᶷ �4�9ᶷ

研究部
… 経済・統計ཧ研究部門
… 経済計測研究部門
… ൺֱ経済・世界経済研究部門
… 経済制度・経済策研究部門
… 新学ज़ྖҬ研究部門（客員部門をؚΉ）

附属ࢪઃ
… 社会科学統計情報研究センター
… 経済制度研究センター
… 世代間問題研究機構
… 経済社会リスク研究機構

研究ࢧԉ部
… 学ज़ग़൛ࣨ
… ൿॻࣨ
… 大規模データ分析ࢧԉࣨ

事部
… 事ࣨ
… ྉࣨࢿ
… 社会科学統計情報研究センターࢿྉࣨ

人員構成（2017 4݄1日ݱ在）

「˞教त」ɺ「।教त」にಛをؚΈ·すɻ
「˞そのଞのスタッフ」とɺܖ事৬員ɺ事ิࠤ員ɺٕज़ิࠤ員ɺ科学研究費ٕज़員ɺ科学研究費研究員ɺそのଞのิॿ
員を指し·すɻ
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༧ࢉ

ऩೖݾࣗ （୯位　ઍԁ）

経済研究ॴ本ମ経費 109�9�

間経費（経済研究ॴ分ֹ） 225�7

খ計 1322�5

ӡӦ費ަ金

日本と世界経済に関わる高度実証分析の国際的な共同利用・共
同研究拠点構築

1��77

ಛ別経費
大規模・高ස度データを用いた経済社会リスクの研究基൫構築
事業

112��

学ज़研究・高教ҭのたΊのެ的統計ミクロデータ利用の研究
基൫構築事業

11050

খ計 39013

201� 度֎部ࢿ金डೖֹ

科学研究費ิॿ金 基൫研究（S） 5�700 2 ݅

基൫研究（"） 70100 7݅

基൫研究（#）（ւ֎学ज़ௐؚࠪΉ） 25000 � ݅

基൫研究（$） 3900 4 ݅

एख研究（#） 5000 5 ݅

ಛ別研究員ྭ費 3300 5 ݅

研究活動スタートࢧԉ 1300 1݅

国際共同研究Ճ基金 11700 2 ݅

戦ུ的国際研究ަྲྀਪਐ事業費ิॿ金 ಄॥をՃする戦ུ的国際研究ネットϫークਪਐプロάラϜ 41390 1݅

ް生࿑ಇ科学研究費ิॿ金 1500 1݅

共同研究費・डୗ研究費・डୗ事業費 4115 1݅

附金（新規डけೖΕ分のΈ）د 4100 4 ݅

খ計 230105 39 ݅

総計 4013�3

予算割合

自己収入
33%

外部資金
57%

運営費交付金
10%
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ҰڮେֶڀݚࡁܦॴӡӦҕһձ

Ұڮେֶڀݚࡁܦॴڞಉར༻ɾڞಉڀݚҕһձ

国༑人 ౦ژ大学大学Ӄ経済学研究科・教त

ాۙӫ࣏ Ұڮ大学・໊༪教तɺ成大学・ಛ教त

ॏࣉ Ұڮ大学・໊༪教त

口ࢠ ૣҴా大学࣏経済学ज़Ӄ・教त

࢙ొࠤߔ 大学経済研究ॴ長・教तژ

ٶ 学शӃ大学経済学部長・教त

খԘོ࢜ Ұڮ大学経済研究ॴ長・教त

ଜ行৳ Ұڮ大学経済研究ॴ・教त

部හ໌ Ұڮ大学経済研究ॴ・教त

Ӣ Ұڮ大学経済研究ॴ・教त

੨ྰࢠ ެਖ਼औҾҕ員会・ҕ員

ઘా৴行 国ཱ社会อো・人口問題研究ॴ・部長

上ాࢠو ૣҴా大学࣏経済学ज़Ӄ・教त

ᖒా߁ ౦ژ大学大学Ӄ経済学研究科・教त

中ଜ༃ ԣ国ཱ大学大学Ӄ国際社会科学研究Ӄ・教त

܄本ࢁ 応ٛक़大学学部・教तܚ

Ԭࣨത೭ Ұڮ大学経済学研究科長・教त

খԘོ࢜ Ұڮ大学経済研究ॴ長・教त

部හ໌ Ұڮ大学経済研究ॴ・教त

Ѩ部म人 Ұڮ大学経済研究ॴ・教त

Ӣ Ұڮ大学経済研究ॴ・教त
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֎෦ධՁ

ओͳධՁͷରྖҬ ධՁҕһʢݞॻ͖࣌ʣ

ୈ 1ճ
1997 �݄

（1）機関શମとしͯの研究動向ならびに部門における
研究ঢ়گにͭいͯ

（2）研究に関࿈する予ࢉの用ঢ়گ及び予ࢉ分
の͋Γํにͭいͯ

（ԣ市ཱ大学໊༪教त）ࢯ経໌౻ࠤ
中ଜོӳࢯ（౦༸ӳঁ学Ӄ大学ʀ౦ژ大学໊༪教त）
౻ਖ਼ࡾࢯ（ཱਖ਼大学ʀҰڮ大学໊༪教त）

ୈ 2 ճ
1999  3݄

（1）経済研究ॴおよび附属日本経済統計情報センター
の研究部門と事組織との情報ॲཧ機ثの利用
の͋Γํにͭいͯ

（2）人員・機構໘のධ価
ઃ・ઃඋのϋーυ໘のධ価ࢪ（3）
ઃ・ઃඋのιフト໘のॆ実度ධ価ࢪ（4）
（5）ネットϫーク・データϕース関࿈（情報ެ開をؚΉ）

ौ୩তࢯ（高ઍึ科大学）
定ಓࢯ（ژ大学）
ਨ水共೭ࢯ（Ԭࢁ大学）
അ場߁ҡࢯ（統計ཧ研究ॴ）

ୈ 3 ճ
2001 3݄

（1）研究ॴશମおよび֤研究部門における研究活動と
ݕঢ়の点ݱ

（2）国及び国際学会へのݙߩおよび社会的ݙߩのධ価
（3）国ཱ大学附置研究ॴとい͏໘からΈたશମ的ධ価

Ԭా༟೭ࢯ（๏大学໊༪教त）
খળࢯ߁（大ࡕ大学）
（大学ژ౦）ࢯ༸೭介ݪ
ງতٛࢯ（౦ژ大学）

ୈ 4 ճ
2003  10 ݄

（1）統計情報のऩ集・ཧ・利用へのఏڙなͲɺセンター
業とそのݱঢ়の点ݕ

（2）センター教の活動の͋Γํの点ݕ
（3）学界へ社会へのݙߩとい͏໘からΈたɺ情報ܥセ

ンターとしͯのશମ的ධ価

ҪҰࢯ（ਆށ大学）
Ӭࢁఃଇࢯ（日本統計ڠ会）
ඌ高ᗅ೭ॿࢯ（๏大学）
（大学ژ）ࢯ本༗ࢁ

ୈ 5 ճ
200�  9݄

（1）組織શମとしͯの研究ମ制および研究活動
（2）大ܕ研究プロジェクトおよび経済制度研究センター

の研究水準・研究成Ռ
（3）研究ࢧԉମ制

ඌ人ࢯ（ܚጯٛक़大学）
（国際大学ژ౦）ࢯণాؠ
ଠాࢯ（ૣҴా大学）
チϟールζ・Ϣジ・ϗリΦΧࢯ（大ࡕ大学）

ୈ � ճ
2013  3݄

経済研究ॴにわる事߲શൠにわたるධ価

（大学࣏໌）ࢯতמ
（Ҵా大学ૣ）ࢯହాݪ
（大学ژ）ࢯ࢙ొࠤߔ
口ࢯࢠ（ૣҴా大学）

ୈ 7 ճ
2017 2 ݄

ओとし ɺͯ経済研究ॴの2015 の制度վֵに͏ํ向
性ӡӦํࣜにରするධ価

ా৻Ұࢯ（౦ژ大学）
大จ༤ࢯ（大ࡕ大学社会経済研究ॴ）
ాാ৳Ұࢯ（ւಓ大学スラϒ・Ϣーラシア研究セン
ター）
Ѩ部ਖ਼ࢯߒ（中ԝ大学）
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201� 度に研究ॴ教員͕指ಋした大学Ӄの学生Ͱすɻ

म࢜՝ఔ ത࢜՝ఔ

1�…研究ॴ教員͕จのओࠪをした学生 25人 2 人

2�…研究ॴ教員͕ϝインの指ಋ教員になͬͯ いる学生（ओθミ） 37人 23人

3�…研究ॴ教員のサϒθミをཤमしͯいる学生（サϒθミ） �人 �人

·たɺ研究ॴ教員म࢜จത࢜จの指ಋにܞわͬͯ い·すɻ
2000 から2015 の間に༩͑らΕたम࢜จの総1097 本Ͱすɻ͜Εらの͏ͪɺ経済研究ॴ教員͕指ಋ教員をΊたจ

の総 3�� 本（શମの 33�）Ͱすɻ
2000 から2015 の間に༩͑らΕたത࢜学位จの総 20� 本（จത7࢜ 本をؚΉ）Ͱすɻ͜Εらの͏ͪɺ経済研究ॴ教

員͕ҕ員長（ओࠪ）をΊたจの総 �2 本（શମの 39�）Ͱすɻ·たɺ経済学研究科の教員͕ҕ員長をΊたത࢜学位
จ 119 本の͏ͪɺ研究ॴ教員͕෭ࠪとしͯ৹ࠪにՃわͬたจ7� 本 	 શମの ���
Ͱすɻ

研究ॴの教員͕指ಋ教員をΊたम࢜จɺത࢜จのҰཡɺ研究ॴェϒサイトͰެ開しͯい·すɻ
httQ���XXX�Jer�hJt�u�ac�KQ�+aQaOeTe�JOtroEuctJoO�eEucatJoO�eEucatJoO@maTter@theTJT�html
httQ���XXX�Jer�hJt�u�ac�KQ�+aQaOeTe�JOtroEuctJoO�eEucatJoO�eEucatJoO@Eoctor@theTJT�html

前ड़のh 経済研究ʱҰڮ大学経済研究ॴॻシリーζにՃ͑ ɺͯ研究ॴ教員活発に学ज़ॻをץ行しɺ学ज़ࢽࡶにจをܝ
ڈɺաهしͯい·すɻԼࡌ 5 間における研究業のछྨ別ҰཡͰすɻ

 ֶज़ॻʢԤจʣ ֶज़ॻʢຊޠʣ จ BʢԤจʣ จ Bʢຊޠʣ

2012 度 3 7 5� 53

2013 度 1 � 57 54

2014 度 2 15 57 49

2015 度 2 9 73…C 47

201� 度 4 � 73…c 39

a…学ज़ॻにॴऩɺしく学ज़ࢽࡶに͞ࡌܝΕの
C…"QQlJeE…&coOomJcT…"TJaO…&coOomJc…PaQerT…"TJaO…&coOomJc…PolJcZ…3eWJeX…#*S…PaQerT…$hJOa�6S"…#uTJOeTT…3eWJeX
&coOomJc…$haOHe…aOE…3eTtructurJOH…&coOomJcT…#ulletJO…&OerHZ…&coOomJcT…&OWJroOmeOt…aOE…%eWeloQmeOt…&coOomJcT
&WJEeOce�CaTeE…)3M…&YQerJmeOtal…&coOomJcT…(loCal…PolJcZ…aOE…(oWerOaOce…)JTtorZ…of…PolJtJcal…&coOomZ…*OEuTtrJal…)ealth
*OterOatJoOal…+ourOal…for…&RuJtZ…JO…)ealth…*OterOatJoOal…+ourOal…of…South…"TJaO…StuEJeT…*;"…+ourOal…of…-aCor…aOE…%eWeloQmeOt
*;"…+ourOal…of…-aCor…&coOomJcT…+aQaO…aOE…the…8orlE…&coOomZ…+aQaO…-aCor…3eWJeX…+aQaOeTe…&coOomJc…3eWJeX…+ourOal…of
#aOkJOH…aOE…'JOaOce…+ourOal…of…$hJOeTe…&coOomJc…StuEJeT…+ourOal…of…&QJEemJoloHZ…aOE…$ommuOJtZ…)ealth…+ourOal…of…the
+aQaOeTe…aOE…*OterOatJoOal…&coOomJeT…+ourOal…of…TheoretJcal…PolJtJcT…2ualJtZ…of…-Jfe…3eTearch…3eWJeX…of…"HrarJaO…StuEJeT
3eWJeX…of…&coOomJc…%ZOamJcT…3eWJeX…of…8orlE…&coOomJcT…Seoul…+ourOal…of…&coOomJcT…TraOTJtJoO…StuEJeT…3eWJeX…8ork
SeTTJoO…oO…StatJTtJcal…%ata…$oOp…EeOtJalJtZ にࡌܝ
c…"merJcaO…&coOomJc…+ourOal�…MacroecoOomJcT…"QQlJeE…&coOomJcT…-etterT…"TJaO…&coOomJc…+ourOal…"TJaO…&coOomJc…PolJcZ
3eWJeX…#M$…PuClJc…)ealth…$hJOa…�…8orlE…&coOomZ…$hJOeTe…StuEJeT…&coOomJc…aOE…PolJtJcal…8eeklZ…&coOomJc…"OalZTJT
&coOomJc…*ORuJrZ…&coOomJcT…-etterT…&uroQeaO…+ourOal…of…PolJtJcal…&coOomZ…)ealth…aOE…2ualJtZ…of…-Jfe…OutcomeT…*OEuTtrJal
-aCour…3elatJoOT…3eWJeX…*OterOatJoOal…&coOomJc…3eWJeX…*OterOatJoOal…+ourOal…of…'ooE…aOE…"HrJcultural…&coOomJcT
*OterOatJoOal…+ourOal…of…'orecaTtJOH…*;"…+ourOal…of…-aCor…PolJcZ…+aQaOeTe…&coOomJc…3eWJeX…+aQaOeTe…+ourOal…of…3ural
&coOomJcT…+aQaO…-aCor…3eWJeX…+ourOal…of…$hJOeTe…&coOomJc…aOE…#uTJOeTT…StuEJeT…+ourOal…of…$hJOeTe…&coOomJc…StuEJeT
+ourOal…of…$omQaratJWe…&coOomJcT…+ourOal…of…%eWeloQmeOt…StuEJeT…+ourOal…of…&coOomJc…SurWeZT…+ourOal…of…(oWerOaOce…�
3eHulatJoO…+ourOal…of…)aQQJOeTT…StuEJeT…+ourOal…of…OccuQatJoOal…)ealth…+ourOal…of…PoQulatJoO…StuEJeT…+ourOal…of…StatJTtJcal
ScJeOce…aOE…"QQlJcatJoO…-aOcet…MaOaHemeOt…StuEJeT…MoEerO…&coOomZ…MoOetarZ…aOE…&coOomJc…StuEJeT…OYforE
%eWeloQmeOt…StuEJeT…PreWeOtJWe…MeEJcJOe…PuClJc…'JOaOce…"OalZTJT…3eWJeX…of…&coOomJcT…aOE…StatJTtJcT…3uTTJaO…+ourOal…of
&coOomJcT…ScaOEJOaWJaO…+ourOal…of…8ork…&OWJroOmeOt…�…)ealth…SocJal…ScJeOce…�…MeEJcJOe…SocJal…ScJeOce…+aQaO…+ourOal
StatJTtJcT…aOE…*tT…*Oterface…TelecommuOJcatJoOT…PolJcZ…8orlE…%eWeloQmeOt にࡌܝ
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至川崎→

←至高尾 立川

西国立 一橋大学
矢川

谷保 西府
JR南武線

京浜急行

JR山手線

バス

バス

東京モノレール

京成バス

京成スカイライナー
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羽田空港
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東京

日暮里
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大
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スパンャキ西 至JR国立駅

至JR谷保駅

東京駅・新宿駅から
JR中央線（下り：高尾方面行き）で国立駅下車。
国立駅には快速電車しか停車しないので、特別快速に乗車した場合は、国分寺
駅で快速電車に乗り換え。
所要時間は、東京駅から約1時間、新宿駅から約40分。

羽田空港から
リムジンバス☆☆
立川駅北口もしくはパレスホテル立川で下車（1時間に1本程度の運行）。
JR立川駅から中央線（上り：東京方面）に乗車し、国立駅で下車（1駅）。
所要時間は約2時間。

東京モノレール☆
浜松町駅で下車。
JR山手線（内回り：東京方面）で東京駅にて中央線に乗り換え、国立駅で下車。
所要時間は約1.5時間。

一橋大学
JR中央線 国立駅南口から徒歩約10分
JR南武線 谷保駅北口から徒歩約20分または 
バス約6分（国立駅行き、一橋大学下車）

成田空港から
リムジンバス☆☆
パレスホテル立川下車（午前3便、午後6便）。
立川駅から中央線（上り：東京方面）に乗車し、国立駅で下車（1駅）。
所要時間は約3時間。

京成バス☆
東京駅八重洲口下車。中央線に乗車し、国立駅で下車。
所要時間は約2.5時間（バス1.5時間、電車1時間）。

成田エクスプレス☆
東京駅もしくは新宿駅にて中央線（下り：高尾方面）に乗り換え、国立
駅で下車。
所要時間は約2時間。

☆印は推薦経路です。
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